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依
田
洋
一
朗
（
52
）
は
香
川
県
で
生
ま
れ
、
生
後
3
か
月
で

両
親
と
共
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し
た
。
タ
イ
ラ
ー
・
ア
ー

ト
・
ス
ク
ー
ル
（
学
士
号
）
と
ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
修

士
号
）
を
卒
業
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
創
作
活
動
を
続

け
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
。

　

フ
レ
ッ
ド
・
ア
ス
テ
ア
の
絵
は
「
１
９
９
２
年
ご
ろ
Ｎ
Ｙ

の
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
見
た
映
画
『
ト
ッ
プ
・
ハ
ッ
ト
』

（
１
９
３
５
年
作
）
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
笑
い
転
げ
る
ほ
ど

面
白
い
コ
メ
デ
ィ
で
素
晴
ら
し
い
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ス
テ
ア
と
ジ

ン
ジ
ャ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
ダ
ン
ス
を
見
て
夢
中
に
な
り
ま
し

た
。
絵
を
描
く
時
、表
面
だ
け
で
は
描
け
な
く
て
ア
メ
リ
カ
ン
・

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
通
っ
て
３
か
月
ほ

ど
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
ん
で
す
が
、
と
て
も

難
し
く
て
、ク
ラ
ス
の
女
の
子
が
ク
ス
ク
ス
笑
っ
て
い
た
の
で
、

腹
が
立
っ
て
や
め
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
て
い
る
情
景
は
「
大
草
原
の
小
さ
な

家
」
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
も
の
で
、
原
作
者
ロ
ー

ラ
・
イ
ン
ガ
ル
ス
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
が
幼
い
こ
ろ
育
っ
た
ミ
ネ
ソ

タ
州
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
グ
ロ
ー
ブ
に
ま
で
実
際
に
今
年
夏
に
行
っ

て
、
現
地
で
開
催
さ
れ
て
い
た
地
元
の
ダ
ン
ス
祭
り
の
参
加
者

と
ジ
ュ
ー
シ
ー
・
ル
ー
シ
ー
と
い
う
現
地
独
特
の
チ
ー
ズ
を
指

で
つ
ぶ
し
て
食
べ
る
バ
ー
ガ
ー
の
光
景
を
描
い
た
も
の
だ
と
い

う
。
依
田
の
作
品
に
描
か
れ
る
人
物
や
動
物
た
ち
の
表
情
は
ど

れ
も
一
種
独
特
な
屈
折
し
た
不
思
議
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
セ
ゾ
ン
現
代
美

術
館
、
高
松
市
美
術
館
、
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
作
品
が

所
蔵
さ
れ
、
２
０
２
０
年
に
香
川
県
文
化
芸
術
選
奨
受
賞
し
て

い
る
。
今
年
は
第
６
回
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
参
加
す
る
。

　

父
親
、
依
田
寿
久
と
母
親
、
順
子
も
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

拠
点
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
共
に
武
蔵
野
美
術
大
学

を
卒
業
後
、
60
年
代
に
来
米
し
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ソ
ー
ホ

ー
に
あ
る
巨
大
な
ロ
フ
ト
で
３
人
で
暮
ら
す
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
一

家
だ
。

　
（
三
浦
良
一
、
写
真
も
）

NYが生んだ奇才

依田洋一朗
DANCING IN
THE NEW YEAR

主な内容
（第２部）

こ
と
ば
の
泉
年
間
大
賞
発
表

34
面

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ　
　
　
　

40
面

書
の
散
歩
道
年
間
大
賞
発
表

48
面

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
最
右
優
秀
賞
発
表　

49
面左から洋一朗、母・順子、父・寿久

https://ibec-usa.com/
https://www.restaurantnippon.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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 成田陽子の

 THE  SCREEN

The Room Next Door の映画からのショット

　

ノ
ル
マ
ン
征
服
時
に
遡
る
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貴
族
の
家
に

生
ま
れ
た
テ
ィ
ル
ダ
・
ス
ウ
ィ

ン
ト
ン
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ

ス
に
お
じ
さ
ん
サ
ン
ダ
ル
を
履

い
た
り
、
男
女
性
別
が
定
か
で

な
い
よ
う
な
、
異
星
か
ら
来
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
宇
宙
人

の
よ
う
な
、
ヘ
ン
テ
コ
な
役
を

オ
ハ
コ
と
す
る
、
そ
れ
で
い
て

常
に
毅
然
と
し
て
い
る
ユ
ニ
ー

ク
な
ス
タ
ー
。
会
見
す
る
た
び

に
優
し
く
て
、
知
的
で
、
静
謐

な
人
柄
が
し
の
ば
れ
て
私
め
の

大
好
き
な
女
優
で
あ
る
。

　

新
作
「
ル
ー
ム
・
ネ
ク
ス
ト
・　

ド
ア
」
で
は
64
歳
と
同
い
年
の

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ム
ー
ア
と
共
演
、

友
情
の
美
し
さ
を
逞
し
く
、
勇

ま
し
く
見
せ
て
く
れ
る
。
女
性

必
見
の
ド
ラ
マ
と
言
い
切
っ
て

オ
ス
ス
メ
し
た
い
。

　
「
役
を
演
じ
る
時
は
こ
れ
が

最
後
と
い
つ
も
決
意
し
て
撮
影

に
入
り
ま
す
。
ジ
ン
ク
ス
に
し

た
く
は
な
い
け
れ
ど
、
今
回
は

こ
の
地
点
で
辞
め
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
に
な
っ
た
と
激
し

く
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ジ

ュ
リ
ア
ン
と
は
た
っ
た
１
年
前

に
会
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
彼

女
の
思
い
が
け
な
い
温
か
さ
に

す
っ
か
り
昔
か
ら
の
友
達
の
よ

う
な
存
在
に
な
っ
て
、ま
さ
に
、

『
最
新
の
旧
友
』
な
の
で
す
よ
。

『
オ
ー
ル
ド
・
レ
ッ
ド
・
ヘ
ア

ー
同
志
』（
両
人
と
も
生
ま
れ

た
時
は
赤
髪
だ
っ
た
）
の
熱
情

を
込
め
て
友
情
を
深
め
て
い
ま

す
。
舞
台
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

す
が
監
督
の
ア
ル
モ
ド
ヴ
ァ
ル

の
国
の
ス
ペ
イ
ン
で
ロ
ケ
を
し

て
、
彼
な
ら
で
は
の
鮮
や
か
な

色
使
い
に
目
を
奪
わ
れ
る
は

ず
。
私
達
も
お
互
い
の
た
め
に　

（
男
性
の
た
め
で
は
な
く
）
美

し
く
メ
ー
ク
を
し
て
ド
レ
ス
ア

ッ
プ
す
る
と
い
う
美
意
識
を
維

持
し
て
い
る
姿
勢
を
見
せ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
彼
の
初

１月NY日系人会の行事
明けましておめでとうございます！ 2025年が皆様にとりまし
て良き年でありますようお祈り申し上げます。

　今年も、皆様のニーズにあった企画を取り入れて行きたいと
思っています。ご支援のほどお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JAA事務局

〇 12月 25日 (水 )、12月 31日（火）、1月 1日（水）＆ 2日（木）
年末年始休み。

1月３日（金）JAAの仕事始めです。
 
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳 (1/7開始 )
火曜日 1pm-3pm 書道クラス (1/7開始 )
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス (1/22開始 )
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス @(1/10開始 )
 
■ 10日（金）10:30am-12pm Apple Kids企画「灘田篤子さん
指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」無料

■ 13日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さんが
ヘアカットを行ないます。お早めにご予約下さい。

■ 16日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士による米国におけ
る移民法無料電話相談室」各 15分。要予約

■ 16日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運び
た～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」どなたでもご参加できます。参加費 $5

■ 20日（月）Martin Luther King Jr. Day JAAはお休み。
■ 23日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝川玲
子弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電話相談 - 
Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各
30分。ご予約下さい。

■ 23日（木）「１月敬老会」12pm-2pm：
　BentOnのお弁当です。Iwaki Bandの歌をお楽しみください。
参加費：$5、敬老会参加とランチデリバリー、ピックアップ
のご予約はお早めに！ 1月のお誕生会あります。

■ 29日（水）6:30pm-7:30pm online 「JAA理事会＆年次総会」
2025年度理事・役員、各委員会委員長の紹介。詳細は後日
連絡します。

 
☆ JAA事務局から
〇 2025年度会費納入のご案内 継続してのご支援をお願い申し
上げます。新会員を受付けています。

☆ 2025年度本庄奨学金奨学生募集中：今秋から大学院に進学
する学生を対象に募集をしています。日本人・日系人、JAA
会員以外の方も応募できます。

https://jaany.org/education/honjo-scholarship/
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テ
ィ
ル
ダ
・
ス
ウ
ィ
ン
ト
ン

の
英
語
オ
ン
リ
ー
の
映
画
な
の

も
新
鮮
で
し
ょ
う
」

　

ち
な
み
に
彼
女
の
役
は
元
戦

場
レ
ポ
ー
タ
ー
、
突
然
ス
テ
ー

ジ
３
の
癌
が
見
つ
か
り
、
人
工

の
治
療
を
拒
否
し
、
自
ら
の
死

を
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

て
い
る
。

　

以
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は

こ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
た
。

「
私
の
祖
母
は
常
に
新
し
い
も

の
を
見
つ
け
て
は
興
奮
し
て
１

秒
た
り
と
も
退
屈
な
時
間
な
ど

持
っ
た
こ
と
が
無
い
人
で
し

た
。
74
歳
の
時
に
一
人
で
何
の

助
け
も
借
り
ず
に
ロ
シ
ア
か
ら

中
国
等
を
旅
し
て
平
然
と
戻
っ

て
来
ま
し
た
。
そ
う
い
う
生
き

方
が
私
の
家
に
は
流
れ
て
い
る

の
で
す
。
泣
き
言
は
絶
対
に
言

わ
ず
、
自
分
の
力
で
危
機
を
脱

し
て
生
き
抜
く
と
い
う
独
立
心

と
好
奇
心
の
塊
な
の
で
す
よ
」

と
嬉
し
そ
う
に
言
う
彼
女
は

「
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
テ
ィ
ル
ダ

（
こ
の
名
前
の
後
半
を
と
っ
て

芸
名
に
）」
と
し
て
生
ま
れ
、

上
流
社
会
の
寄
宿
学
校
で
は
ダ

イ
ア
ナ
妃
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ

っ
た
り
、
名
門
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
で
は
政
治
社
会
学
を
専
攻
し

た
り
と
一
流
の
高
等
教
育
を
受

け
て
い
る
の
も
彼
女
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
に
違
い

な
い
。
自
分
の
家
柄
の
事
な
ど

絶
対
に
言
っ
た
り
し
な
い
格
調

と
気
品
が
漂
う
人
と
な
り
が
伺

え
る
。

　

ふ
と
手
元
を
見
る
と
非
常
に

短
い
爪
な
の
が
、
彼
女
の
家
庭

生
活
の
楽
し
さ
、
庭
い
じ
り
、

料
理
、
大
工
仕
事
、
絵
画
に
注

ぐ
時
間
を
見
せ
て
、
こ
う
い
う

と
こ
ろ
に
親
し
み
を
感
じ
て
し

ま
う
。
も
っ
と
も
爪
に
は
ダ
ー

ク
レ
ッ
ド
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
が
塗

ら
れ
て
、
マ
ニ
ッ
シ
ュ
の
ス
ー

ツ
の
中
性
ル
ッ
ク
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
添
え
て
い
た
。

　
「
ド
ク
タ
ー
・
ス
ト
レ
ン
ジ
」

（
２
０
１
６
年
）
で
は
、
ネ
パ

ー
ル
に
住
む
仙
人
の
よ
う
な

「
ザ
・
エ
ン
シ
ャ
ン
ト
ワ
ン
」（
古

代
人
）
と
言
う
役
を
火
星
人
の

よ
う
な
ツ
ル
ツ
ル
の
坊
主
頭
で

怪
演
、
東
洋
人
の
役
を
白
人
の

彼
女
が
演
じ
た
と
批
判
の
声
が

上
が
っ
た
。「
ド
ク
タ
ー
・
ス

ト
レ
ン
ジ
を
助
け
る
役
で
す
が

人
種
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
映

画
の
世
界
は
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
す
か
ら
、
性
も
人
種
も
す

べ
て
が
自
由
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。
私
の
メ
ー
ク
は
ど
う
見
て

も
女
性
だ
か
男
性
だ
か
も
は
っ

き
り
し
て
ま
せ
ん
し
、
ま
し
て

や
東
洋
人
な
ど
と
い
う
区
別
は

全
く
無
意
味
だ
と
思
い
ま
す
」

と
は
っ
き
り
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
ク
イ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
で
断
言
し
て
い
た
。
現
代

の
多
様
性
の
混
沌
を
ス
マ
ー
ト

で
シ
ャ
ー
プ
な
切
り
口
で
解
決

し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

https://sobaya.square.site/
tel:2122136069
tel:2122136069
https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.takesushi.us/
http://ariyoshiny.com
http://shinbashi72.com/
https://fancojapan.com/
https://jaany.org/education/honjo-scholarship/
mailto:212-840-6942%E3%80%80info@jaany.org
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２
０
２
５
年
に
１
２
０
周

年
を
迎
え
る
日
本
ク
ラ
ブ
は
、

２
０
２
６
年
初
頭
に
五
番
街

６
０
４
番
地
（
48
丁
目
）
に
移

転
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
す
る
。
１
階
に
は
ビ
ル
の
オ

ー
ナ
ー
で
あ
る
和
菓
子
店
、
源

吉
兆
庵
が
店
舗
を
構
え
、
２
階

か
ら
６
階
が
新
し
い
日
本
ク
ラ

ブ
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
、
並
び
に
Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン

ド
も
同
住
所
に
移
転
す
る
。

　

移
転
先
は
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト

ラ
ル
駅
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ

ン
タ
ー
に
近
く
、
グ
ラ
ン
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
徒
歩
約
10

分
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ

ー
の
地
下
鉄
駅
か
ら
は
徒
歩
約

５
分
と
、
公
共
交
通
機
関
で
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
ま
た
多
く
の
会
員
企
業
の

日本クラブ移転
2026年初頭に五番街へ

　

米
国
予
算
局
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
２
０
２
１
年
か
ら
23
年
に

か
け
て
の
純
移
民
数
（
入
国
者

か
ら
出
国
者
を
差
し
い
た
数
）

は
年
平
均
２
４
０
万
人
で
、
バ

イ
デ
ン
政
権
下
の
４
年
間
で
合

計
８
０
０
万
人
を
超
え
る
と
み

ら
れ
る
。
こ
れ
は
１
８
０
０
年

代
後
半
か
ら
１
９
０
０
年
代
の

大
移
民
ブ
ー
ム
を
超
え
る
米
国

史
上
最
大
の
移
民
数
の
急
増
と

な
っ
て
い
る
。

　

８
０
０
万
人
と
い
う
数
は
合

法
・
非
合
法
移
民
の
両
方
を
含

み
、
政
府
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
の
報

告
書
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年

以
降
、
移
民
の
60
％
に
あ
た
る

約
５
０
０
万
人
は
合
法
的
な
許

可
を
得
る
こ
と
な
く
入
国
し
て

い
る
。
こ
の
増
加
に
よ
り
、
外

国
生
ま
れ
の
米
国
人
口
の
割
合

は
、
２
０
２
０
年
の
13
・
６
％

か
ら
23
年
に
は
15
・
２
％
と
過

移
民
数
、
過
去
最
高
水
準

米
国
の
政
治
問
題
の
中
心
に

　

犯
罪
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
や

一
部
の
共
和
党
議
員
ら
が
主
張

す
る
、
移
民
が
犯
罪
の
急
増
を

引
き
起
こ
し
た
と
い
う
の
は
誤

り
で
、
過
去
数
年
間
、
移
民
数

が
急
増
す
る
に
つ
れ
全
国
的
に

犯
罪
は
減
少
し
て
い
る
。
歴
史

的
に
見
て
移
民
の
犯
罪
率
は
米

国
生
ま
れ
の
米
国
人
よ
り
低

い
こ
と
が
通
例
で
、
今
回
も

同
様
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
数
十
年
の
移
民
は
お
も

に
南
米
と
ア
ジ
ア
か
ら
だ
が
、

１
８
０
０
年
代
か
ら
１
９
０
０

年
代
初
頭
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
の
移
民
ら
と
同
様
、

近
年
の
移
民
も
経
済
的
地
位
を

高
め
米
国
社
会
に
同
化
し
て
い

る
こ
と
が
各
種
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
学
の
ラ
ン
・
ア
ブ
ラ
ミ

ツ
キ
ー
教
授
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
の
リ
ア
・
ブ
ー
ス
タ
ン
教

授
と
い
う
２
人
の
経
済
学
者
が

書
い
た
新
著
『
黄
金
の
街
路
：

ア
メ
リ
カ
の
知
ら
れ
ざ
る
移
民

成
功
物
語
』
で
は
、
貧
困
か
ら

抜
け
出
す
移
民
の
子
供
は
米
国

生
ま
れ
の
子
供
の
２
倍
に
な
っ

て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
紹
介

し
て
い
る
。　

　

し
か
し
移
民
の
増
大
は
社
会

福
祉
へ
の
圧
力
や
就
職
競
争
の

激
化
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ

る
の
は
事
実
で
、
議
会
予
算
局

は
、最
近
の
移
民
急
増
に
よ
り
、

大
学
に
通
っ
て
い
な
い
米
国
人

の
賃
金
上
昇
は
今
後
数
年
間
、

本
来
よ
り
も
低
く
な
る
だ
ろ
う

と
結
論
付
け
て
い
る
。一
方
で
、

移
民
の
増
加
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

こ
と
か
ら
、
移
民
と
就
職
競
争

を
し
な
い
高
収
入
の
米
国
人
は

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

10
月
に
実
施
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
と
シ
エ

ナ
大
学
に
よ
る
世
論
調
査
で
は

有
権
者
の
57
％
が
不
法
滞
在
の

移
民
の
強
制
送
還
を
支
持
す
る

と
答
え
た
。
オ
バ
マ
政
権
は
年

間
約
40
万
人
を
、
第
一
次
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
年
間
約
30
万
人
を

強
制
送
還
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

数
百
万
も
の
不
法
移
民
を
見
つ

け
出
し
強
制
送
還
す
る
の
は
簡

単
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　

１
世
紀
前
の
大
移
民
ブ
ー
ム

で
は
、
政
治
的
な
反
発
を
引
き

起
こ
し
、
１
９
２
４
年
に
は
移

民
を
厳
し
く
制
限
す
る
移
民
法

（
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＝
リ
ー
ド
法
）

が
制
定
さ
れ
た
。
日
本
人
も
例

外
で
は
な
く
通
称
「
排
日
移
民

法
」
と
呼
ば
れ
た
。

移民の強制送還
有権者の57％が支持

オ
フ
ィ
ス
か
ら
も
近
い
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
、
１
９
６
３

年
に
57
丁
目
に
移
転
し
、
そ
の

後
１
９
９
１
年
に
現
在
の
日
本

ク
ラ
ブ
・
タ
ワ
ー
を
竣
工
落
成
。

今
回
は
62
年
ぶ
り
の
本
格
的
移

転
と
な
る
。
会
員
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
「
会
員
制
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
の
交
流
の
場
を
提
供
す

る
。
移
転
す
る
ま
で
は
現
在
の

日
本
ク
ラ
ブ
・
タ
ワ
ー
（
57
丁

目
）
で
引
き
続
き
、
レ
ス
ト
ラ

ン
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
・
展

覧
会
、
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
な
ど

を
通
常
通
り
行
う
。

源
吉
兆
庵
所
有
の
ビ
ル
に
入
居

移
転
ま
で
サ
ー
ビ
ス
は
通
常
通
り

去
最
高
を
記
録
す
る
見
込
み
。

過
去
最
高
は
１
８
９
０
年
の

14
・
８
％
だ
っ
た
。

　

移
民
急
増
の
原
因
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
12

月
11
日
付
電
子
版
は
、「
バ
イ

デ
ン
政
権
の
政
策
が
最
大
の
要

因
だ
っ
た
よ
う
だ
」
と
報
じ
て

い
る
。
不
法
移
民
に
厳
し
か
っ

た
第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
う

っ
て
変
わ
っ
て
バ
イ
デ
ン
政
権

は
移
民
歓
迎
政
策
を
取
り
、
亡

命
や
そ
の
他
の
移
民
政
策
に
関

す
る
規
則
を
緩
和
し
、
米
国
へ

の
入
国
を
容
易
に
し
た
。
一
部

の
人
々
は
滞
留
す
る
移
民
裁
判

所
で
案
件
が
処
理
さ
れ
る
間
は

一
時
的
な
合
法
的
滞
在
資
格
を

得
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

ま
た
外
的
要
因
と
し
て
、
ハ

イ
チ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
な
ど
で
の
混
乱
に
よ
り
、

絶
望
し
た
人
々
が
母
国
か
ら
逃

げ
出
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
メ
キ
シ
コ
の
麻
薬
カ
ル
テ

ル
の
密
輸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
は

い
え
バ
イ
デ
ン
政
権
の
政
策
が

最
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
今

年
６
月
に
取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
以
来
、
国
境
を
越
え
る
人

の
数
は
急
減
し
た
。
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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。
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北
東
ア
メ
リ
カ
兵
庫
県
人
会

「CLUB GO!

」
と
神
戸
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ブ
が
主
催

の
「
阪
神
淡
路
大
震
災
30
年
」

の
追
悼
式
典
と
懇
親
会
が
１
月

15
日
（
水
）
午
後
６
時
か
ら
、

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館
（
西
45
丁
目

49
番
地
５
階
）で
開
催
さ
れ
る
。   

　

北
東
ア
メ
リ
カ
兵
庫
県

人

会
「CLUB GO!

」

は
、

１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発
生

し
６
４
３
４
人
の
尊
い
犠
牲

と
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠
牲

者
へ
の
追
悼
の
取
り
組
み
を

２
０
１
０
年
か
ら
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
発
生
以
後
は
、
ほ

く
ほ
く
会
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
宮

城
県
人
会
、
青
森
県
人
会
、
秋

田
県
人
会
、
岩
手
県
人
会
、
福

島
県
人
会
、
山
形
県
人
会
、
北

海
道
ゆ
か
り
の
会
、大
阪
の
会
、

九
州
の
会
、
ば
っ
て
ん
会
な
ど

と
も
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
を
行
っ
て
き
た
。 

　

発
生
か
ら
30
年
目
を
迎
え
る

今
回
の
追
悼
式
は
、
大
震
災
が

発
生
し
た
日
本
時
間
の
１
月
17

日
直
前
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時

間
で
１
月
15
日
に
追
悼
と
懇

親
会
を
開
催
す
る
。
式
典
に

は
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
も
参
加
予
定
。
ま

た
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
三
原
有
利

加
さ
ん
に
よ
る
歌
曲
鎮
魂
曲
演

奏
、
中
垣
顕
實
Ｎ
Ｙ
仏
教
連

盟
副
会
長
に
よ
る
黙
祷
な
ど

が
行
わ
れ
る
予
定
。 

式
典
後

は
、Club Go!

お
よ
び
神
戸

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ブ

の
懇
親
会
を
行
い
、
簡
単
な
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
が
提
供
さ

れ
る
。 

参
加
費
無
料
だ
が
要

事
前
登
録
。
希
望
者
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://forms.gle/

qr1hgmPj99mfsARv9 

か
ら

申
し
込
む
。

阪
神
淡
路
大
震
か
ら
30
年

Ｎ
Ｙ
で
追
悼
式
典
15
日
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
不
動

産
の
仲
介
手
数
料
（
ブ
ロ
ー
カ

ー
・
フ
ィ
ー
）
を
家
主
に
払
わ

せ
る
法
律
が
12
月
16
日
に
成

立
、
２
０
２
５
年
６
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
不
動
産
業
界

の
有
力
な
ロ
ビ
ー
団
体
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動
産
協
会

（
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｎ
Ｙ
）
と
不
動
産
仲

介
業
者
お
よ
び
家
主
の
グ
ル
ー

プ
は
12
月
16
日
、
こ
の
法
律
は

違
憲
で
あ
り
家
賃
の
値
上
げ
に

も
つ
な
が
る
と
し
て
、
施
行
を

停
止
し
現
状
を
維
持
す
る
よ
う

求
め
る
訴
訟
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
連
邦
地
方
裁
判
所
に
起
こ
し

た
。

　

米
国
で
は
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の

都
市
で
は
、
賃
借
人
で
は
な
く

家
主
が
仲
介
手
数
料
を
不
動
産

仲
介
業
者
に
支
払
う
。
Ｎ
Ｙ
市

内
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の
月
額
賃

貸
料
の
中
央
値
は
約
３
４
０
０

ド
ル
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
デ

ポ
ジ
ッ
ト
（
保
証
金
）
と
最
初

の
１
か
月
分
の
家
賃
に
通
常
家

賃
の
１
か
月
以
上
（
年
間
賃
貸

料
の
15
％
）
で
あ
る
仲
介
手
数

料
を
入
れ
る
と
初
期
費
用
が

１
万
ド
ル
を
超
え
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
る
。
法
案
作
り
を
行

っ
た
チ
・
オ
ッ
セ
市
議
（
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
選
出
）
は
家
賃
の
負

担
軽
減
に
取
り
組
み
、
米
国
の

他
の
都
市
と
同
様
に
賃
借
人
が

仲
介
手
数
料
を
支
払
わ
な
い
よ

う
に
す
る
取
り
組
み
だ
と
し
て

い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
（
定

数
51
）
は
２
０
２
４
年
11
月
、

不
動
産
業
界
の
反
対
を
押
し
切

り
新
し
い
仲
介
手
数
料
法
案
を

42
票
の
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し

た
。
不
動
産
開
発
業
者
と
親
し

い
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
法
案
に
否

定
的
だ
っ
た
が
、
拒
否
権
を
発

動
し
て
も
こ
れ
を
阻
止
す
る
数

の
市
議
が
集
ま
る
と
み
ら
れ
、

署
名
も
拒
否
権
も
行
使
し
な
か

っ
た
た
め
12
月
16
日
に
自
動
的

に
法
律
と
な
っ
た
。

　

法
案
で
は
仲
介
業
者
を
雇
う

者
に
手
数
料
の
支
払
い
を
義
務

付
け
て
い
る
。
家
主
と
そ
の
代

理
人
は
、
物
件
情
報
や
賃
貸
契

約
書
に
手
数
料
を
明
記
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
違
反
し

た
場
合
は
最
高
２
０
０
０
ド
ル

の
罰
金
を
含
む
民
事
罰
が
科
せ

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動
産
協
会

の
顧
問
弁
護
士
カ
ー
ル
・
ハ
ム

氏
、
こ
の
法
案
は
不
動
産
業
者

が
家
主
か
ら
明
確
な
契
約
を
得

ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
物
件
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
物
件
を
掲

載
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
お

り
、「
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
言
論
の
自
由
と
契
約
権
を
侵

害
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
ま

た
こ
の
法
案
は
、
仲
介
業
者
が

賃
借
人
に
手
数
料
を
請
求
す
る

と
い
う
家
主
と
仲
介
業
者
間
の

長
年
の
契
約
を
無
効
に
す
る
も

の
で
、
憲
法
が
保
障
す
る
契
約

権
を
侵
害
し
て
お
り
、
不
動
産

仲
介
業
者
を
規
制
す
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
法
に
も
抵
触
す
る
と

し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
務
省
は

２
０
２
１
年
、
仲
介
業
者
が
賃

借
人
か
ら
手
数
料
を
徴
収
す
る

こ
と
を
新
し
い
州
の
賃
貸
法
の

解
釈
を
基
に
禁
止
し
よ
う
と
し

た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動
産

協
会
に
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
実
現

し
な
か
っ
た
。

値上がりが続くマンハッタンの住宅アパート（ミッドタウンのイーストサイド）

不
動
産
業
界
が
市
を
提
訴

家
主
負
担
の
仲
介
手
数
料
巡
り

　

コ
ニ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ス

テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー

駅
に
停
車
中
だ
っ
た
地
下
鉄
Ｆ

ト
レ
イ
ン
の
車
内
で
12
月
21
日

午
前
7
時
30
分
、
車
内
で
座
っ

て
い
た
男
が
突
然
立
ち
上
が
っ

て
向
か
い
側
に
い
た
女
性
に
マ

ッ
チ
を
投
げ
て
火
を
付
け
女
性

は
現
場
で
死
亡
し
た
。
警
察
は

同
日
市
民
の
通
報
に
よ
っ
て
グ

ァ
テ
マ
ラ
出
身
の
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
・
ザ
ペ
タ
容
疑
者
（
33
）
を

殺
人
容
疑
で
逮
捕
し
た
。

地
下
鉄
で
女
性
焼
死

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
犯
人
逮
捕

http://www.cbmi-li.com
mailto:iwao.ojima@stonybrook.edu
http://www.stonybrook.edu/commcms/japan/
mailto:cbmi@cbmi-li.com
mailto:nana@onishigallery.com
http://www.nowhere-nyc.com
mailto:noontan@earthlink.net
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://forms.gle/qr1hgmPj99mfsARv9
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本
紙
創
刊
と
同
時
に
始
ま
っ
た
児
童
生
徒
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
こ
と
ば
の
泉
」
は
今
年
で

21
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
期
の
応
募
総
数
は

小
学
一
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
約
９
０
０

点
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
以
降W

ord

に
よ
る
応
募
も
可
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
学

生
高
校
生
お
よ
び
日
本
語
を
学
ぶ
現
地
高
校
生

の
応
募
が
増
え
た
こ
と
が
最
近
の
特
徴
で
す
。

　

本
年
度
の
年
間
大
賞
は
２
０
２
３
年
11
月
第

一
週
か
ら
２
０
２
４
年
10
月
末
ま
で
に
掲
載
さ

れ
た
１
８
６
作
品
よ
り
、
第
一
次
審
査
と
し
て

編
集
部
が
左
記
の
16
作
品
を
選
出
。
そ
の
16
作

品
を
対
象
に
審
査
員
５
名
に
よ
る
最
終
審
査
が

行
わ
れ
、
年
間
大
賞
６
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

本
ペ
ー
ジ
で
は
最
優
秀
賞
、
第
一
席
、
第
二
席
、

第
三
席
と
佳
作
２
点
を
掲
載
し
ま
す
。

ご
協
力
頂
い
た
審
査
員
の
方
々
（
敬
称
略
）

■
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館

　

森
和
也
首
席
領
事

■
全
日
空
米
州
室
ア
カ
ウ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

竹
本
登
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
補
佐

■
ア
メ
リ
カ
紀
伊
國
屋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店

　

永
井
泰
伸
店
長

■
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

　

武
藤
芳
治

■
週
刊
N
Y
生
活
発
行
人
・
C
E
O

　

三
浦
良
一

＊
学
校
名
・
学
年
・
滞
米
年
数
は
作
文
執
筆
時

の
も
の
で
す
。

◆
第
21
回
「
こ
と
ば
の
泉
」
年
間
大
賞
入
賞
作
品
発
表
◆

　

小
学
生
の
頃
、
私
は
、
レ

オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ

オ
に
憧
れ
て
い
た
。
若
い
頃

の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ

リ
オ
は
本
物
の
ロ
ミ
オ
だ
っ

た
。
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
の
灰
色

が
か
っ
た
青
い
目
は
光
の
角

度
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
色
を

変
え
、
髪
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

一
流
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
ア
レ

ン
ジ
さ
れ
て
、
黄
金
色
に
さ

ら
さ
ら
と
輝
い
て
い
る
。
演

技
力
な
ん
て
、
正
直
ど
う
で

も
い
い
。
映
画
そ
の
も
の
な

ん
か
、
理
解
し
て
い
た
か
ど

う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
私
は

彼
の
青
い
目
と
金
髪
に
夢
中

に
な
っ
て
い
た
。

　

友
達
に
、
小
さ
い
頃
憧
れ

て
い
た
有
名
人
は
、
レ
オ
ナ

ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
だ
と

言
っ
た
ら
、「
え
ー
。
お
じ

さ
ん
じ
ゃ
ん
。」
と
ブ
ー
イ

ン
グ
さ
れ
た
が
、
今
で
も
、

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
を
見
て
、
彼

に
憧
れ
る
若
い
人
が
い
る
の

は
間
違
い
な
い
と
思
う
。　

　

私
の
青
い
目
と
金
髪
へ
の

あ
こ
が
れ
が
生
ま
れ
た
の

は
、『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
を

見
る
よ
り
ず
っ
と
前
だ
っ
た

と
思
う
。
何
か
に
影
響
を
受

け
た
と
か
そ
う
い
う
こ
と
で

は
な
か
っ
た
。
輝
く
宝
石
や

金
を
見
て
、
全
て
の
人
が
目

を
輝
か
せ
る
よ
う
に
、
私
は

青
い
目
と
金
髪
を
美
し
い
と

思
っ
た
。
学
校
一
の
人
気
者

は
い
つ
も
青
い
目
と
ブ
ロ
ン

ド
で
、
い
つ
も
一
番
綺
麗
に

見
え
た
。
し
か
も
、
綺
麗
な

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
大
体
お

金
持
ち
で
大
き
な
家
に
住

み
、
み
ん
な
に
好
か
れ
て
い

た
。
全
て
私
の
頭
の
中
の
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
と
に
か
く
金
髪

と
青
い
目
が
欲
し
く
て
、
自

分
の
黒
い
髪
と
目
が
、
あ
る

日
突
然
明
る
く
な
る
こ
と
を

願
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

小
学
生
の
時
の
親
友
は
、

ク
ラ
ス
で
唯
一
私
以
外
の
ア

ジ
ア
人
だ
っ
た
。
彼
女
に
、

青
い
目
と
金
髪
が
欲
し
い
、

と
打
ち
明
け
た
ら
聞
か
れ

た
。
「
そ
の
た
め
に
百
ド
ル
払

う
？
」

「
払
う
。」
小
学
生
の
私
た
ち

1.「しょう来のゆめ」ニューヨーク育英学園サタデースクール小 3　大宮さき
2.「メンフィス」ニュージャージー補習授業校小３　ながいそう太
3.「石の世界」ニューヨーク補習授業校W校小３　穐田一晴
4.「泳げるようになったこと」中部テネシー日本語補習校小４　松本晃飛
5.「お母さんのたまご焼き」ピッツバーグ日本語補習授業校小 4　相原裕心
6.「日本の食料自給率」ニューヨーク育英学園全日制小５　有澤恭太郎
7.「広島と雨」リセ・ケネディ日本人学校小 5　山岸キリル
8.「学校での昼ごはん」ニューヨーク補習授業校 L I 校小６　スローイー大星
9.「女人禁制から男女平等を考える」ニューヨーク補習授業校中１　川上聖苗
10.「井の中のかわず」ニュージャージー補習授業校中１　山本幸音
11.「アメリカ生活で今思うこと」ニュージャージー日本人学校中 2　上原健太
12.「ビニール袋有料化から学ぶ私たちの未来」
　　ニューヨーク日本人学校中２　山田優理果
13.「多様性について考えたこと」中部テネシー日本語補習校中 2　前田葉月
14.「アファーマティブアクションについて」
　　ニューヨーク日本人学校中３　田中希実
15.「太平洋戦争におけるマスメディアの責任と中国残留孤児問題」
　　プリンストン日本語学校中３　前田摩耶
16.「ディカプリオと私」フィラデルフィア日本語補習授業校高１　前田英美

2024 年「ことばの泉」年間大賞第一次審査通過作品

に
は
、
百
ド
ル
は
大
金
だ
っ

た
。
「
じ
ゃ
あ
、
カ
エ
ル
に
チ
ュ

ー
す
る
？
」

「
う
ー
ん
、
す
る
。」

「
算
数
の
ワ
ー
ク
百
問
毎
日

解
く
？
」

「
あ
ー
ー
ー
。
百
問
？
毎
日
？

そ
れ
は
い
や
だ
。」
私
は
算

数
が
苦
手
だ
っ
た
。
今
思
え

ば
、
バ
カ
だ
な
あ
、
と
思
う

が
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

時
は
た
ち
、
今
も
数
学
は

や
っ
ぱ
り
苦
手
だ
け
ど
、
自

分
の
黒
い
髪
と
目
を
少
し
ず

つ
好
き
に
な
っ
て
い
っ
た
。

人
種
や
格
差
と
い
う
概
念
を

ま
だ
持
っ
て
い
な
い
幼
い
私

が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
青
い
目

と
金
髪
に
憧
れ
た
の
か
、
不

思
議
だ
。
で
も
小
学
生
の
頃

の
私
と
同
じ
よ
う
に
思
っ
て

い
る
人
は
、
結
構
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
も
思
う
。

　

昨
日
、
ア
ジ
ア
人
の
友
達

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き

て
、
あ
る
男
の
子
か
ら
約
束

し
て
い
た
デ
ー
ト
を
理
由
も

な
く
す
っ
ぽ
か
さ
れ
た
と
、

怒
り
心
頭
だ
っ
た
。

「
ど
ー
せ
ブ
ロ
ン
ド
の
女
の

子
が
よ
か
っ
た
ん
で
し
ょ
。」

と
、
彼
女
は
言
っ
た
。
私
は
、

ど
う
励
ま
し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
私
は
、
次

は
K
P
O
P
ス
タ
ー
み
た

い
な
ア
ジ
ア
人
の
彼
氏
を
見

つ
け
よ
う
、
と
い
っ
た
。

　

ブ
ロ
ン
ド
の
女
の
子
は
、

お
そ
ら
く
全
く
関
係
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
勝
手
に
、

ど
こ
か
に
い
る
、
リ
ア
充
の

ブ
ロ
ン
ド
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た

女
の
子
に
対
す
る
嫉
妬
が

勝
手
に
吹
き
出
し
て
き
た
の

だ
。
憧
れ
は
い
つ
し
か
嫉
妬

に
な
り
、
嫉
妬
は
怒
り
を
生

む
。

　

こ
の
内
面
化
さ
れ
た
バ
イ

ア
ス
は
特
に
白
人
社
会
に
住

む
ア
ジ
ア
人
に
多
い
の
で
は

最
優
秀
賞
受
賞
の
前
田
英
美
さ
ん
に
は

副
賞
と
し
て
全
日
空
協
賛
に
よ
る
日
米

往
復
無
料
航
空
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
写
真
は
竹

本
登
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
補
佐

最
優
秀
賞

「
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
と
私
」

　
　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
英
美
　

な
い
か
と
思
う
。
私
は
嫉
妬

の
深
層
心
理
な
ん
て
理
解
で

き
な
い
し
、
こ
の
嫉
妬
が
ア

メ
リ
カ
の
複
雑
な
人
種
差
別

に
根
ざ
す
も
の
な
の
か
、
全

く
違
う
理
由
な
の
か
も
分
か

ら
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
い
つ
か
は
青

い
目
と
金
髪
の
女
の
子
を
見

て
、
嫉
妬
心
な
し
で
、
純
粋

に
綺
麗
だ
な
、
と
思
い
た
い

し
、
自
分
の
黒
い
目
と
髪
も

純
粋
に
好
き
で
い
た
い
。
レ

オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ
オ

の
目
は
海
の
よ
う
に
青
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
の
海

の
向
こ
う
に
は
私
の
よ
う
な

絹
の
よ
う
に
輝
く
黒
い
髪

と
、
漆
の
よ
う
に
深
い
黒
い

目
を
持
つ
美
し
い
日
本
人
が

い
る
。

　

小
学
生
の
頃
の
私
に
そ
う

伝
え
た
い
。

　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　

□　
　

□　
　

□
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七
月
二
十
二
日
、
私
は
家
族

四
人
で
、
北
海
道
の
神
威
岬

に
行
き
ま
し
た
。
神
威
岬
は
、

北
海
道
の
西
部
に
位
置
し
、
積

丹
半
島
の
先
端
に
あ
る
岬
で

す
。
カ
ム
イ
と
は
、
北
海
道

の
少
数
民
族
ア
イ
ヌ
の
人
々

の
言
葉
で
神
を
表
す
そ
う
で

す
。
神
威
岬
に
は
、
駐
車
場

か
ら
岬
の
先
ま
で
続
く
遊
歩

道
が
あ
り
、
私
た
ち
は
岬
の

先
端
に
あ
る
灯
台
へ
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
歩
き
始
め

て
少
し
経
っ
た
こ
ろ
、
前
の

方
に
門
が
見
え
ま
し
た
。
門

に
は
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、そ
れ
を
見
た
時
、私
は
「
え

っ
。」
と
驚
き
ま
し
た
。
看
板

に
は
「
女
人
禁
制
の
地
神
威

岬
」
と
大
き
く
書
か
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。
で
も
、
女
人

禁
制
と
い
う
の
は
昔
の
こ
と

で
、
今
は
男
女
に
関
係
な
く
、

た
く
さ
ん
の
人
が
門
を
く
ぐ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

遊
歩
道
は
、
急
な
坂
や
階
段

を
た
く
さ
ん
上
っ
た
り
下
っ

た
り
す
る
険
し
い
道
で
し
た
。

私
は
、
弟
の
後
ろ
を
歩
き
な
が

ら
、「
女
人
禁
制
」
と
い
う
言

葉
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

男
女
差
別
が
背
景
に
あ
る
の

か
、
も
し
く
は
、
昔
神
威
岬

の
強
風
で
女
の
人
が
事
故
に

あ
っ
た
か
ら
禁
制
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
。
私
は
足
の
疲

れ
を
感
じ
な
が
ら
、
ぐ
る
ぐ

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
き
て
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
こ
と
を

考
え
始
め
た
時
、
私
は
神
威

岬
の
女
人
禁
制
の
こ
と
を
調

べ
て
み
よ
う
と
思
い
た
ち
ま

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
女
人
禁

制
の
原
因
や
神
威
岬
の
歴
史

と
時
代
背
景
に
つ
い
て
知
り

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

女
人
禁
制
の
始
ま
り
は
、

ア
イ
ヌ
の
女
性
と
源
義
経
が

登
場
す
る
伝
説
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
伝
説
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
時
代
は
、
鎌
倉
時
代
で
す
。

北
海
道
に
逃
げ
て
き
た
源
義

経
が
、
ア
イ
ヌ
の
首
長
の
娘

で
あ
る
チ
ャ
レ
ン
カ
と
恋
仲

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
義

経
は
ま
た
命
が
危
険
に
な
り
、

チ
ャ
レ
ン
カ
に
黙
っ
て
逃
げ

て
し
ま
い
ま
す
。
チ
ェ
レ
ン

カ
は
義
経
の
あ
と
を
追
い
ま

し
た
が
、
神
威
岬
に
つ
い
た

こ
ろ
に
は
、
も
う
い
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン

カ
は
恨
み
の
言
葉
を
残
し
て
、

海
に
飛
び
込
み
、
自
害
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
カ

が
最
後
に
残
し
た
「
日
本
人

の
女
性
を
乗
せ
た
船
が
神
威
岬

沖
を
通
る
と
、
絶
対
に
転
覆
す

る
」
と
い
う
言
葉
が
、
女
人
禁

制
に
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　

神
威
岬
の
女
人
禁
制
は
、
差

別
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
あ
の
看
板
を
見
た

と
き
、
私
は
日
本
の
女
性
差
別

の
こ
と
が
一
番
の
原
因
か
も
し

れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
私
が
昔
の
日
本

は
、
女
性
に
色
々
な
制
限
を
作

っ
て
い
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
、
津
田
梅
子
に
つ
い
て

の
学
習
ま
ん
が
を
読
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
、
日

本
で
は
女
性
が
教
育
を
受
け
る

べ
き
と
い
う
意
見
が
少
な
か
っ

た
こ
と
を
、
こ
の
本
で
知
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
北
海
道

旅
行
の
前
に
、
N
H
K
の
朝

ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」
を
観
て
い

た
時
、私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

昔
は
女
性
が
酒
蔵
に
入
る
こ
と

が
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
だ
け

で
は
な
い
で
す
が
、
昔
の
女
性

は
、
男
性
と
同
じ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
知
っ
た
時
、
が
っ

か
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
今
の
日

本
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て

も
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
、
日
本
は
、
世
界
と
比
べ
た

時
、
女
性
の
社
会
進
出
は
少
し

遅
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
特
に
政
治
家
に
な
る
女

性
の
人
数
は
、
世
界
平
均
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
女
性
大
臣
の
人
数
が
少

な
い
か
ら
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
指
数
が
８
位
で
あ
っ
た

リ
ト
ア
ニ
ア
と
比
べ
る
と
、
リ

ト
ア
ニ
ア
の
女
性
大
臣
の
比

率
が
42
・
９
％
、
日
本
は
た

第
一
席 

「
女
人
禁
制
か
ら

　

男
女
平
等
を
考
え
る
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
　
聖
苗

に
取
り
計
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
措
置
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
い
う
弱
者
と
は
、
歴

史
的
に
差
別
を
受
け
て
き
た

有
色
人
種
、
少
数
民
族
、
女
性
、

障
が
い
者
な
ど
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
々
を
含
め
、

全
員
が
暮
ら
し
や
す
い
平
等

な
社
会
を
作
る
こ
と
が
ア
フ

ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

の
本
来
の
目
的
で
す
。
代
表

的
な
措
置
と
し
て
は
、
採
用

試
験
、
入
学
試
験
、
内
閣
な

ど
に
お
け
る
「
ク
オ
ー
タ
制
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
教

育
機
関
や
企
業
で
一
定
の
割

合
を
社
会
的
に
不
利
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
人
々
に
割

り
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
差

別
を
な
く
し
て
い
く
、
と
い

う
措
置
で
す
。
今
回
、
私
は

大
学
の
選
考
に
お
い
て
人
種

を
考
慮
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
以
下
に
述
べ
る
２

つ
の
理
由
か
ら
今
回
の
最
高

裁
判
所
の
判
決
に
賛
成
し
ま

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
入
学

選
考
に
お
け
る
人
種
の
考
慮

に
反
対
で
す
。

　

最
も
重
要
な
理
由
は
、
人

種
だ
け
が
個
々
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
い
か
ら

で
す
。
判
決
に
反
対
す
る
人
々

の
多
く
は
、
多
く
の
人
種
の

生
徒
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
考

す
る
こ
と
で
多
様
性
が
生
ま

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
は
こ
の
意
見
は
部

分
的
に
し
か
合
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
人
種
は
、
私

た
ち
個
人
の
1
つ
の
個
性
で

す
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
多

様
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
に
も
偏
っ
た
考
え
方
で

す
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
バ
ー
ツ
最

高
裁
長
官
は
、「
多
く
の
大
学

が
あ
ま
り
に
も
長
い
間
、
個

人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

測
る
の
は
、
克
服
し
た
課
題

で
も
、
築
き
上
げ
た
ス
キ
ル
で

も
、
学
ん
だ
教
訓
で
も
な
く
、

肌
の
色
だ
と
間
違
っ
て
結
論

づ
け
て
き
た
」
と
述
べ
ま
し

た
。
人
種
以
外
で
も
、
私
た

ち
に
は
多
く
の
違
い
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
多
様
性
の
あ
る
教

育
機
関
を
作
り
上
げ
る
の
に

十
分
で
す
。
よ
っ
て
、
私
は

人
種
で
多
様
性
を
判
断
す
る

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

上
記
の
理
由
に
加
え
、
今
回

の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク

シ
ョ
ン
は
逆
差
別
に
も
繋
が

り
ま
す
。
逆
差
別
と
は
、
特

定
の
人
々
を
優
遇
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
人
々

が
逆
に
不
利
益
を
被
る
こ
と

で
す
。
今
回
の
状
況
で
は
、

白
人
や
ア
ジ
ア
人
な
ど
優
遇

を
受
け
な
い
生
徒
は
、
優
遇

を
受
け
て
い
る
黒
人
や
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
系
の
生
徒
よ
り
も
、

結
果
的
に
希
望
す
る
大
学
に

入
り
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
考
え
た
時
、
ほ
と
ん

ど
同
じ
評
価
を
受
け
て
い
る

二
人
の
生
徒
が
、
入
学
で
き

る
か
で
き
な
い
か
の
瀬
戸
際

に
い
て
、
人
種
と
い
う
生
ま

れ
持
っ
た
変
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
要
素
に
よ
っ
て
入
学

の
可
能
不
可
能
が
決
ま
っ
て

し
ま
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

人
種
に
よ
っ
て
合
格
ラ
イ
ン

が
決
ま
る
と
い
う
の
は
、
生

徒
の
努
力
を
正
当
に
評
価
で

き
て
い
な
い
と
私
は
考
え
ま

す
。SFFA　
（Students For 

Fair Admissions

）
は
、
ハ

ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
が
人
種
的

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、
ク

オ
ー
タ
制
度
を
導
入
し
、
ア

ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
高
い

合
格
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
こ

と
で
、
他
の
人
種
の
受
験
生

を
合
格
さ
せ
て
い
る
と
主
張

し
て
い
て
、
も
し
人
種
を
考

慮
せ
ず
点
数
だ
け
で
選
考
を

行
え
ば
、
ア
ジ
ア
系
の
学
生

は
現
在
の
二
倍
に
な
る
だ
ろ

う
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
私

は
大
学
の
選
考
に
お
け
る
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン
に
反
対
し
、
今
回
の
入
学

審
査
で
人
種
を
考
慮
す
る
こ

と
を
違
法
と
す
る
と
い
う
判

決
に
賛
成
し
ま
す
。
本
当
に

大
学
の
入
学
審
査
で
考
慮
す

る
べ
き
点
は
経
済
面
だ
と
私

は
考
え
ま
す
。
貧
し
い
家
庭

で
育
っ
た
子
供
と
裕
福
な
家

庭
で
育
っ
た
子
供
の
間
に
は
、

少
な
か
ら
ず
勉
強
や
体
験
の

機
会
に
も
選
べ
る
手
段
に
も

差
が
生
ま
れ
ま
す
。
私
は
実

際
に
1
年
間
ア
メ
リ
カ
の
学

校
で
過
ご
し
て
み
て
、
人
種

に
よ
っ
て
起
こ
る
差
別
や
い

じ
め
な
ど
は
見
か
け
な
か
っ

た
も
の
の
、
貧
富
の
差
に
よ

る
機
会
の
数
の
違
い
は
多
々

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

裕
福
な
家
庭
で
育
っ
た
友
達

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
、
勉

強
な
ど
様
々
な
習
い
事
を
し

た
り
、
恵
ま
れ
た
生
活
を
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
あ
ま
り
お
金
の

な
い
家
庭
で
育
っ
た
友
達
は
、

お
金
の
か
か
る
習
い
事
や
イ

ベ
ン
ト
に
は
参
加
で
き
ず
、

さ
ら
に
は
兄
弟
の
面
倒
を
見

る
な
ど
の
学
業
以
外
の
こ
と

も
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が

あ
り
ま
し
た
。
金
銭
的
に
余

裕
が
な
い
ほ
ど
、
学
生
は
実

力
を
発
揮
し
た
り
伸
ば
し
た

り
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
言

え
ま
す
。
こ
の
格
差
は
、
人

種
と
全
く
関
わ
り
が
な
い
問

題
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
人

種
と
イ
コ
ー
ル
で
結
び
つ
け

ら
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

大
学
の
入
学
審
査
で
は
、

肌
の
色
で
生
徒
の
合
格
ラ
イ

ン
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、

恵
ま
れ
な
い
環
境
で
も
ど
れ

だ
け
努
力
で
き
た
か
を
考
慮

す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
今

ま
で
紹
介
し
て
き
た
ア
フ
ァ

ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の

問
題
点
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ

の
実
態
を
踏
ま
え
、
私
は
大

学
の
入
学
選
考
で
人
種
を
考

慮
し
優
遇
す
る
措
置
に
つ
い

て
反
対
し
、
そ
の
代
わ
り
に

個
人
の
家
庭
環
境
を
考
慮
し

た
選
考
制
度
を
提
案
し
ま
す
。

　
　

  　
（
滞
米
１
年
３
か
月
）

第
三
席 
「
メ
ン
フ
ィ
ス
」

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　  

な
が
い
　
そ
う
太

　

ぼ
く
は
、
家
族
と
春
休
み

に
テ
ネ
シ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
メ
ン
フ
ィ
ス
と
い

う
町
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
国
立
公
み
ん
け
ん
は
く
物

館
が
あ
り
ま
し
た
。「
何
こ
の

汚
い
ト
イ
レ
。」
と
ぼ
く
が
お

母
さ
ん
に
聞
く
と
、
お
母
さ

ん
が
、「
こ
こ
か
ら
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
を
う
っ
た
ら
し
い

よ
。」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
ト
イ
レ
と
お
風
呂
、

洗
面
台
、
小
さ
な
ま
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
小
さ
な
ま

ど
か
ら
は
ん
人
が
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
を
う
っ
た
そ
う
で

す
。「
な
ん
で
こ
こ
か
ら
う
っ

た
の
か
な
。」
と
ぼ
く
は
言
い

ま
し
た
。「
こ
こ
か
ら
か
く
れ

て
、
う
ち
や
す
い
か
ら
じ
ゃ

な
い
。」
と
お
母
さ
ん
は
言
い

ま
し
た
。
は
ん
人
は
、
う
ま

く
外
国
に
に
げ
て
長
い
間
つ

か
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
う

っ
た
け
ん
じ
ゅ
う
、
に
せ
物

の
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
が
、
は

く
物
館
で
は
見
れ
ま
し
た
。

　

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・

キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
黒

人
と
白
人
が
同
じ
よ
う
に
生

活
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と

し
た
人
で
す
。
た
と
え
ば
、

黒
人
と
白
人
は
同
じ
店
に
は

行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ス

で
は
黒
人
は
後
ろ
の
方
の
せ

き
に
す
わ
ら
な
い
と
い
け
ず
、

白
人
が
前
の
方
の
せ
き
に
す

わ
り
ま
し
た
。
野
球
も
黒
人

と
白
人
で
同
じ
リ
ー
グ
で
た

た
か
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル

ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ

ア
は
、
そ
う
い
う
事
を
な
く

そ
う
と
し
た
人
で
す
。

　

こ
こ
の
は
く
物
館
は
、
道

路
が
ま
ん
中
に
あ
っ
て
、
は

ん
人
が
い
た
た
て
物
と
マ
ー

テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
が
う
た
れ
た
モ
ー

テ
ル
が
そ
の
道
路
を
は
さ
ん

で
む
か
い
合
っ
て
あ
り
ま
す
。

モ
ー
テ
ル
と
は
ホ
テ
ル
の
小

さ
い
ば
ん
で
す
。
そ
の
両
方

の
た
て
物
の
中
に
入
っ
て
中

も
ゆ
っ
く
り
見
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
行
っ
て
み
た
人
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

モ
ー
テ
ル
の
部
屋
に
は
ベ

ッ
ト
が
二
つ
あ
っ
て
、
大
き

な
ま
ど
が
あ
り
、
ド
ア
を
開

け
た
ら
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
り
ま

し
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
る
と

目
前
に
は
ん
人
が
い
た
た
て

物
が
見
え
ま
す
。
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
は
そ
の
ベ
ラ
ン
ダ

に
出
た
時
に
う
た
れ
ま
し
た
。

「
ト
イ
レ
の
か
が
み
に
じ
ゅ
う

の
玉
の
あ
と
が
あ
る
よ
」。
ぼ

く
が
小
さ
な
あ
な
を
見
つ
け

ま
し
た
。「
あ
ー
、
ほ
ん
と
だ

ー
。」
と
家
族
の
み
ん
な
が
お

ど
ろ
い
て
、
そ
の
小
さ
な
あ

な
を
見
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

が
は
く
物
館
に
行
っ
た
次
の

日
は
、
ち
ょ
う
ど
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
が
こ
ろ
さ
れ
て

五
十
年
目
の
日
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
野
球
が
大
す
き

で
す
。
だ
か
ら
、
野
球
の
話

も
大
す
き
で
す
。
ジ
ャ
ッ
キ

ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
黒
人

さ
い
し
ょ
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
せ
ん
手
で
す
。
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
で
活
や

く
し
ま
し
た
。
白
人
の
中
で

た
っ
た
一
人
の
黒
人
で
し
た
。

た
く
さ
ん
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

ち
ま
し
た
。
ぼ
く
の
好
き
な

大
谷
せ
ん
手
の
よ
う
に
ホ
ー

ム
ラ
ン
バ
ッ
タ
ー
で
す
。
ジ

ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、

た
っ
た
一
人
の
黒
人
だ
っ
た

か
ら
、
相
手
の
チ
ー
ム
が
ク

リ
ー
ツ
、
く
つ
の
う
ら
に
デ

コ
ボ
コ
が
つ
い
て
い
る
野
球

の
く
つ
で
の
っ
て
ケ
ガ
を
さ

せ
た
り
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
が

物
を
な
げ
て
き
た
り
、
い
や

が
ら
せ
を
し
た
そ
う
で
す
。

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

の
せ
番
号
は
、
四
十
二
番
で

し
た
。
四
十
二
番
は
今
で
も

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
は
だ
れ

も
使
っ
て
は
い
け
な
い
番
号

で
す
。
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ

ン
ソ
ン
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・

ド
ジ
ャ
ー
ス
に
入
っ
た
四
月

十
五
日
は
、
毎
年
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
み
ん
な
が
四
十
二

番
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
き
て

プ
レ
イ
し
ま
す
。
い
つ
か
四

月
十
五
日
に
ぼ
く
も
四
十
二

番
の
服
を
き
て
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
の
し
合
に
行
き
た
い
で

す
。　

＊
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

っ
た
の
10
％
で
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
１
年
度
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
は
、
日
本
は

１
５
６
か
国
中
１
２
０
位
と
順

位
が
低
く
、
改
善
が
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
の
女
性
の
社
会
進
出
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

三
つ
の
理
由
を
見
つ
け
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、
日
本
の
社
会

で
は
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

が
難
し
い
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

二
つ
目
は
男
女
の
給
料
の
格
差

が
あ
る
か
ら
で
す
。
日
本
は
世

界
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
二
位
と
知

り
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
日
本

で
は
、
性
別
役
割
の
固
定
化
が

あ
り
、
女
性
は
家
事
・
育
児
を

し
て
、
男
性
は
外
で
働
く
と
い

う
社
会
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

る
か
ら
で
す
。
色
々
な
要
素
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
作
っ

て
い
て
、
と
て
も
複
雑
な
問
題

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
柔
軟
性
の
あ
る
社
会

を
作
る
こ
と
が
、
性
別
に
関
係

な
く
、
み
ん
な
に
と
っ
て
良
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
神
威
岬

に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
男
女
平
等
や
、
女
性

と
男
性
の
社
会
の
役
割
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昔
と
今
の
男
女
の
役
割
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
も

気
づ
き
ま
し
た
。
今
は
男
女
平

等
の
考
え
が
広
ま
っ
て
、
時
代

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

男
性
も
女
性
も
、
性
別
の
役
割

を
超
え
て
、
お
互
い
助
け
合
う

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
男
女
が
同
じ
意

識
を
持
っ
て
協
力
し
合
え
る
社

会
を
作
る
こ
と
が
理
想
だ
と
思

い
ま
す
。　

    

　
　
　
　
　
　
　
（
滞
米
13
年
）

第
二
席 

「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

　

ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
希
実

　

今
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
で
人
種
を
考
慮
し
た
入

学
選
考
を
違
法
と
す
る
、
と

い
う
判
決
が
最
高
裁
判
所
で

下
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
で
昔
か
ら
賛
否
両

論
あ
る
人
種
差
別
を
め
ぐ
る

大
き
な
問
題
に
関
係
し
て
い

ま
す
。
人
種
を
考
慮
し
た
入

学
選
考
は
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
１
つ
で
す
。

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ

ョ
ン
と
は
、
社
会
的
な
差
別

に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
て

い
る
弱
者
に
対
し
て
、
一
定

の
範
囲
で
特
別
な
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実

質
的
に
フ
ェ
ア
に
な
る
よ
う
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稲
作
の
授
業
が
面
白
か
っ

た
。
一
か
ら
米
を
育
て
て
収
穫

す
る
授
業
だ
。
育
て
方
は
知
ら

な
か
っ
た
が
、
普
通
の
植
物
の

よ
う
に
水
を
あ
げ
る
だ
け
で
は

な
く
、
肥
料
を
ま
い
て
い
ろ
い

ろ
育
て
る
の
が
大
変
そ
う
だ
と

思
っ
た
。

　

ま
ず
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
玄
米

の
よ
う
な
種
を
ま
い
た
。
芽
が

出
て
き
て
小
さ
い
葉
が
百
本
く

ら
い
生
え
て
き
た
。
そ
し
て
畑

に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
雑
草

　

ぼ
く
は
す
な
は
ま
で
、
宝

石
の
よ
う
に
き
れ
い
な
石
を

拾
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
夏

に
家
族
で
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

佳
作
「
石
の
世
界
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
穐
田
　
一
晴

ド
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
時
、

近
く
の
海
べ
で
様
々
な
形
や

色
の
石
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
表
面
が
す
べ
す
べ

で
光
っ
て
い
る
物
も
あ
り
ま

し
た
。
海
か
ら
こ
ん
な
に
美

し
い
石
が
ど
う
や
っ
て
出
て

く
る
の
だ
ろ
う
、
と
ぼ
く
は

ふ
し
ぎ
に
思
い
ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
、
ぼ
く

は
図
か
ん
で
石
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。
す
る
と
、
海
の

石
は
波
に
お
さ
れ
て
、
他
の

石
と
ぶ
つ
か
り
合
い
、
少
し

ず
つ
け
ず
れ
て
、
何
千
年
も

何
万
年
も
か
け
て
丸
く
な
っ

て
い
く
そ
う
で
す
。
表
面
が

な
め
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と
、

光
を
反
し
ゃ
し
て
ま
る
で
宝

石
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
ロ
ッ
ク
タ
ン
ブ
ラ
ー

と
言
う
き
か
い
を
使
う
と
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
な
ん
と
一

か
月
で
さ
い
げ
ん
で
き
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く

は
自
分
で
こ
の
実
け
ん
に
ち

ょ
う
せ
ん
し
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

ロ
ッ
ク
タ
ン
ブ
ラ
ー
に
は

タ
ル
の
よ
う
な
よ
う
き
と
そ

れ
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
回
し
つ
づ

け
る
き
か
い
が
つ
い
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
１
９
５
０

年
代
に
開
発
さ
れ
た
き
か
い

で
、
今
で
は
ア
マ
ゾ
ン
で
数

十
ド
ル
で
買
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぼ
く
は
、
ロ
ッ
ク
タ

ン
ブ
ラ
ー
と
研
ま
ざ
い
と
ゴ

ツ
ゴ
ツ
と
し
た
色
々
な
し
ゅ

る
い
の
石
の
セ
ッ
ト
を
買
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

よ
う
き
の
中
に
石
と
一
番
あ

ら
い
研
ま
ざ
い
と
水
を
入
れ
、

ふ
た
を
ぎ
ゅ
っ
と
し
め
て
回

転
す
る
き
か
い
に
の
せ
て
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
し
た
。
一

週
間
ず
っ
と
回
し
つ
づ
け
た

後
き
か
い
を
止
め
て
、
石
を

取
り
出
し
て
あ
ら
い
、
も
っ

と
細
い
研
ま
ざ
い
を
入
れ
て
、

ま
た
回
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

四
回
く
り
返
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
だ
っ
た
石

が
つ
る
つ
る
の
海
で
見
た
石

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
買

っ
た
石
だ
け
で
は
な
く
、
学

校
の
校
庭
で
拾
っ
た
石
も
ま

ぜ
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
、

ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
学
校
で
、
自
由
実

け
ん
の
発
表
で
、
み
ん
な
に

見
せ
ま
し
た
。
ロ
ッ
ク
タ
ン

ブ
ラ
ー
を
使
う
前
の
石
も
持

っ
て
行
っ
た
の
で
、
み
ん
な

も
ど
の
く
ら
い
ツ
ル
ツ
ル
に

な
っ
た
か
良
く
分
か
り
、
と

て
も
お
ど
ろ
い
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
き
か
い
を
使
う
と

本
当
に
こ
ん
な
短
期
間
で
石

が
ツ
ヤ
ツ
ヤ
に
な
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
ぼ
く
が
面
白
い
と
思
っ

た
の
は
、
そ
と
に
あ
る
石
は
、

す
な
が
か
か
っ
て
い
て
、
つ

ま
ら
な
い
物
に
見
え
ま
す
が
、

ロ
ッ
ク
タ
ン
ブ
ラ
ー
で
み
が

い
て
み
る
と
、
実
は
色
も
様
々

で
、
石
の
中
に
ひ
び
の
よ
う

な
線
や
中
に
ち
が
う
色
が
入

っ
て
た
り
、
一
つ
一
つ
ち
が

っ
て
全
部
そ
れ
ぞ
れ
き
れ
い

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

す
な
は
ま
に
ふ
通
に
転
が

っ
て
い
る
石
に
き
ょ
う
味
を

持
っ
て
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

丸
い
石
の
作
ら
れ
方
や
、
ロ

ッ
ク
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
な
ど
石

の
世
界
に
つ
い
て
、
色
々
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
き
ょ
う
味
を
持
ち
、
学

び
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
　
（
滞
米
９
年
）

 

佳
作

「
日
本
の
食
料
自
給
率
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
澤
　
恭
太
郎

＊
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く

「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

の
え
い
画
が
あ
る
よ
。」
と
、

お
父
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
の

で
、
え
い
画
も
早
く
み
て
み

た
い
で
す
。

　

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・

キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
や
ジ
ャ

ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
よ

う
な
黒
人
が
人
し
ゅ
さ
べ
つ

を
な
く
し
て
き
て
く
れ
た
お

か
げ
で
、ぼ
く
は
白
人
、黒
人
、

ア
ジ
ア
人
と
色
ん
な
人
し
ゅ

の
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
野

球
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

て
、
ア
ジ
ア
人
だ
か
ら
と
の

け
者
に
す
る
友
だ
ち
は
一
人

も
い
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
ぼ

く
は
野
球
を
は
じ
め
て
か
ら
、

多
く
の
友
だ
ち
が
で
き
ま
し

た
。

　

メ
ン
フ
ィ
ス
の
は
く
物
館

に
行
っ
て
、
学
校
で
習
っ
た

こ
と
の
あ
る
こ
と
、
本
に
書

い
て
あ
っ
た
こ
と
が
昔
本
当

に
あ
っ
た
こ
と
な
ん
だ
な
と

思
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
マ

ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ

ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
や
ジ
ャ
ッ

キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
よ
う

な
人
た
ち
が
、
黒
人
と
白
人

の
世
界
を
一
つ
に
か
え
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
ぼ
く
も
ア

メ
リ
カ
で
野
球
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。　

　
　

  　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

を
抜
い
て
枯
葉
を
取
り
除
き
、

畑
を
耕
す
た
め
に
ツ
ル
ハ
シ

で
土
を
殴
っ
た
。
稲
を
植
え

る
前
に
白
い
粒
の
よ
う
な
肥

料
を
ま
い
た
。
三
本
く
ら
い

ま
と
め
て
植
え
た
。

　

徐
々
に
育
っ
て
い
っ
て
膝

く
ら
い
の
高
さ
ま
で
伸
び
て

い
っ
た
。
雑
草
か
と
も
思
っ

た
。
夏
休
み
で
は
朝
顔
が
増

殖
し
て
稲
を
侵
食
し
て
き
て

い
た
の
で
土
の
栄
養
を
奪
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
た
。
休
み
時
間
に
雑
草

を
抜
い
た
り
、
稲
作
に
悪
い

影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

ラ
ン
タ
ン
フ
ラ
イ
を
倒
し
た

り
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
い

る
の
か
と
驚
い
た
。

　

九
月
に
な
っ
た
ら
色
が
つ

い
て
き
た
米
の
粒
が
見
え
て

き
た
が
、
は
っ
き
り
し
な
か
っ

た
。
い
よ
い
よ
米
が
実
っ
て

き
た
。
風
や
雨
が
強
い
日
に

稲
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
、

雑
草
と
間
違
え
て
抜
い
て
し

ま
っ
た
も
の
、
ア
ク
シ
デ
ン

ト
で
踏
ま
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
な
ど
無
事
に
残
っ
た
稲
は

最
初
と
比
べ
て
大
分
減
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
収

穫
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
稲
に
つ

い
て
い
る
米
は
か
な
り
の
量

が
あ
っ
た
が
、
脱
穀
し
た
ら

シ
ワ
シ
ワ
に
な
っ
て
い
た
り
、

お
か
し
な
色
の
米
、
割
れ
て

い
る
米
も
多
か
っ
た
り
し
て
、

自
分
が
い
つ
も
食
べ
て
い
る

よ
う
な
米
は
少
し
し
か
な
か

っ
た
。
玄
米
を
植
え
て
か
ら

約
半
年
間
か
け
て
育
て
て
き

た
が
、
と
れ
た
の
は
27
粒
の

み
。
お
茶
碗
一
杯
く
ら
い
と

れ
る
と
思
っ
た
の
だ
が
全
然

と
れ
な
く
て
い
か
に
米
作
り

が
大
変
な
の
か
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
授
業
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
感
じ
た
。
例
え
ば
、

僕
は
朝
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
の
お
に
ぎ

り
の
米
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ

産
の
も
の
だ
。
H
マ
ー
ト
や

ト
レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ
ー
ズ
な
ど

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

並
ん
で
い
る
も
の
は
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
産
だ
。

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
調
べ
て
み
る
と
、
ア
メ

リ
カ
の
自
給
率
は
１
３
１
％

と
１
０
０
％
を
超
え
て
い
る
。

お
隣
の
カ
ナ
ダ
は
２
５
５
％
。

そ
れ
に
対
し
、
日
本
の
自
給

率
は
年
々
減
少
し
て
い
て
現

在
38
％
。
こ
れ
ら
の
国
と
日

本
を
比
べ
て
み
る
と
大
き
な

違
い
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は

国
土
面
積
の
違
い
だ
。
自
給

率
が
高
い
国
々
は
国
土
面
積

が
圧
倒
的
に
広
く
、
広
大
な

農
地
で
米
や
小
麦
や
大
豆
な

ど
を
大
規
模
に
生
産
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
自
国
で
消
費
す

る
以
上
の
農
産
物
を
生
産
し

て
外
国
に
輸
出
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
日
本
の
畜
産
物
の

自
給
率
は
牛
肉
35
％
、
豚
肉

49
％
、
牛
乳
・
乳
製
品
59
％
だ
。

し
か
し
、
と
う
も
ろ
こ
し
や

牧
草
な
ど
の
家
畜
が
食
べ
る

飼
料
の
多
く
は
外
国
か
ら
輸

入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
例
え

ば
、
牛
肉
の
自
給
率
は
35
％

だ
が
、
実
際
に
飼
料
ま
で
含

め
る
と
9
％
に
下
が
る
。
つ

ま
り
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
の

食
料
の
調
達
を
外
国
に
頼
り
、

輸
入
ば
か
り
し
て
い
る
。

　

今
現
在
、
世
界
各
地
で
戦

争
が
勃
発
し
て
い
る
。
そ
の

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
、

食
料
の
調
達
を
外
国
に
任
せ

き
っ
て
い
る
日
本
は
外
国
か

ら
の
食
料
の
供
給
を
止
め
ら

れ
て
、
真
っ
先
に
地
図
か
ら

消
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

国
土
の
狭
い
日
本
だ
が
、

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利

用
す
れ
ば
農
産
物
や
畜
産
物

の
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
も

っ
と
簡
単
に
育
て
て
増
や
せ

な
い
か
と
頑
張
っ
て
作
っ
た

27
粒
の
米
を
見
な
が
ら
そ
う

思
っ
た
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
４
年
）
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森
和
也
審
査
委
員

　

毎
週
の
密
や
か
な
楽
し
み
に

「
言
葉
の
泉
」が
あ
り
ま
す
。ほ

の
ぼ
の
し
た
日
記
か
ら
世
界
の

課
題
に
挑
む
論
文
ま
で
、形
式

も
年
齢
も
不
問
の
ま
さ
に
フ
リ

ー
ス
タ
イ
ル
の
言
葉
の
競
演
。

今
回
、審
査
依
頼
を
い
た
だ
き
、

愛
読
者
と
し
て
喜
ぶ
一
方
、16

の
優
秀
な
作
品
を
前
に
困
り
果

て
ま
し
た
。何
し
ろ
秀
逸
付
け

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

　

み
な
さ
ん
の
夢
や
目
標
を
描

く
作
品
か
ら
は
、元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。松
本
さ
ん
は
水
泳

で
、山
本
さ
ん
は
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
で
、自
分
の
立
ち
位
置
を
認

識
し
、目
標
を
立
て
挑
戦
す
る

意
気
込
み
が
伝
わ
り
ま
す
。そ

し
て
、大
宮
さ
ん
は
、優
し
い
文

章
の
中
に
、お
弁
当
屋
さ
ん
と

い
う
明
確
な
将
来
の
夢
を
し
っ

か
り
掲
げ
て
い
る
の
が
微
笑

ま
し
く
、ま
た
、ふ
わ
ふ
わ
・
さ

く
さ
く
・
も
ち
も
ち
と
字
面
か

ら
料
理
の
味
が
す
る
よ
う
で
、

読
ん
で
お
腹
が
す
い
て
き
ま
し

た
。

　

新
し
い
経
験
や
身
近
な
気
づ

き
を
描
く
作
品
に
も
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。穐
田
さ
ん
は
海
辺

で
拾
っ
た
石
か
ら
探
究
心
が
芽

生
え
、相
原
さ
ん
は
お
母
さ
ん

の
卵
焼
き
の
味
が
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
に
、上
原
さ
ん
は

米
国
各
地
で
遭
遇
し
た
様
々
な

風
景
に
、新
た
な
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。学
校
や
課
外
活
動
で

の
気
づ
き
を
書
か
れ
た
の
は
、

広
島
で
戦
争
の
悲
惨
さ
に
触
れ

た
山
岸
さ
ん
、学
校
の
昼
食
で

フ
ー
ド
ロ
ス
の
問
題
を
考
え
た

ス
ロ
ー
イ
ー
さ
ん
、ご
み
拾
い

活
動
で
プ
ラ
ご
み
削
減
の
必
要

性
を
痛
感
し
た
山
田
さ
ん
、い

ず
れ
も
、何
か
の
キ
ッ
カ
ケ
か

ら
深
く
考
え
、仮
説
を
立
て
た

り
、実
際
に
調
べ
て
み
た
も
の

で
す
。そ
し
て
、有
澤
さ
ん
は
、

稲
作
の
授
業
で
収
穫
で
き
た
27

粒
を
手
に
、食
料
生
産
の
大
変

さ
に
気
づ
き
、実
際
に
調
べ
て

課
題
を
抽
出
し
、対
応
策
の
提

起
ま
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　

戦
争
や
環
境
や
、米
国
な
ら

で
は
の
「
多
様
性
」を
掘
り
下

げ
る
力
作
も
沢
山
あ
り
ま
し

た
。川
上
さ
ん
は
「
女
人
禁
制
」

看
板
を
起
点
に
日
本
女
性
の
社

会
進
出
に
迫
り
、田
中
さ
ん
は

米
国
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
是
非
を
論
じ
、

前
田
葉
月
さ
ん
は
多
様
性
の
中

で
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う
必
要
性

を
訴
え
、前
田
摩
耶
さ
ん
は
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
何
か

問
い
か
け
ま
す
。

　

そ
し
て
、な
が
い
さ
ん
は
、キ

ン
グ
牧
師
銃
撃
現
場
訪
問
と
い

う
体
験
か
ら
、公
民
権
運
動
を

調
べ
る
過
程
を
描
き
、自
分
が

好
き
な
野
球
を
皆
で
で
き
る
幸

せ
に
気
づ
く
ま
で
の
流
れ
が
鮮

や
か
で
し
た
。前
田
英
美
さ
ん

も
、デ
ィ
カ
プ
リ
オ
好
き
の
話

か
ら
、な
ぜ
金
髪
に
漠
然
と
し

た
憧
れ
が
あ
る
の
か
、我
々
の

側
に
こ
そ
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
の

で
は
と
自
ら
を
客
観
視
し
つ

つ
、そ
こ
か
ら
、自
分
た
ち
の
本

来
の
価
値
を
再
認
識
し
た
い
と

い
う
希
望
も
語
っ
て
い
る
の
が

秀
逸
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
、読
ん
で

楽
し
い
と
思
え
る
作
品
ば
か
り

で
し
た
。特
に
、前
田
英
美
さ
ん

や
大
宮
さ
ん
、な
が
い
さ
ん
を

は
じ
め
、表
現
ぶ
り
が
ユ
ニ
ー

ク
だ
っ
た
り
、複
数
の
方
向
か

ら
見
た
り
、引
い
た
り
寄
せ
た

り
、複
眼
的
な
も
の
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。楽
し
い
と
い
う

の
は
何
も
、面
白
お
か
し
い
の

で
は
な
く
、読
み
手
が
自
分
に

投
影
し
た
り
、話
が
ど
う
展
開

す
る
か
気
に
な
る
よ
う
な
、読

み
手
を
巻
き
込
む
力
の
あ
る
文

章
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

　

沢
山
の
力
作
、ご
ち
そ
う
さ

ま
。こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
書

い
て
下
さ
い
ね
。

審
査
員
選
評

竹
本
登
審
査
員

　　
「
こ
と
ば
の
泉
」の
応
募
作

品
を
、い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。毎

回
読
む
た
び
に
思
い
ま
す
が
、

日
々
起
こ
っ
た
出
来
事
、感
じ

た
事
、記
憶
に
焼
き
付
い
た
事
、

気
づ
き
、そ
し
て
将
来
へ
の
思

い
等
、様
々
な
事
を
ご
自
分
の

言
葉
で
表
現
し
て
い
る
内
容

に
、時
に
は
驚
き
、共
感
し
、そ

し
て
小
職
が
新
た
な
事
に
気
付

か
さ
れ
て
い
ま
す
。現
代
は
、短

い
言
葉
や
映
像
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
当
た
り

前
の
時
代
で
す
が
、自
分
の
気

持
ち
や
意
見
を
文
章
で
表
現
し

伝
達
す
る
、ま
さ
に
「
こ
と
ば

の
泉
」で
あ
る
作
文
を
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
に
は
書
き
続
け
て

い
た
だ
け
た
ら
な
と
思
い
ま

す
。今
回
も
多
く
の
作
文
に
巡

り
会
え
て
、大
変
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

●
「
女
人
禁
制
か
ら
男
女
平
等

を
考
え
る
」川
上
聖
苗

旅
先
で
目
に
留
ま
っ
た
「
女
人

禁
制
」と
い
う
言
葉
に
驚
い
た

筆
者
が
、そ
の
ル
ー
ツ
を
調
べ

て
い
く
う
ち
に
新
た
に
発
見
し

た
事
実
、そ
こ
か
ら
さ
ら
に
筆

者
が
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

「
男
女
平
等
」と
は
何
か
に
つ
い

て
筆
者
の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
た
作
品
で
し
た
。文
章
の

流
れ
と
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が
と

て
も
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

●
「
ビ
ニ
ー
ル
袋
有
料
化
か
ら

学
ぶ
私
た
ち
の
未
来
」

山
田
優
理
果　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、未
来
の
た
め
に
現

代
の
我
々
が
や
る
べ
き
多
く
の

対
策
の
一
つ
で
す
。現
状
や
他

国
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
な
が

ら
、筆
者
の
考
え （
提
案
）が
し

っ
か
り
と
書
か
れ
て
い
た
良
い

作
品
で
す
。

●
「
日
本
の
食
料
自
給
率
」有

澤
恭
太
郎　

授
業
で
体
験
し

た
稲
作
、苦
労
し
て
育
て
あ
と

に
手
に
残
っ
た
の
は
27
粒
の
お

米
。そ
の
27
粒
は
筆
者
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

し
た
。筆
者
が
日
本
の
状
況
を

改
め
て
考
え
、将
来
に
向
け
た

強
い
思
い
を
抱
か
せ
た
27
粒
の

お
米
、将
来
数
え
ら
な
い
数
の

米
粒
に
増
え
る
事
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。こ
の
体
験
は
忘

れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た

ね
。

●
「
学
校
で
の
昼
ご
は
ん
」ス

ロ
ー
イ
ー
大
星　
「
も
っ
た
い

な
い
」と
い
う
言
葉
の
意
味
、勉

強
に
な
り
ま
し
た
。ご
く
何
気

な
く
食
べ
て
い
る
学
校
で
の
ラ

ン
チ
に
つ
い
て
、空
腹
時
の
学

業
へ
の
影
響
、そ
し
て
更
に
は

世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

フ
ー
ド
ロ
ス
に
つ
い
て
考
え
を

及
ば
せ
た
筆
者
の
気
持
ち
が
伝

わ
り
ま
す
。毎
日
の
学
校
で
の

昼
ご
は
ん
が
如
何
に
大
切
な
の

か
、筆
者
に
共
感
で
す
。

●
「
メ
ン
フ
ィ
ス
」
な
が
い　

そ
う
太　

筆
者
が
メ
ン
フ
ィ
ス

で
訪
問
し
た
公
民
権
博
物
館
、

日
本
で
は
経
験
す
る
事
が
少
な

い
人
種
差
別
に
つ
い
て
、本
で

読
ん
だ
内
容
だ
け
だ
っ
た
も

の
が
、直
に
触
れ
る
事
が
で
き

た
経
験
で
人
種
差
別
に
戦
っ
た

代
表
的
な
人
物
2
名
の
方
に
感

謝
し
た
気
持
ち
、忘
れ
て
は
な

ら
な
い
大
事
な
事
だ
と
思
い
ま

す
。

●
「
石
の
世
界
」穐
太
一
晴

何
気
な
く
拾
っ
た
石
、ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
興
味
心
か
ら
、

筆
者
は
思
い
が
け
な
い
発
見
を

さ
れ
ま
し
た
。小
さ
な
事
に
も

興
味
を
持
て
ば
大
き
な
事
も
発

見
で
き
る
。筆
者
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
色
ん
な
小
さ
な
事

に
興
味
を
持
っ
て
、大
き
な
発

見
を
さ
れ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

永
井
泰
伸
審
査
員

　
　
　
　

　
　

第
一
次
審
査
を
通
過
し
た
16

の
作
品
に
つ
き
ま
し
て
、ど
れ

も
楽
し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。作
文
を
通
し
て
皆

さ
ん
の
個
人
的
な
体
験
や
意
見

を
知
る
こ
と
が
で
き
、私
に
と

っ
て
も
得
難
い
体
験
と
な
り
ま

し
た
。執
筆
に
あ
た
っ
て
色
々

な
調
べ
物
を
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。何
を
書
こ
う

か
時
間
を
か
け
て
考
え
、文
章

に
思
い
を
込
め
、人
に
何
か
を

伝
え
よ
う
と
す
る
体
験
は
今
後

の
皆
さ
ん
の
財
産
に
な
る
は
ず

で
す
。　

　

前
田
英
美
さ
ん
の
作
品
は
と

て
も
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

人
種
問
題
は
難
し
い
問
題
で
、

結
論
が
う
ま
く
出
な
い
こ
と
は

と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。わ

か
ら
な
い
こ
と
を
人
生
の
折
に

触
れ
考
え
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。田
中
希
実
さ
ん
や
前

田
葉
月
さ
ん
も
人
種
や
多
様
性

に
触
れ
る
作
品
で
し
た
ね
。社

会
問
題
に
対
し
て
自
分
の
意
見

を
持
ち
、実
践
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
を
感
じ
ま

し
た
。

　

前
田
摩
耶
さ
ん
と
山
岸
キ
リ

ル
さ
ん
は
戦
争
に
つ
い
て
の
作

品
で
し
た
。前
田
さ
ん
の
作
品

は
よ
く
調
べ
ら
れ
て
お
り
読
み

ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。山
岸

さ
ん
が
原
爆
に
つ
い
て
感
じ
た

思
い
は
私
の
胸
に
も
届
き
ま
し

た
。俳
句
も
す
ば
ら
し
い
出
来

で
す
ね
。

　

有
澤
恭
太
郎
さ
ん
と
ス
ロ
ー

イ
ー
大
星
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
食

料
自
給
率
と
食
品
の
ロ
ス
を
テ

ー
マ
に
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。授
業
や
ラ
ン
チ
の
体

験
を
も
と
に
調
べ
物
を
行
っ
て

お
り
、普
段
の
私
た
ち
の
生
活

は
社
会
の
問
題
と
も
繋
が
っ
て

い
る
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

川
上
聖
苗
さ
ん
と
山
田
優
理

果
さ
ん
の
作
品
も
個
人
的
な
経

験
に
端
を
発
し
社
会
問
題
に
つ

い
て
調
べ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。川
上
さ
ん
は
女
人
禁
制
の

看
板
か
ら
歴
史
、そ
し
て
現
代

社
会
と
流
れ
を
持
っ
た
運
び
方

に
妙
が
あ
り
ま
し
た
。山
田
さ

ん
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ

い
て
自
分
・
日
本
・
世
界
の
対

比
で
説
得
力
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

上
原
健
太
さ
ん
の
ア
メ
リ
カ

生
活
で
の
驚
き
と
喜
び
は
読
ん

で
い
て
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。色
々
な
景
色
を
見
て
、

ア
メ
リ
カ
生
活
を
満
喫
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。な
が
い
そ

う
太
さ
ん
の
メ
ン
フ
ィ
ス
の
旅

行
も
発
見
に
あ
ふ
れ
て
い
て
と

て
も
楽
し
そ
う
で
す
。野
球
が

大
好
き
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
も
っ
と

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
わ
い
て
き

ま
す
ね
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
作
品
で
す
と
、

松
本
晃
飛
さ
ん
は
水
泳
、山
本

幸
音
さ
ん
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
は
と
て
も
い
い

思
い
出
で
す
ね
。ぜ
ひ
こ
れ
か

ら
も
打
ち
込
め
る
も
の
を
持
ち

続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

穐
田
一
晴
さ
ん
の
描
く
ロ
ッ

ク
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
の
世
界
は
面

白
そ
う
で
す
ね
。拾
っ
た
石
で

も
き
れ
い
に
磨
く
と
ピ
カ
ピ
カ

に
な
る
と
い
う
の
は
驚
き
で

す
。

　

大
宮
さ
き
さ
ん
は
お
弁
当
屋

さ
ん
の
夢
、相
原
裕
心
さ
ん
は

お
母
さ
ん
の
た
ま
ご
焼
き
に
つ

い
て
、ど
ち
ら
も
お
い
し
そ
う

な
作
文
で
楽
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。好
き
な
も
の
に
つ

い
て
書
い
て
い
る
の
だ
と
伝
わ

っ
て
き
て
と
て
も
面
白
か
っ
た

で
す
。

　

す
べ
て
の
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ

の
良
さ
が
あ
り
、一
生
懸
命
作

文
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
伝
わ
り
ま
し
た
。書
く
こ
と

は
大
変
で
す
が
、言
葉
を
考
え

て
伝
え
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
の
で
あ
れ
ば
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

武
藤
芳
治
審
査
員

　

久
し
ぶ
り
に
週
刊
N
Y
生

活
の
作
文
選
考
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。た
だ
、今
回
気
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。多
く
の
作

文
が
、経
験
し
た
こ
と
・
気
づ

い
た
こ
と
↓
自
分
で
調
べ
た
り

研
究
し
た
り
し
た
こ
と
↓
考
え

た
こ
と
、と
い
う
パ
タ
ー
ン
で

書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。こ

れ
は
確
か
に
作
文
の
一
つ
の
形

式
で
す
が
、よ
く
あ
る
「
研
究

発
表
」の
構
文
で
す
。学
校
で

「
作
文
は
こ
う
や
っ
て
書
き
ま

し
ょ
う
」と
で
も
強
制
さ
れ
て

い
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
、決
ま

り
き
っ
た
パ
タ
ー
ン
に
は
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　

文
章
は
も
ち
ろ
ん
「
起
・
承
・

転
・
結
」と
か
「
序
・
破
・
急
」

と
か
の
展
開
で
書
け
ば
格
好
は

つ
き
ま
す
。で
も
、そ
れ
じ
ゃ
形

に
は
め
て
色
を
塗
っ
て
い
く
だ

け
の
塗
り
絵
み
た
い
で
す
。も

ち
ろ
ん
格
好
は
つ
い
て
い
る
か

ら
落
第
点
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、よ
ほ
ど
の
中
身
じ
ゃ
な
い

と
面
白
く
な
い
。ち
ょ
っ
と
調

べ
れ
ば
誰
で
も
書
け
る
。

　

こ
れ
は
実
は
あ
な
た
た
ち
に

限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。日
本
の
学
者
た
ち
が
書
く

論
文
や
講
演
も
、実
に
味
気
な

く
面
白
く
な
い
も
の
が
多
い
。

「
ね
え
ね
え
、こ
ん
な
す
ご
い
こ

と
考
え
た
ん
だ
よ
」と
い
う
、誰

か
に
伝
え
た
い
熱
意
が
感
じ
ら

れ
な
い
。講
演
で
も
、失
敗
し
な

い
よ
う
ダ
ラ
ダ
ラ
と
原
稿
を
読

む
だ
け
の
人
も
少
な
く
な
い
。

対
し
て
欧
米
の
自
然
科
学
や
人

文
科
学
の
本
や
講
演
は
、実
に

ユ
ニ
ー
ク
だ
し
ジ
ョ
ー
ク
も
あ

る
し
、読
ん
で
い
る
人
・
聞
い

て
い
る
人
に
ど
う
に
か
わ
か
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
工
夫
に

溢
れ
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
ア
メ
リ
カ
に
い
る

の
だ
か
ら
、日
本
的
な
「
ワ
ン
・

パ
タ
ー
ン
」な
思
考
か
ら
外
れ

る
方
法
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。今
回
の
『
デ
ィ
カ
プ
リ
オ

と
私
』は
、文
体
も
構
成
も
内
容

も
、ま
さ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
書

か
れ
方
で
し
た
。自
分
の
作
文

と
ど
う
違
う
の
か
、ま
ず
は
そ

れ
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

三
浦
良
一
審
査
員

　

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
作
品
と

出
会
え
ま
し
た
。
大
宮
さ
き
さ

ん
の
「
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
」
は

お
弁
当
屋
さ
ん
に
な
る
た
め

に
、
何
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
か
が
き
ち
ん
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
将
来
ま
た
違
っ
た

夢
が
現
れ
た
時
も
、
同
じ
よ
う

に
考
え
れ
ば
き
っ
と
う
ま
く
い

く
と
思
い
ま
す
よ
。
な
が
い
そ

う
太
さ
ん
の
「
メ
ン
フ
ィ
ス
」

は
、
近
代
の
黒
人
の
歴
史
を
本

当
に
よ
く
解
説
が
で
き
て
い
て

感
心
し
ま
し
た
。
も
の
を
伝
え

る
こ
と
は
、
読
む
人
に
も
同
じ

情
報
を
あ
ら
か
じ
め
共
有
す
る

こ
と
で
よ
り
的
確
に
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
。
穐

田
一
晴
さ
ん
の
「
石
の
世
界
」

は
、
私
も
小
学
生
の
頃
、
学
校

へ
行
く
ま
で
の
間
に
い
ろ
ん
な

珍
し
い
石
を
道
端
で
拾
っ
た
こ

と
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。
松
本

晃
飛
さ
ん
の
「
泳
げ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
」
は
、
大
き
な
喜

び
で
し
た
ね
。
私
は
、
自
転
車

の
補
助
輪
を
外
し
て
初
め
て
自

転
車
に
乗
れ
た
と
き
が
大
感
動

で
し
た
。
相
原
裕
心
さ
ん
の「
お

母
さ
ん
の
た
ま
ご
焼
き
」
は
、

「
お
袋
の
味
」
と
い
う
や
つ
で

す
。
自
炊
で
美
味
し
い
も
の
が

で
き
る
こ
と
は
才
能
で
す
。
有

澤
恭
太
郎
さ
ん
の
「
日
本
の
食

料
自
給
率
」
は
、
よ
く
調
べ
て

ま
す
ね
。
ご
飯
は
残
さ
ず
に
最

後
の
一
粒
ま
で
食
べ
な
い
と
お

百
姓
さ
ん
に
怒
ら
れ
る
よ
と
子

供
の
よ
く
頃
言
わ
れ
た
も
の
で

す
。
山
岸
キ
リ
ル
さ
ん
の
「
広

島
と
雨
」
は
、
小
学
校
の
頃
に

衝
撃
を
受
け
た
こ
と
は
、
大
人

に
な
っ
て
も
し
っ
か
り
覚
え
て

い
ま
す
し
、
そ
れ
が
職
業
に
つ

な
が
っ
た
り
、
生
き
方
を
決
め

た
り
す
る
重
要
な
で
き
ご
と
に

な
り
ま
す
。
ス
ロ
ー
イ
ー
大
星

さ
ん
の
「
学
校
で
の
昼
ご
は
ん
」

は
、
日
本
の
給
食
と
は
ず
い
ぶ

ん
と
違
う
ん
で
す
よ
ね
。
日
本

の
給
食
は
美
味
し
か
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
の
食
習

慣
は
親
の
責
任
で
す
。
上
川
聖

苗
さ
ん
の
「
女
人
禁
制
か
ら
男

女
平
等
を
考
え
る
」
は
、
声
を

大
き
く
し
て
勝
ち
取
っ
て
い
か

な
い
と
な
ら
な
い
で
す
ね
。
日

本
人
は
自
由
と
平
等
は
与
え
ら

れ
る
も
の
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
戦
っ
て
勝

ち
取
る
も
の
で
す
か
ら
そ
も
そ

も
が
違
い
ま
す
。
山
本
幸
音
さ

ん
の
「
井
の
中
の
か
わ
ず
」
は
、

い
い
発
見
で
し
た
。
目
標
よ
り

も
遥
か
上
を
目
指
さ
な
い
と
当

初
の
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
と

い
う
こ
と
で
す
。
上
原
健
太
さ

ん
の
「
ア
メ
リ
カ
生
活
で
今
思

う
こ
と
」
は
、
い
ま
感
じ
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
う

し
て
作
文
や
日
記
に
書
い
て
お

く
こ
と
は
、
あ
と
あ
と
読
み
返

す
と
、
何
十
年
も
前
の
自
分
に

会
う
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
で

す
よ
。
山
田
優
理
果
さ
ん
の「
ビ

ニ
ー
ル
袋
の
有
料
化
か
ら
学
ぶ

私
た
ち
の
未
来
」
は
、
と
て
も

説
得
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
何
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
山
田
さ

ん
に
相
談
し
た
ら
解
決
で
き
そ

う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
前
田

葉
月
さ
ん
の
「
多
様
性
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
」
は
、
行
き
過

ぎ
た
校
則
も
ル
ー
ル
の
な
い

勝
手
気
ま
ま
も
困
っ
た
も
の
で

す
。
田
中
希
実
さ
ん
の
「
ア
フ

ァ
ー
マ
テ
ヴ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

ン
に
つ
い
て
」
は
、
入
社
試
験

で
学
科
試
験
の
成
績
の
い
い
順

に
採
用
し
た
ら
女
性
ば
か
り
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
会
社
が

あ
り
ま
し
た
。
前
田
摩
耶
さ
ん

の
「
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
と
中
国
残

留
孤
児
問
題
」
は
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
な
る
も
の
も
蔓
延
っ

て
い
て
、
何
が
正
し
い
の
か
は

自
分
の
頭
で
考
え
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
ね
。
前
田
英
美
さ
ん
の

「
デ
カ
プ
リ
オ
と
私
」
は
憧
れ

を
神
格
化
せ
ず
に
美
人
と
ハ
ン

サ
ム
な
俳
優
さ
ん
も
、
仕
事
を

離
れ
れ
ば
た
だ
の
普
通
の
人
だ

と
思
え
ば
ま
た
見
方
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
と
き
め
く
こ
と
は

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。
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 米 語
Watch

　 前 書 で
は、アメリ
カ人が会話
で使う米語
表現を説明

することに重点を置きましたが、新
著では、アメリカの「今」を反映す
るキーワードの説明に注力しまし
た。この国は間断なく政治的、社会
的変貌を遂げています。パンデミッ
クが社会へ与えた影響は、人々の生
活や働き方に大きな変化をもたらし
ました。「分断」は形を変えながら
アメリカ社会・人間関係に大きな影
を落としています。新年には、政治
の変容がまた新しい米語を生み出す
でしょう。
　昨年２０２４年は大統領選挙の報
道で忙殺された１年でした。両陣営
が、政策の違いよりも Name-calling
（個人的攻撃）をぶつけ合った印象
があります。トランプ陣営が使っ
た例が、ハリス氏をDEI Hire （“ 多
様性 ” 採用）と呼ぶものでした。
Diversity, Equity and Inclusion（ 
多様性、公平性、包括性）は様々
な個性を尊重することを意味しま
す。つまり、DEI Hireと呼ぶことで
ハリス氏が実力ではなく、女性で人
種少数派であるゆえに大統領候補に
なったと、彼女を侮辱したのです。
最終盤にはハリス氏に対し、Crazy 
Radicalや　Low IQなどとんでも
ない悪口を投げつけました。それ
に対してハリス陣営は Convicted 
Felon （重罪犯）、Just Plain Weird 　
（奇妙そのもの）などとトランプ氏
を形容して対抗しましたが、かない
ませんでした。　
　経済問題が最終の結果をもたらし
たと言われるこの選挙で、トラン
プ陣営は、同氏を大学卒業という学
歴を持たない人々が支持する現象　
（Diploma  Divideとも呼ばれる）に

焦点を合わせ奏功しました。　トラ
ンプ氏が主張した論点（移民制限、
犯罪対策、外国製品への関税、国内
増産によるエネルギー・コストの低
下）が、物価高、失業などの影響を
もっとも受けやすい、大卒ではない
白人、黒人、ヒスパニック男性の票
（Bro Vote）に繋がったのです。彼
らはまた、女性が国の指導者、とり
わけ軍の最高執行官になることに大
きな不安を感じたとも言われていま
す。対抗して、ハリス氏がGender 
Gap（男女差）に訴えた女性の中絶
の権利 Reproductive Rights の主
張は、多数票を獲得するには力強さ
を欠きました。
　新しいトランプ政権の下、アメ
リカは大きな変貌を遂げるでしょ
う。すでに、トランプ氏は不法移
民（Undocumented Immigrants)
を大量に国外追放する方針（Mass 
Deportation) を大統領就任と同時
に行うと宣言しています。そのため
には国家非常事態を宣言し、軍隊の
力を使うとまで言っています。また、
トランプ氏はこれまで自分を訴追し
てきた司法省の役人や政敵に対して
報復（Retribution) を目的とする刑
事訴追を試みるのではと、懸念が広
がっています。　　　　
　実際、あらゆる物価の高騰が国民
の生活を苦しめています。所得格差
は前にも増して広がっています。住
宅事情についても、高いローン金利
と高い家賃の中で国民の多くが適
切な家に住めず、それはホームレス
の人々の増加につながっています。 
株価や黄金の価値の上昇により資産
の多い人がますます豊かになり、貧
富の差が増大するのがこの国の現実
です。一般庶民にとっての住宅事情
の悪化は　Tiny House Movement
（狭小家屋推進運動）、Boommate
（シニア世代ルームメイト）、House 

Poor　（家にお金がかかり、生活は
貧しい・・・）という言葉を生み出
しました。アメリカでは、普通の家
賃の支払いが困難だとする人たち
は、一千万人に上るという最近の報
告もあります。低家賃の住宅を供給
するため、Tiny House Movement
は、狭小家屋の建設を妨げていた
制度を見直し、Micro-apartment
などの建造を促進する動きです。　
Boommate は家賃を節約するために
家や部屋を共有するシニアの人々を
指します。これは、Babyboomer（ベ
ビーブーマー）とRoommate を組み
合わせた言葉です。実際、アメリカ
では老後の貯蓄も年金も十分でない
人々が多く、百万人にものぼるシニ
アがBoommateとして他人と一緒に
暮らしているそうです。　
　国民の経済の悪化は、Retail 
Apocalypse（小売店が陥ってい
る大困難　）の原因のベースに
なっています。アメリカでは、
Shoplifting （ 万 引 き ） や  Flash 
Mob Robbery　( 突発的集団強盗
)が横行し、多くの小売店が店じま
いする事態となっています。州によ
っては、一定金額以内の万引きを
重罪として訴追しないこともこの
問題を大きくしています。加えて、
Refund Fraud （返品詐欺） が小売
業界に大きい損害をもたらしている
ことも無視できません。その手口は
様々ですが、新しく買った商品の代
わりに盗品や中古品を返し、代金を
払い戻してもらうのが典型です。業
界団体の調査によると、2023年に
返品されたもののうち１３％以上が
詐欺的行為だと言われます。金額に
して一千億ドル（１５兆円） を越す
というのですから、天文学的な数字
です。
   アメリカにおける結婚や男女の関
係にも大きな変化が見られます。男

女の関係をその場しのぎで考える
若者が増え、　結婚や家族の在り方
にも影響を与えています。アメリ
カの若者たちが使う Situationship
は、 付き合ってはいるものの将来
への約束はしていないという、「と
りあえず」の関係を意味します。
Relationship（人間関係）ではなく、
Situation（その時々の状況）に任
せる関係だというニュアンスです。
Breadcrumbingという言葉もよく
耳にします。直訳するとパンくずを
まくことですが、流行語としては、
男が相手の女性に意味ありげに気を
持たせておくだけで、明確な態度を
示さないことです。
　若者たちの結婚観も変わってきた
のでしょう。DINKWADという言
葉が流行りました。これはDouble 
Income、 No Kids With a Dogの頭文
字です。 長く使われてきたDINKS
に「犬と共に」の意を追加して作ら
れた言葉で、現在の多くの若者の心
を捉えています。DINKWADを選択
する夫婦は、子供の養育の苦労と費
用という現実的負担を考えると、ペ
ットと過ごす人生が自分たちに合っ
ていると考えます。実際、各種の調
査によると、ミレニアル世代やZ世
代の半数に近い人たちは、子育ては
経済的に不可能と判断しているので
す。関連して、アメリカの若い人
の間で注目されている言葉が Anti-
bride Weddingです。これは伝統的
な結婚式・披露宴の様式から離れて、

自分たち流の結婚式を行うというこ
とです。準備と緊張とお金がかかる
結婚式を避けて、簡素でも個性的な
祝典にしたいのでしょう。
　技術の観点でアメリカを見渡す
と、 Chat GPT というGenerative AI
（生成AI）が２年前に出現して以来、 
工業、財務・経済、教育、医療そし
てエネルギーなどあらゆる産業界に
革命的な変革をもたらしました。AI
による Deep  Learning( 深層学習
という自己学習能力 )   や Scraping　
（ネット上から情報を自動的に集め
る技術）　は、近い将来年$8 trillion 
にものぼる経済価値を生み出すと言
われます。しかし、AI は既に職場
に衝撃を与えています。法律界では、
過去の判例の調査や分析という仕事
がAI に奪われ、職を失った若い弁
護士が多くいます。また、会計、医療、
翻訳など多くの専門的分野の一部だ
けでなく、画面クリエーターの仕事
でさえもAI に置き換えられていま
す。その一方、AIは未だ初期発達状
態であり、Hallucinate（AI が嘘を
ばら撒くという )という言葉が、AI
への頼り過ぎに警鐘を鳴らしている
ことは特記されるべきです。そして
その延長上に、AIの進歩は本当に人
間を幸せにするのかという根源的疑
問が、人々の頭を掠めているのです。
　新年２０２５年はアメリカそして
世界が大いに揺れ動くことになるで
しょう。皆様のご多幸を祈るのみで
す。

ニューヨーク紀伊國屋書店
ベストセラー！

　

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行

本
第
２
弾
。
著
者
旦
氏
は
、
40
年
以
上
に
渡
り
在
米
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
本
書
で
は
、「
文

化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政
治
・

法
律
」
の
4
つ
の
分
野
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
旬
の
言
葉

を
紹
介
し
て
い
る
。
現
地
で
生
活
す
る
筆
者
が
見
つ
め

る
ア
メ
リ
カ
の
「
今
」
を
解
説
。
超
大
国
ア
メ
リ
カ
で

飛
び
交
う
「
米
語
」
か
ら
米
社
会
を
見
直
し
、
再
発
見

で
き
る
一
冊
だ
。
全
編
カ
ラ
ー
版
で
キ
ー
ワ
ー
ド
の
解

説
と
例
文
を
見
開
き
に
し
、
と
て
も
読
み
や
す
く
で
き

て
い
る
。
米
国
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店（
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・

オ
ブ
・
ジ
・
ア
メ
リ
カ
ス
１
０
７
３
番
地
）
で
発
売
中
。

本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。｠

第２弾が発売

「米語Ｗａｔｃｈ」で
  振り返る２０２4年

旦  英夫（ニューヨーク州弁護士）
　本誌に米語Watchが連載されて10年。そのコラムはPHP社から、５年前に「日本からは見えないア
メリカの真実」として、そして昨年「米語 ウォッチ・アメリカの今を読み解くキーワード１３１」とし
て出版された。著者の旦英夫さんに、新著が目指す意図とともに、2024年を振り返ってもらった。

https://kodomony.org/
mailto:kk@kodomony.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.tarumiviolinists.com
mailto:yukakotarumi@gmail.com
http://www.japanperformingarts.org
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２
０
０
０
年
の
ニ
ュ
ー
・
イ

ヤ
ー
ズ
・
イ
ブ
（
大
晦
日
）
を
、

私
は
知
り
合
い
の
夫
婦
の
「
ダ

コ
タ
」
の
ア
パ
ー
ト
で
過
ご
し

た
。
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
が
ヨ
ー

コ
・
オ
ノ
と
と
も
に
住
み
、
そ

の
前
で
撃
た
れ
た
、
最
高
級
ア

パ
ー
ト
だ
。
10
人
ほ
ど
の
パ
ー

テ
ィ
だ
っ
た
。

　

１
８
８
４
年
に
完
成
し
た
こ

の
優
美
な
館
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
や

フ
レ
ン
チ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式

を
取
り
入
れ
、
黄
褐
色
の
レ
ン

ガ
に
、
切
妻
屋
根
、
出
窓
な
ど

で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
広
い
中

庭
が
あ
り
、
当
時
は
そ
こ
を
馬

車
が
ひ
と
回
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、
つ
い
最
近
ま
で
水
力
で
作

動
し
て
い
た
。

　

天
井
ま
で
届
き
そ
う
な
重
々

し
い
オ
ー
ク
の
木
の
ド
ア
が
開

き
、
知
り
合
い
の
家
に
招
き
入

れ
ら
れ
る
と
、
そ
こ
は
ま
る
で

美
術
館
の
よ
う
だ
。
各
部
屋
は

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
し
て
入

手
し
た
肖
像
画
や
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
の
家
具
に
囲
ま
れ
、
目
の
前

に
は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
が
一

面
に
広
が
る
。

　

零
時
近
く
な
る
と
、
ア
メ
リ

カ
人
の
ホ
ス
ト
が
人
数
分
の
グ

ラ
ス
を
取
り
出
し
、
シ
ャ
ン
ペ

ン
を
注
ぎ
始
め
た
。
テ
レ
ビ
で

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
中
継
を

見
な
が
ら
、
10
、
９
、８
‥
‥

と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
始
め

る
。

　

２
０
０
０
年
0
時
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
！　

と
乾
杯
し
、
み
ん
な
で
窓
辺
に

駆
け
つ
け
る
。真
正
面
の
空
に
、

ダ
コ
タ
ハ
ウ
ス
の
大
晦
日

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

大
き
な
花
火
の
輪
が
次
々
と
浮

か
び
上
が
っ
て
は
、
消
え
て
い

く
。

　

い
つ
か
震
え
な
が
ら
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
で
見
た
恒
例
の
花

火
だ
。
音
や
寒
さ
も
体
験
し
た

い
私
は
、
窓
を
開
け
、
身
を
乗

り
出
し
た
。
人
々
が
歓
声
を
あ

げ
て
い
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
で
は
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
マ
ラ

ソ
ン
が
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。
小

さ
な
人
の
群
れ
が
一
斉
に
同
じ

方
向
に
動
き
始
め
た
。

　

It’s so far from anything. 
It might be in the Dakotas.

　

こ
ん
な
離
れ
た
と
こ
ろ
な

ら
、
ダ
コ
タ
に
あ
っ
て
も
同
じ

だ
。

　

伝
説
に
よ
れ
ば
、「
ダ
コ
タ
」

が
建
て
ら
れ
た
当
時
、
人
々
が

そ
う
う
わ
さ
し
た
た
め
、
こ
の

名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
ダ

コ
タ
は
ア
メ
リ
カ
中
西
部
の
地

だ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
は
南
か

ら
開
け
て
い
っ
た
た
め
、
こ
の

辺
り
は
何
も
な
か
っ
た
か
ら

エッセイ連載 53

だ
。
一
方
で
、
当
時
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
実
業
家
が
盛
ん
に
西

部
で
鉱
山
を
開
拓
し
て
い
た
た

め
、こ
れ
を
建
て
た
シ
ン
ガ
ー
・

ミ
シ
ン
の
社
長
が
、
領
土
征
服

の
象
徴
と
し
て
、
そ
う
呼
ぶ
こ

と
に
し
た
と
の
説
も
あ
る
。

　

It’s so far from anything.

　

あ
ら
ゆ
る
も
の
か
ら
、
こ
ん

な
に
離
れ
て
い
る
。

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
摩
天
楼
や

街
の
明
か
り
を
遠
く
に
眺
め
、

う
ご
め
く
豆
粒
の
よ
う
な
人
々

を
真
下
に
見
下
ろ
し
、
こ
こ
は

今
で
も
、
ほ
か
の
世
界
か
ら
は

る
か
遠
く
に
あ
る
気
が
し
た
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
１
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
と

け
な
い
魔
法
』
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

h
ttp

s://w
w
w
.

a
m
a
z
o
n
.c
o
.jp

/
dp/4167717220 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
（
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ド
ラ
イ
ブ
３
３
２

番
地
、
１
０
５
丁
目
と
１
０
６

丁
目
の
間
）
は
今
年
も
大
晦
日

の
除
夜
会
と
、
元
旦
の
修
正
会

を
実
施
す
る
。

　

12
月
31
日
（
火
）
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
の
除
夜
会
―
大

晦
日
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
今
年

を
無
事
に
過
ご
せ
た
事
に
感
謝

し
て
鐘
を
１
０
８
回
打
ち
、
こ

の
１
年
を
振
り
返
る
。
１
月
１

日
（
水
）
午
前
11
時
30
分
か
ら

の
修
正
会
―
元
旦
の
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
平
和
、
健
康
を
願
い
、
法

要
を
行
う
。サ
ー
ビ
ス
の
後
は
、

参
加
者
持
ち
寄
り
の
食
事
会
を　

予
定
（
持
ち
寄
り
が
で
き
な
い

場
合
は
参
加
費
10
ド
ル
）。

　

サ
ー
ビ
ス
は
無
料
だ
が
要
任

意
寄
付
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
７
８
・
０
３
０
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルnybc332@

gmail.com

ま
で
。

NYで除夜の鐘と
正月サービス
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教
育
は
社
会
の
持
続
可
能
な

発
展
の
基
盤
で
あ
る
。SDGs

目
標
4
「
質
の
高
い
教
育
を
み

ん
な
に
」
は
、
平
等
で
質
の
高

い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。こ
の
理
念
は「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う

意
志
の
も
と
、
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
を
推
進
し
、
多
様
性

を
尊
重
す
る
教
育
の
重
要
性
を

強
調
し
て
い
る
。

■
世
界
の
初
等
教
育
の
状
況

　

国
連
ユ
ニ
セ
フ
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
２
０
０
０
年
以
降
、

初
等
教
育
の
普
及
が
進
み
発
展

持
続
可
能
な
教
育
の
普
及
と

ア
メ
リ
カ
で
の
日
本
語
教
育

途
上
国
で
は
入
学
率
が
大
幅
に

改
善
し
識
字
率
も
上
昇
。一
方
、

西
ア
ジ
ア
や
北
ア
フ
リ
カ
な

ど
、
紛
争
や
貧
困
が
原
因
で
学

校
に
通
え
な
い
子
供
た
ち
が
増

加
し
た
。
世
界
で
は
２
０
３
０

年
ま
で
に
す
べ
て
の
人
々
が
無

償
で
初
等
中
等
教
育
を
受
け
職

業
訓
練
や
高
等
教
育
へ
の
平
等

な
ア
ク
セ
ス
を
実
現
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
ア
メ
リ
カ
で
日
本
語
ブ
ー
ム

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
多
様

性
を
尊
重
し
た
教
育
が
必
要
で

あ
り
、
日
本
語
教
育
は
そ
の
一

例
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
文

化
や
ア
ニ
メ
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
へ
の
関
心
高
が
拍
車
し
日

本
語
学
習
者
数
が
増
加
し
て
い

る
。

■
Ａ
Ｉ
普
及
と
ア
ニ
メ
で
中
高

生
に
人
気

　

国
際
交
流
基
金
の
２
０
１
８

年
度
調
査
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
日
本
語
学
習
者
数
は

１
６
６
９
０
５
人
。
そ
の
内
訳

は
初
等
教
育
で
１
７
６
０
９
人

（
10
・
６
％
）、
中
等
教
育
で

７
０
４
５
５
人
（
42
・
２
％
）、

高
等
教
育
で
６
８
２
３
７
人

（
40
・
９
％
）、
学
校
教
育
以

外
で
１
０
６
０
４
人
（
６
・
４

％
）
だ
。
最
新
の
２
０
２
１
年

度
調
査
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
日
本
語
学
習
者
数
は

１
６
１
４
０
２
人
で
中
等
教
育

と
高
等
教
育
で
の
学
習
者
が
依

然
と
し
て
多
い
。

■
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

貢
献

　

教
育
の
持
続
可
能
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
地
理
や
経
済
的

な
制
約
を
超
え
る
Ａ
Ｉ
活
用
が

鍵
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
や
デ

ジ
タ
ル
教
材
を
用
い
て
学
習
機

会
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
学
習
者
が
知
識
だ
け

で
な
く
、
持
続
可
能
な
社
会
構

築
に
貢
献
で
き
る
力
を
身
に
つ

け
る
教
育
内
容
も
必
要
だ
。
ア

ニ
メ
を
通
し
て
若
者
に
人
気
が

高
ま
る
ア
メ
リ
カ
で
の
日
本
語

教
育
は
、
多
文
化
共
生
社
会
の

実
現
に
貢
献
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
教
育
は
持
続
可
能

な
未
来
を
築
く
た
め
の
強
力
手

段
で
あ
り
、
日
本
語
教
育
が
そ

の
一
翼
を
担
う
存
在
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ (SDGs)

企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー(

財

務
会
計)

。
海
外
進
出
支
援
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン

社
代
表
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
17
年

勤
務
。
東
京
在
外
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
。
著
書
﹃
欧
米
企
業

に
学
ぶ
・SDGs

転
換
ピ
ボ
ッ

ト
戦
略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
×
次
世
代
×
企
業
価
値
﹄(

新

潮

社)

。﹃The Purpose: 

何
の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価

値
を
提
供
す
る
の
か
﹄︵
リ
ス

ナ
ー
ズ
出
版
︶

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
http://www.petit-allonge-bella.com
mailto:alumni.aogaku.ny@gmail.com
http://www.satoshikanazawa.net
http://www.ariosomusicstudio.net
mailto:satoshi@satoshikanazawa.com
http://www.fivelightscenter.com
https://www.masayoishigure.com
mailto:masayokoto@gmail.com
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
mailto:nybc332@gmail.com
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３部門で金・銀・銅９人

 

選　
　
　

評

 

金
賞　

日
本
語
部
門　
　

 

金
賞　

18
歳
未
満
部
門

俳
人

大
高
翔
審
査
員

　

日
本
語
部
門
の
金
賞
は
「
三

つ
の
手
形
」と
い
う
写
生
が
的
確
、

情
景
が
見
え
て
き
た
。銀
賞
は「
あ

い
う
え
お
習
っ
た
」
作
者
を
ね
ぎ

ら
う
よ
う
な
「
若
菜
」
が
み
ず

み
ず
し
い
。「
赤
子
の
ぐ
ー
」
を

愛
し
む
心
に
あ
ふ
れ
た
銅
賞
は
、

ご
家
族
に
と
っ
て
も
大
切
な
記

念
の
一
句
と
な
っ
た
。
18
歳
未

満
部
門
金
賞
は
、豪
快
さ
が
魅
力
。

「
せ
ん
ぷ
う
機
」
の
い
た
ず
ら
が

茶
目
っ
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
銀

賞
の
「
こ
ん
ぺ
い
と
う
の
色
」
が

感
性
豊
か
な
表
現
で
、
読
者
に

明
る
い
春
の
色
を
見
せ
て
く
れ

る
。
銅
賞
は「
地
球
の
う
ら
ま
で
」

が
力
強
い
。
特
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
に

違
い
な
い
。

俳
人

江
坂
衣
代
審
査
員

　

日
本
語
部
門
の
受
賞
者
の

方
々
の
句
は
い
ず
れ
も
目
の
つ

け
ど
こ
ろ
が
と
て
も
新
鮮
で
ユ

ニ
ー
ク
、
気
持
の
良
い
句
と
な

り
ま
し
た
。
18
歳
未
満
部
門
で

も
い
ず
れ
も
景
が
大
き
く
元
気

の
良
い
楽
し
い
句
と
な
り
ま
し

た
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家

大
江
千
里
審
査
員

　

今
年
は
例
年
に
も
ま
し
て
選

ぶ
の
が
難
し
か
っ
た
し
楽
し
か

っ
た
で
す
。
満
点
の
句
が
沢
山

あ
り
、
暗
記
す
る
ほ
ど
読
み
込

み
ま
し
た
。
勢
い
が
あ
り
、
景

色
が
パ
ッ
と
広
が
り
、
ニ
ヤ
ッ

と
笑
み
が
溢
れ
る
。
背
中
を
そ

っ
と
押
さ
れ
る
気
分
に
も
な
り

ま
し
た
。

書
画
家田

中
太
山
審
査
員

　

皆
様
の
俳
句
を
じ
っ
く
り
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
字

面
が
美
し
い
句
、
耳
障
り
の
良

い
句
な
ど
言
葉
を
上
手
に
取
り

入
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
読

む
た
び
に
頭
の
中
に
い
く
つ
も

の
景
色
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
２
４
は
11
月
末
、

３
部
門
（
日
本
語
、
英
語
、
18

歳
未
満
）
の
金
・
銀
・
銅
の
各

賞
と
学
校
賞
を
決
定
し
た
。
金

賞
は
野
原
さ
ち
こ
さ
ん
、
ヴ
ァ

レ
ン
テ
ィ
ナ
・
Ｒ
・
ア
ダ
ム
ズ

さ
ん
、
清
水
冬
和
子
さ
ん
。
銀

賞
は
玉
眞
味
和
さ
ん
、
宇
佐
美

樹
里
愛
さ
ん
、
シ
ャ
ロ
ン
・
マ

ル
テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
。
銅
賞
は
前

田
須
美
子
さ
ん
、
コ
ニ
ー
チ
ェ

イ
ス
さ
ん
、
マ
リ
リ
ン
・
ア
シ

ュ
バ
ウ
さ
ん
。
受
賞
者
に
は
記

念
盾
と
伊
藤
園
お
茶
ボ
ト
ル

が
贈
ら
れ
る
。
学
校
賞
は
計
17

句
が
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

に
選
ば
れ
た
ボ
ス
ト
ン
日
本

語
学
校
（
川
村
武
弘
校
長
）
と

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習

授
業
校
（
小
松
義
宏
運
営
委
員

長
）
で
、表
彰
状
が
贈
ら
れ
る
。

　

金
賞
受
賞
者
か
ら
は
「
校
庭

の
か
ま
く
ら
は
冬
の
風
物
詩
。

学校賞　ボストン日本語学校
ピッツバーグ日本語補習授業校

金　賞
野
原
さ
ち
こ
さ
ん 

日
本
語
部
門

Valentina Ranaldi-Adams

さ
ん 

英
語
部
門

清
水
冬
和
子
さ
ん 

18
歳
未
満
部
門

表
札
は
三
つ
の
手
形
小
か
ま
く
ら   

野
原
さ
ち
こ 

Ｎ
Ｊ
州

宿
題
を
全
部
と
ば
せ
と
せ
ん
ぷ
う
機   

清
水
冬
和
子
︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６
　
11
歳
︶
Ｐ
Ａ
州

金賞　野原さん金賞　Ranaldi-Adamsさん金賞　清水さん

 金賞　 英語部門　　
play date -
catching sunshine
with butter� y nets
 ー Valentina Ranaldi-Adams, OH 
（光のみつかまへてゐる捕虫網　日本語訳：大高翔）

■
銀
賞      

日
本
語
部
門

あ
い
う
え
お
習
っ
た
後
に
若
菜
摘
む
　

玉
眞
味
和
　
Ｐ
Ａ
州

■
銅
賞  

日
本
語
部
門    

冬
日
向
赤
子
の
ぐ
ー
に
頬
寄
せ
て
　

前
田
須
美
子
　
Ｎ
Ｊ
州

■
銀
賞    

18
歳
未
満
部
門

春
の
町
こ
ん
ぺ
い
と
う
の
色
に
な
る
　

宇
佐
美
樹
里
愛
︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
　
13
歳
︶
Ｐ
Ａ
州

■
銅
賞   

18
歳
未
満
部
門

球
が
と
ぶ
地
球
の
う
ら
ま
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
　
　
　
　
　

コ
ニ
ー
チ
ェ
イ
ス(

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳) 

Ｍ
Ａ
州

■銀賞　英語部門
wrack line indulging my misgivings

ー Sharon Martina, IL
（流木の浜にとぎれぬ秋思かな　日本語訳：大高翔）

■銅賞　英語部門
a wishbone
on the windowsill
winter moon
　　　　　　ーMarilyn Ashbaugh, MI
（窓に吊るウィッシュボーンや冬の月　日本語訳：大高翔）

俳
句
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

（
前
田
さ
ん
）「
ホ
リ
デ
ー
シ

ー
ズ
ン
の
始
ま
り
、
七
面
鳥

の
叉
骨
は
乾
か
す
た
め
に
窓

辺
に
置
か
れ
る
」（
ア
シ
ュ
バ

ウ
さ
ん
）「
ボ
ー
ル
が
見
え
な

く
な
っ
て
い
く
様
子
を
思
い

浮
か
べ
た
」（
コ
ニ
ー
さ
ん
）

な
ど
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
２
４
は
、
今
年
1
月
か

ら
10
月
ま
で
実
施
、
毎
月
各

部
門
７
句
ず
つ
セ
ミ
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
を
選
び
、
そ
の
中

か
ら
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

総
計
１
５
９
０
句
（
日
本
語

２
６
６
、
英
語
２
１
５
、
18
歳

未
満
１
１
０
９
）
の
応
募
が
あ

っ
た
。
当
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
プ
レ
ス
社
主
催
、

北
米
伊
藤
園
の
特
別
協
賛
で
、

２
０
１
１
年
に
始
ま
り
、
今
年

で
14
年
目
と
な
る
。

俳人・編集者
スコット・メイソン審査員
<About Gold Prize Haiku>  In our agitated “real” world and times, this haiku instantly lifts 
my spirits. It puts me in mind of Lewis Carroll’s prefatory verses for Alice’s Adventures in 
Wonderland, recalling that immortal rowing excursion in which “…both our oars, with little 
skill, / By little arms are plied, / While little hands make vain pretense / Our wanderings to 
guide.” The winning poem features different but perhaps equally unskilled children pursuing one 
quarry yet snagging another more elusive: the sunshine illuminating their nets is also “caught” 
by those nets! An eternal moment on a golden afternoon—deservedly capturing its own gold.

銀賞　玉眞さん銀賞　Martinaさん銀賞　宇佐美さん銅賞　前田さん銅賞　 Ashbaughさん銅賞　コニーさん

新俳句グランプリ 2024

我
が
子
と
作
っ
た
思
い
出
も
あ

り
、
手
形
は
友
達
か
き
ょ
う
だ

い
か
親
子
か
と
想
像
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
」（
野
原

さ
ん
）「
夏
の
野
原
、
弟
と
遊

ん
だ
の
ど
か
な
情
景
」（
マ
ル

テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
）「
宿
題
の
山

に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
夏
。
選

ば
れ
て
う
れ
し
い
よ
う
な
、
は

ず
か
し
い
よ
う
な
…
」（
清
水

さ
ん
）
な
ど
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

銀
・
銅
賞
受
賞
者
か
ら
も「
母

と
一
緒
に
散
歩
し
な
が
ら
若
菜

を
摘
ん
だ
楽
し
い
思
い
出
」（
玉

眞
さ
ん
）、「
流
木
は
自
分
の

人
生
経
験
の
比
喩
」（
マ
ル
テ

ィ
ー
ナ
さ
ん
）、「
じ
じ
と
ば
ば

が
送
っ
て
く
れ
る
金
平
糖
を
見

る
た
び
に
春
が
届
く
感
じ
が
す

る
」（
宇
佐
美
さ
ん
）、「
初
孫

が
生
ま
れ
、
小
さ
き
も
の
の
成

長
に
相
応
し
い
〈
や
さ
し
い
〉

退任メッセージ
It’s been both a privilege and pleasure to judge this competition 
over these last five years. My deep gratitude goes to its 
participating poets, to its fine sponsors, and to its gracious and 
indispensable coordinator, Kaoru Komi. And all best wishes go to 
my accomplished successor, Kristen Lindquist. This competition 
continues in very good hands.

　

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ

レ
ス
社
主
催
）
は
、
俳
人
の
大

高
翔
さ
ん
＝
写
真
＝
を
講
師
に

招
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

俳
句
講
演
会
「
俳
句
の
成
り
立

ち
、俳
句
の
心
」
を
開
催
し
た
。

講
演
要
旨
次
の
通
り

　

和
歌
は
、
日
本
で
最
も
古
い

形
の
詩
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。 

一

般
的
に
は
、上
の
句
〈
五
七
五
〉

と
下
の
句
〈
七
七
〉、
全

三
十
一
音
の
形
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
連
歌(

れ
ん
が)

は
、

和
歌
の
上
の
句
〈
五
七
五
〉
と

下
の
句
〈
七
七
〉
を
そ
れ
ぞ
れ

の
作
者
が
詠
み
、
そ
の
唱
和
の

し
か
た
〈
付
け
合
い
〉
を
楽
し

む
文
芸
。 

現
存
す
る
最
古
の

和
歌
集
『
万
葉
集
』
に
例
が
あ

る
。

佐
保
川
の
水
を
塞
き
上
げ
て
植

ゑ
し
田
を 

尼
作
る 

刈
る
早
飯
は
独
り
な
る
べ
し 

　
「
短
連
歌
」か
ら
、や
が
て「
長

連
歌
」(

鎖
連
歌)

が
発
生
。 「
短

連
歌
」は
、〈
五
七
五
〉と〈
七
七
〉

の
二
句
で
完
結
、
二
人
の
唱

和
で
成
り
立
つ
。 

「
長
連
歌
」

(

鎖
連
歌)

は
、〈
五
七
五
〉

〈
七
七
〉〈
五
七
五
〉〈
七
七
〉

…
…
と
幾
人
か
で
次
々
と
重
ね

る
。 

連
歌
は
、
和
歌
の
余
技

余
興
と
し
て
愛
好
さ
れ
、
貴
族

だ
け
で
な
く
、鎌
倉
時
代
に
は
、

武
士
、
僧
侶
、
一
般
庶
民
の
間

に
広
が
り
、
庶
民
の
遊
戯
・
娯

楽
の
一
つ
と
し
て
発
展
し
た
。 

　

俳
諧
は
「
お
ど
け
」「
た
わ

む
れ
」
を
意
味
す
る
。 

室
町

時
代
末
、
連
歌
か
ら
滑
稽
の
味

わ
い
を
主
と
し
、
平
易
な
語
句

を
用
い
た
「
俳
諧
の
連
歌
」
が

生
ま
れ
た
。 

形
式
的
に
は
連

歌
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
連
歌

か
ら
独
立
し
た
文
学
と
し
て

「
俳
諧
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
。 

松
尾
芭
蕉
に
よ
っ
て

芸
術
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。 

　

 

俳
句
は
、
明
治
以
降
、
連

歌
に
対
し
て
俳
諧
を
特
に
「
連

句(

れ
ん
く)

」
と
呼
ん
だ
。 

発
句〈
五
七
五
〉、脇
句〈
七
七
〉、

第
三
〈
五
七
五
〉
…
…
…
と
続

け
て
い
く
「
連
句
」
か
ら
「
発

句(

ほ
っ
く)

」
だ
け
を
独
立

し
て
詠
む
風
習
が
、
室
町
末
期

に
確
立
さ
れ
て
い
た
。 

こ
れ

を
ふ
ま
え
て
、
明
治
に
正
岡
子

規
に
よ
り
「
俳
句
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

俳
句
の

心
は
連
歌
だ
と
思
う
。
心
動
か

さ
れ
る
夕
焼
け
を
見
て
そ
れ
を

歌
い
、
言
葉
じ
ゃ
な
い
も
の
に

投
げ
返
す
と
い
う
の
が
自
分
に

と
っ
て
大
切
な
俳
句
だ
と
思

う
。俳
句
の
心
で
俳
句
を
読
む
、

句
歴
の
季
節
が
俳
句
に
と
っ
て

は
大
切
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

俳
句
の
心
は
連
歌
に
あ
り

大
高
さ
ん
が
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

http://artofhaiku.org
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応募要項 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。www.artofhaiku.org

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2025は、米国東部時間2025年1月1日12:00AMから2025
年10月31日11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2026年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プ
レス社およびこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効
となります。応募者は、募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれていま
す。
日本語部門（18歳以上）
五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問いません。
英語部門（18歳以上）
以下のモデルを参考に表現してください。
Across the still lake
     through upcurls of morning mist  –   
          The cry of a loon
                             – O. Mabson Southard   
summer sun
     slowly dissolving
          boats on horizon
                            -Stephanie Visaya Bose 
18歳未満部門
日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］
毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email
メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名
を添えてお送りください。
オンライン
www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または
法的な親権者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで
応募してください。

 応募期間のスケジュール（予定）
応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募
方法にかかわらず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、
最初の1つのみを有効とさせていただきます。
またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール（予定）
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出され
ます。候補作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が
再度審査されるためには、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2025年11月25日ご
ろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。
創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・
リンドクイスト（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われ
ます。候補作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満た
していることなどを示す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行
われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候補作品は、各応募期間の翌月第4週号の「週刊N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀
賞、銅賞は、2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲
載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な
応募要項は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
1 1/1/25 1/31/25 11:59:59pm 1/31/25
2 2/1/25 2/28/25 11:59:59pm 2/28/25
3 3/1/25 3/31/25 11:59:59pm 3/31/25
4 4/1/25 4/30/25 11:59:59pm 4/30/25
5 5/1/25 5/31/25 11:59:59pm 5/51/25
6 6/1/25 6/30/25 11:59:59pm 6/30/25
7 7/1/25 7/31/25 11:59:59pm 7/31/25
8 8/1/25 8/31/25 11:59:59pm 8/31/25
9 9/1/25 9/30/25 11:59:59pm 9/30/25
10 10/1/25 10/31/25 11:59:59pm 10/31/25

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

1 1/1/25 2/5/25 2/11/25 7 7 7
2 2/1/25 3/5/25 3/11/25 7 7 7
3 3/1/25 4/5/25 4/11/25 7 7 7
5 5/1/25 5/5/25 5/11/25 7 7 7
6 6/1/25 6/5/25 6/11/25 7 7 7
7 7/1/25 7/5/25 7/11/25 7 7 7
8 8/1/25 8/5/25 8/11/25 7 7 7
9 9/1/25 9/5/25 9/11/25 7 7 7

10 10/1/25 10/5/25 10/11/25 7 7 7

a stick goes over the falls at sunset   
                             –Cor van den Heuval

俳人
大高翔

SHO OTAKA
1977年徳島県生まれ。
13歳より作句。「藍花」
俳句会副主宰、JAL財団
「世界子どもハイクコン
テスト」審査委員長、俳
人協会幹事。第四句集
『帰帆』にて2016年度
「第一回俳句大学大賞」
受賞。『商店建築』、徳
島新聞ほか連載中。公式
サイト https://shootaka-
haiku.themedia.jp/　
2022年夏より２年米国在
住。

【英語俳句審査員】俳人
クリステン・リンドクイスト Kristen Lindquist
俳句電子書籍「It Always Comes Back」が2020年に、俳文電子書籍「What We Tell Each Oth-
er」が2023 年にSnapshot Press eChapbook Awardを受賞。俳句集「Island」は2024年、全米
俳句協会のMerit Book Awards で 2 位を獲得。 “Autumn Moon Haiku Journal” の共同編集者、
Haiku Society of America のニューイングランド地域コーディネーター。

俳人
江坂衣代

KINUYO ESAKA
1988年～
     大串章主宰俳句結社
     百鳥所属同人
2001年～09年
 NY句会設立・代表
2014年～
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。シンガーソングラ
イターとして日本で活躍後、
ニューヨークへ。40周年記
念作品「Class of ‘88」が全米
ジャズラジオチャートで24位
を記録。著書にジャズ大学留
学の日々を綴った「９番目の
音を探して」やブルックリン
での自炊生活を綴る近著「ブ
ルックリンでソロメシ！」な
ど。noteでエッセイ執筆中、
2025年は空想の映画のサウン
ドトラックを制作予定。

書画家
田中太山

TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字-え
もじ-」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。

北米伊藤園新俳句グランプリ2025　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
https://shootaka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
https://shootaka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
https://shootaka-haiku.themedia.jp/%E3%80%80
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
連
載
も
、
今
回
で

ち
ょ
う
ど
1
年
。
い
つ
も
読
ん

で
下
さ
る
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
新
年
と
言
え
ど
も
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
は
他
の
月
初
め
と

何
ら
変
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
か
と

言
う
と
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ズ
イ
ブ

の
方
が
大
事
な
ア
メ
リ
カ
に
当

然
正
月
は
存
在
し
な
い
。
年
末

年
始
は
や
は
り
日
本
に
居
た
い

な
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
幼
い
頃
、
こ
の
日

に
限
っ
て
は
、
夜
中
の
12
時
ま

で
起
き
て
い
て
良
い
と
言
う
不

文
律
の
中
、
弟
と
共
に
は
し
ゃ

ぎ
な
が
ら
テ
レ
ビ
の
前
で
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
を
し
た
事
、
翌
日

ド
サ
っ
と
配
ら
れ
る
年
賀
状
、

ま
た
親
戚
が
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ

イ
騒
ぐ
賑
や
か
な
感
じ
や
、
お

せ
ち
料
理
や
お
年
玉
に
凧
揚
げ

な
ど
、
お
正
月
に
は
沢
山
の
楽

し
い
思
い
出
が
あ
る
。

　

が
、
そ
れ
に
混
じ
っ
て
少
し

悲
し
い
事
も
思
い
出
さ
れ
る
。

も
う
か
れ
こ
れ
30
年
以
上
も
前

の
事
だ
。
小
学
生
の
頃
よ
り
ず

っ
と
ね
だ
っ
て
い
た
犬
を
、
高

校
生
に
な
っ
た
頃
に
よ
う
や
く

飼
っ
て
も
ら
え
る
事
に
な
っ

た
。
犬
を
飼
う
な
ら
柴
犬
と
決

め
て
い
た
私
は
、
初
め
て
そ
の

子
に
会
っ
た
瞬
間
マ
ル
タ
と
言

う
名
前
が
閃
い
た
。
そ
の
愛
く

る
し
さ
に
一
目
惚
れ
し
た
。
最

初
の
日
に
は
可
愛
す
ぎ
て
眠
れ

ず
、
翌
日
は
文
字
通
り
後
ろ
髪

を
引
か
れ
な
が
ら
学
校
に
行

き
、
休
み
時
間
も
ず
っ
と
マ
ル

タ
の
事
を
考
え
、
学
校
が
終
わ

る
と
信
号
無
視
を
し
て
一
目
散

に
う
ち
に
帰
っ
た
。
家
が
近
く

な
っ
て
く
る
と
、
ド
ア
の
外
ま

で
ク
ー
ン
と
言
う
甘
え
た
声
が

聞
こ
え
、
あ
ま
り
の
幸
せ
で
溶

け
そ
う
に
な
り
、
私
を
目
掛
け

て
ま
っ
す
ぐ
走
っ
て
く
る
姿
を

見
て
は
、
可
愛
さ
に
涙
し
た
。

可
愛
く
て
仕
方
な
く
て
、
犬
小

屋
の
掃
除
や
毎
日
の
散
歩
、
餌

や
り
に
し
つ
け
な
ど
、
親
も
ビ

ッ
ク
リ
す
る
程
よ
く
世
話
を
し

た
も
の
だ
っ
た
。

　

愛
情
た
っ
ぷ
り
に
育
っ
た
マ

ル
タ
だ
っ
た
が
、
う
ち
に
来
た

数
か
月
後
よ
り
何
故
か
ど
ん
ど

ん
毛
が
抜
け
始
め
、
そ
れ
は
あ

っ
と
い
う
間
に
拡
大
し
、
顔
や

足
の
指
は
膿
ん
で
、
皮
膚
が
赤

黒
く
た
だ
れ
、
と
て
も
可
哀
想

な
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私

は
お
小
遣
い
を
は
た
い
て
あ
ち

こ
ち
動
物
病
院
を
回
っ
た
が
原

因
は
判
ら
ず
、
薬
も
あ
ま
り
効

か
な
か
っ
た
。日
中
の
散
歩
は
、

マ
ル
タ
の
姿
を
見
て
ぎ
ょ
っ
と

す
る
人
が
増
え
た
の
で
辞
め
、

姿
の
見
え
な
い
暗
い
夜
に
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
何
と

か
治
ら
な
い
か
手
を
尽
く
し
た

が
、
逆
に
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て

い
き
ひ
た
す
ら
悲
し
か
っ
た
。

そ
し
て
あ
る
大
晦
日
の
夜
、

大
掃
除
を
し
て
い
た
私
の
元

へ
ト
コ
ト
コ
や
っ
て
き
た
マ

ル
タ
は
、
じ
ー
っ
と
私
を
見

て
き
た
。
ど
う
し
た
の
？
と

聞
い
て
も
尚
も
じ
っ
と
私
の

顔
を
見
つ
め
る
ば
か
り
。
少

し
い
つ
も
と
違
う
感
じ
が
し

た
の
で
何
だ
ろ
う
と
思
い
つ

つ
も
、
１
年
分
の
ゴ
ミ
の
山

を
前
に
中
断
出
来
ず
、
そ
の

内
マ
ル
タ
は
犬
小
屋
に
戻
っ

て
い
っ
た
。
今
思
え
ば
そ
れ

が
マ
ル
タ
の
生
き
て
い
る
姿

を
見
た
最
後
で
、
翌
朝
未
明

の
元
旦
に
、
マ
ル
タ
は
天
国

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

湿
っ
ぽ
い
話
で
は
な
い
、

ど
れ
だ
け
幸
せ
な
時
間
を
味

わ
い
、
大
事
に
で
き
る
か
と

言
う
話
だ
。
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
の
下
で
コ
ロ
ン
と
横
に
な

り
、
す
や
す
や
眠
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
私
の
ピ
ア
ノ
が
好
き

だ
っ
た
。
歌
の
練
習
を
始
め

る
と
一
緒
に
遠
吠
え
を
始
め

て
、
笑
っ
た
。
年
を
重
ね
れ

ば
重
ね
る
ほ
ど
、
時
間
は
有

限
だ
と
痛
感
す
る
。
こ
の
１

年
も
ま
た
色
ん
な
瞬
間
が
あ

る
だ
ろ
う
、
そ
の
一
瞬
一
瞬

を
大
切
に
し
た
い
。
本
年
も

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

幸せな時間を大切に

12

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
水

素
が
医
療
分
野
で
ど
の
よ
う
に

注
目
さ
れ
、
活
用
さ
れ
つ
つ
あ

る
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
一

般
家
庭
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
き

た
水
素
で
す
が
、
そ
の
力
は
医

療
現
場
で
も
積
極
的
に
臨
床
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
７
月
、
当
サ
ロ

ン
で
ご
紹
介
し
て
い
る
水
素

吸
入
機
がThe Texas Heart 

Institute®

（
Ｔ
Ｈ
Ｉ
）
と
共

同
研
究
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
契
約
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｉ
よ

り
「
臓
器
移
植
に
お
け
る
水
素

の
活
用
を
試
験
し
た
い
」
と
い

う
依
頼
に
基
づ
く
も
の
で
、
臓

器
移
植
の
研
究
に
お
い
て
日
本

が
誇
る
最
先
端
の
機
器
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
は
ま
だ

実
験
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、「
臓

器
移
植
で
の
水
素
活
用
の
た
め

に
Ｔ
Ｈ
Ｉ
と
共
同
研
究
契
約
を

結
ん
だ
」
と
い
う
事
実
は
お
伝

え
で
き
る
内
容
で
す
。

　

同
機
器
は
日
本
国
内
で
も
広

く
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
と
の
共
同

研
究
に
基
づ
く
論
文
も
複
数

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
５
年
１
月
か
ら
は
山
口

大
学
に
て
、
人
工
透
析
患
者
を

対
象
と
し
た
臨
床
研
究
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
２
４
年
12
月
か

ら
は
、
肝
臓
が
ん
手
術
を
控
え

た
患
者
様
を
対
象
に
、
術
前
３

週
間
に
わ
た
る
水
素
吸
入
に
よ

る
臨
床
試
験
も
始
ま
り
ま
し

た
。

　

現
在
で
も
、
日
本
の
一
部
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
ビ
タ
ミ
ン
点
滴

中
に
水
素
吸
入
を
併
用
し
た

り
、
ビ
タ
ミ
ン
点
滴
に
水
素
を

注
入
す
る
治
療
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。私
の
お
客
様
の
中
に
は
、

飛
行
機
を
降
り
た
後
に
体
調
を

整
え
る
た
め
に
こ
う
し
た
方
法

を
取
り
入
れ
て
い
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
医
療
現
場
で
の
水

素
の
活
用
は
、
日
常
生
活
で
水

素
を
取
り
入
れ
て
い
る
方
々
や

こ
れ
か
ら
取
り
入
れ
た
い
方
々

に
と
っ
て
も
、
研
究
が
進
む
こ

と
で
よ
り
安
全
性
や
効
果
に
対

す
る
信
頼
性
が
高
ま
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
水
素
が
幅
広
い
分

野
で
健
康
維
持
に
役
立
つ
こ
と

を
願
い
つ
つ
、
日
常
の
一
部
と

し
て
水
素
を
取
り
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
日
々
の
健

康
維
持
に
水
素
を
取
り
入
れ
て

（
23
）
医
療
分
野
で
注
目
さ
れ
る

水
素
の
新
し
い
可
能
性

み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。
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50
歳
か
ら
法
政
大
学

大
学
院
に
入
学
し
た
わ

た
し
の
ゼ
ミ
は
コ
ン
テ

ン
ツ
の
研
究
を
す
る
ゼ

ミ
で
し
た
。
そ
し
て
、

日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の

ひ
と
つ
に
欠
か
せ
な
い

も
の
に
漫
画
が
あ
り
ま

す
。

　

人
気
の
漫
画
が
ア
ニ

メ
に
な
っ
て
、
そ
こ
に

描
か
れ
て
い
る
地
域
に

た
く
さ
ん
の
人
が
足
を

運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た「
聖

地
巡
礼
」
や
海
外
か
ら

も
多
く
の
人
が
や
っ
て

く
る
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
展

開
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ケ
ッ
ト
な

ど
経
済
や
地
方
創
生
と
関
わ
っ

て
く
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
自
身
、
リ
ー
ダ
ー
論

に
漫
画
の
話
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ど
の
漫
画

を
見
て
育
っ
た
か
が
リ
ー
ダ
ー

の
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
「
ガ
ン
ダ
ム
世
代
」

は
、強
い
リ
ー
ダ
ー
に
憧
れ
る
。

け
れ
ど
、
バ
ブ
ル
世
代
は
「
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ｚ
」
で
、
な
ん

と
な
く
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
で
も
楽

し
い
リ
ー
ダ
ー
に
憧
れ
た
。
そ

し
て
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
世
代
は
、

「
僕
ひ
と
り
じ
ゃ
ダ
メ
」
と
言

い
な
が
ら
部
下
が
困
っ
た
時
に

は
裏
切
ら
な
い
リ
ー
ダ
ー
。

　

そ
し
て
、
今
、
わ
た
し
の

周
囲
の
若
手
経
営
者
が
大
抵

読
ん
で
い
る
の
が
「
キ
ン
グ

ダ
ム
」。
誰
に
つ
い
て
行
く

の
か
、
ど
ん
な
戦
略
と
戦
術

を
持
っ
て
い
る
の
か
が
大
切

だ
と
彼
ら
は
言
い
ま
す
。
飲

み
に
行
く
と
「
キ
ン
グ
ダ
ム

の
中
で
推
し
の
リ
ー
ダ
ー

は
？
」
と
い
う
話
に
も
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
の
漫
画
に
ハ
マ

っ
た
か
で
そ
の
人
の
価
値
観

が
垣
間
見
え
た
り
す
る
こ
と

も
。
日
本
の
漫
画
、
結
構
奥

深
い
も
の
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

「漫画王国ニッポン」

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３

番
地
）
は
１
月
26
日
（
日
）
午

前
11
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

分
ま
で
、
日
本
の
お
正
月
を
祝

う
家
族
向
け
参
加
型
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
す
る
。
新
年
を
祝

う
タ
イ
コ
マ
サ
ラ
に
よ
る
和
太

鼓
の
響
き
に
あ
わ
せ
た
迫
力
満

点
の
獅
子
舞
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
餅
つ
き

体
験
、
書
初
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
紙
芝
居
、

和
凧
作
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
体
験
出

来
る
。
参
加
者
は
ス
テ
ー
ジ
で

の
ミ
ニ
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
挑
戦
で
き
る
。

　

会
場
で
はBentOn

に
よ
る

お
弁
当
や
ス
ナ
ッ
ク
の
販
売
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
で
の
飲
食

が
可
能
。
入
場
料
は
一
般
20
ド

ル
、
会
員
16
ド
ル
、
2
歳
児
以

下
は
無
料
。
会
員
は
家
族
チ
ケ

ッ
ト
も
会
員
価
格
で
購
入
可
。

ク
ー
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
メ
ン

バ
ー
無
料
。

　

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.

japansociety.org/kids-
family/ 

を
参
照
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

正
月
行
事

家
族
向
け
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の
リ

ロ　

リ
ダ
ッ
ク
と
日
本
ク
ラ
ブ

は
12
月
５
日
、
駐
在
帯
同
家
族

向
け
の
交
流
会
を
開
催
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
に
赴

任
し
た
駐
在
員
の
家
族
が
、
地

域
や
生
活
、
子
供
の
教
育
に
関

す
る
情
報
交
換
を
し
た
り
、
友

人
・
知
人
を
増
や
し
た
り
、
縁

あ
っ
て
同
じ
地
域
に
住
む
人
達

同
士
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む
場
と
し
て
企
画
さ
れ

た
。
今
回
は
日
本
ク
ラ
ブ
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
し
、

リ
ダ
ッ
ク
を
通
じ
て
住
宅
を
成

約
し
た
人
や
、
日
本
ク
ラ
ブ
会

員
家
族
を
中
心
に
、
子
ど
も
含

め
48
人
が
集
ま
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
前
半
で
は
、
自
身

も
駐
在
帯
同
家
族
で
Ｎ
Ｙ
に
て

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
教

室
を
主
宰
し
て
い
る
岡
部
淳
子

さ
ん
が
、
海
外
に
住
ん
で
い
る

か
ら
こ
そ
気
軽
に
楽
し
め
る
自

宅
で
の
「
お
も
て
な
し
」
に
つ

い
て
話
し
た
。
簡
単
に
で
き
る

ナ
フ
キ
ン
折
り
を
参
加
者
も
実

際
に
や
っ
て
み
る
な
ど
、
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
で
使
え
る
具
体
的

な
コ
ツ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

初
め
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
の

参
加
者
も
、
後
半
の
交
流
会
で

は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ス
コ
ー

ン
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
ア

フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
、
日
々
の
生
活
、
共
通

の
趣
味
や
旅
行
の
話
題
な
ど
で

話
に
花
が
咲
き
、
最
後
に
は
多

く
の
人
が
連
絡
先
の
交
換
を
し

て
い
た
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
か
ら
は

「
学
べ
て
、
人
と
繋
が
れ
る
機

会
も
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
」「
な
か
な
か
接
点
の
な

い
世
代
の
方
と
も
話
し
が
で

き
、
貴
重
な
時
間
で
し
た
」
な

ど
と
感
想
を
話
し
た
。

　

同
社
で
は
、
駐
在
世
帯
が
安

心
し
て
楽
し
い
ア
メ
リ
カ
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
今
後
も
こ
う

し
た
交
流
会
を
開
催
し
て
い
く

と
い
う
。

駐
在
員
の
帯
同
家
族
向
け

交
流
会
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催

tel:18778852726
tel:2122136069
mailto:kteune@japanphilly.org
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japansociety.org/kids-family/
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北
海
道
稚
内
出
身
の
熊
谷
忠

久
氏
（
46
）
が
２
０
２
４
年
７

月
、
世
界
の
グ
ル
メ
市
場
に
北

海
道
産
の
最
高
級
雲
丹
を
届
け

る
た
め
、
北
海
道
雲
丹
シ
ョ
ッ

プ
（Hokkaido Uni Shop,
本

社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
）
を
設
立

し
た
。
同
社
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
加
え
北
海
道
札
幌
と
ス
イ

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
拠
点
を
構

え
、
日
米
欧
の
3
地
域
を
中
心

に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

北
海
道
産
地
直
送
の
最
高
級

の
雲
丹
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
直

接
、
米
国
の
一
般
家
庭
に
届
け

て
い
る
。
写
真
の
通
り
、
ひ
と

目
見
て
高
品
質
な
の
は
一
目
瞭

然
。
顧
客
の
９
割
が
自
宅
購
入

で
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
40
％
に
上

り
、
米
国
だ
け
で
な
く
、
カ
ナ

ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

中
東
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

か
ら
も
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
、「
北
海
道
＝
新
鮮
・

高
級
品
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
武
器
に
、
世
界
の
消

費
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
て

直
接
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
創

業
者
の
熊
谷
さ
ん
は
「
米
国
内

の
富
裕
層
を
中
心
に
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
フ
ロ
リ

ダ
州
、
テ
キ
サ
ス
州
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
広
く
支
持
さ

れ
て
お
り
、
特
に
ア
ジ
ア
系
個

人
客
の
間
で
人
気
が
高
ま
っ
て

い
る
」
と
い
う
。

　

北
海
道
の
雲
丹
の
品
質
は
、

多
く
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で

も
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い

る
。
米
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ

リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
台
湾
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
も
雲
丹
を
提
供

し
、
北
海
道
か
ら
食
卓
や
五
つ

星
ホ
テ
ル
へ
そ
の
魅
力
を
最
大

限
に
活
か
し
て
い
る
。

　

熊
谷
さ
ん
は
「
北
海
道
の
魅

力
を
世
界
に
発
信
し
続
け
る
た

め
、
将
来
的
に
は
北
海
道
か
ら

の
直
送
便
を
確
保
し
、
地
元
で

あ
る
北
海
道
に
利
益
を
還
元
で

き
る
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
い
」

と
い
う
。

　

今
後
の
成
長
計
画
は
「
北
海

道
産
地
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

流
通
網
を
広
げ
、
原
産
者
と
地

元
北
海
道
に
利
益
を
還
元
す
る

　

人
生
の
45
年
を
超
え
る
と
、

不
思
議
と
肩
の
力
が
抜
け
る
瞬

間
が
増
え
ま
し
た
。
20
代
の
頃

の
よ
う
な
肌
の
ハ
リ
や
体
力
は

薄
れ
て
い
く
一
方
で
、
得
ら
れ

る
の
は
「
自
由
」
の
感
覚
。
2

度
の
離
婚
、
3
人
の
子
供
、
そ

し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
再
ス

タ
ー
ト
。
私
の
人
生
は
計
画
通

り
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ

の
予
想
外
の
展
開
が
む
し
ろ
新

た
な
魅
力
を
も
た
ら
し
て
く
れ

た
気
が
し
ま
す
。

■
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
の
出
会
い

　

チ
ェ
ル
シ
ー
の
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
出
会
っ
た
ジ
ュ
リ
ア

ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
建
築

家
で
し
た
。「
こ
の
写
真
、
素

敵
で
す
ね
」
と
話
し
か
け
て
き

た
彼
と
の
会
話
は
、
デ
ィ
ナ
ー

へ
と
つ
な
が
り
、
私
た
ち
は
夢

や
過
去
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。
彼
の
優
雅
さ
と
知
性
に

惹
か
れ
つ
つ
も
、
40
代
に
な
る

と
た
だ
の
と
き
め
き
で
は
満
足

で
き
な
い
。
彼
と
一
緒
に
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過

ご
す
誘
い
を
断
っ
た
の
は
、
私

が
ま
だ
自
分
自
身
を
優
先
し
た

か
っ
た
か
ら
。

■
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
で
の

映
画
の
よ
う
な
瞬
間

　

あ
る
日
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト

ラ
ル
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で

私
の
手
荷
物
が
階
段
を
滑
り
落

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
瞬

間
、「
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
が
ア
レ

ッ
ク
ス
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら

出
張
で
来
て
い
た
投
資
家
で
し

た
。
数
日
後
、
彼
と
訪
れ
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ

バ
ー
で
は
、
夜
景
を
眺
め
な
が

ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
陽
気
な

話
と
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

奮
闘
が
交
差
し
ま
し
た
。
短
い

滞
在
で
し
た
が
、「
偶
然
が
も

た
ら
す
喜
び
」
を
教
え
て
く
れ

る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

■
ト
ニ
ー
と
の
再
会

　

数
週
間
後
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ

レ
ッ
ジ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
元
上

司
の
ト
ニ
ー
と
再
会
し
ま
し

た
。
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
経
営
し
て
お
り
、
昔

と
変
わ
ら
な
い
陽
気
さ
に
安
心

感
を
覚
え
ま
し
た
。「
君
は
ず

っ
と
変
わ
ら
な
い
ね
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
私
は
心
の
中
で

笑
い
ま
し
た
。
変
わ
ら
な
い
ど

こ
ろ
か
、
失
敗
や
挑
戦
を
重
ね

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
私
が

あ
る
の
で
す
。

　

■
自
分
に
恋
す
る
と
い
う
こ

と
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
生
活
は

恋
愛
の
よ
う
な
も
の
。
刺
激
的

で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
自
身
を

愛
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
家
族
と

の
時
間
や
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

を
走
る
時
、
カ
フ
ェ
で
過
ご
す

静
か
な
ひ
と
と
き
。
そ
れ
ら
が

私
の
心
を
満
た
し
て
く
れ
ま

す
。
恋
愛
も
素
晴
ら
し
い
も
の

で
す
が
、
自
分
と
の
関
係
を
深

め
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

■
終
わ
り
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
人
生
に

遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
教
え

て
く
れ
る
街
。
こ
の
街
で
出
会

っ
た
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
ア
レ
ッ
ク

ス
、
ト
ニ
ー
、
そ
し
て
自
分
自

身
と
の
対
話
は
、
新
し
い
視
点

と
喜
び
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

し
た
。
40
代
を
迎
え
た
今
、
新

た
な
冒
険
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

40 ＋
プラス
女の人生

藤田カンナ
A4M（American Academy of Anti-Aging Medicine）
会 員 | AAICT（American Academy of Integrative 
Cell Therapy）認定 統合細胞療法専門家 | 認定ヘルスコ
ーチ | KAATSU スペシャリスト、Re:forma 美容クリニ
ック代表 | Kirei House ビューティーサロン代表。美容
クリニック「Re:forma」は最先端のアンチエイジング医
療と再生医療を提供し、日本の美の哲学と世界の技術を
融合した総合的な美容・健康ケアを追求している。また、
Femtech アワード受賞の幹細胞製品の米国代表として、
女性の健康をサポートする活動にも注力。コロンビア大
学で学んだビジネスの知識を活かし、革新的なアプロー
チを事業運営に取り入れている。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
恋
す
る
よ
う
に

40
代
か
ら
始
ま
る
新
し
い
愛
の
物
語

基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標

に
向
こ
う
10
年
間
で
の
海
外
市

場
へ
の
進
出
と
、
北
海
道
か
ら

の
直
送
便
の
確
保
を
実
現
し
、

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
さ

ら
に
強
化
す
る
こ
と
」
だ
と
い

う
。

　

写
真
（
上
）
の
雲
丹
は
１

箱
（
２
５
０
グ
ラ
ム
） 

特
選

１
９
９
ド
ル
、
極
上
２
８
９
ド

ル
。
Ｎ
Ｙ
市
内
と
郊
外
は
注
文

の
翌
日
に
は
配
達
す
る
た
め
、

Ｎ
Ｙ
の
お
正
月
の
食
卓
に
も
ま

だ
間
に
合
う
。
雲
丹
の
ほ
か
北

海
道
数
の
子
、
温
州
み
か
ん
、

富
有
柿
、
静
岡
う
な
ぎ
な
ど

色
々
揃
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

販
売
サ
イ
ト　

https://
hokkaidouni.com/

10
％
割
引
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
コ

ー
ド
：NewYork2025

北海道から直送
雲丹の最高峰

Hokkaido Uni Shop

全
米
の
一
般
家
庭
に
配
達
開
始

稚
内
出
身
の
熊
谷
忠
久
さ
ん
Ｎ
Ｙ
で

出
荷
作
業
に
追
わ
れ
る
熊
谷
さ
ん

【
第
２
話
】

マ
ー
シ
ャ
の
あ
り
が
と

命
の
ビ
ザ
で
生
き
た
母

３人の娘が感謝のCD

２枚目を制作

杉原千畝

ローラさん カレンさん ニーナさん

「日本文化教えてもらった」

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
陸

路
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
使
っ
て
日

本
経
由
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た

多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
い

た
。
手
に
し
て
い
た
の
は
、
戦

時
下
に
海
外
渡
航
す
る
た
め
の

唯
一
の
手
段
で
あ
る
第
３
国
を

通
過
す
る
「
命
の
ビ
ザ
」
だ
っ

た
。
そ
の
２
０
０
０
余
り
の
手

書
き
の
ビ
ザ
を
書
い
た
外
交

官
、
杉
原
千
畝
と
日
本
に
感
謝

す
る
家
族
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

い
る
。

　

当
時
10
歳
だ
っ
た
少
女
、
マ

ー
シ
ャ
・
ベ
ル
ン
ス
タ
イ
ン

（
後
に
結
婚
し
て
姓
は
レ
オ
ン
）

さ
ん
。
７
年
前
に
86
歳
で
他
界

し
た
が
、
彼
女
の
３
人
の
娘
た

ち
は
、
母
親
か
ら
日
本
人
に
親

切
に
さ
れ
た
時
の
思
い
出
を
聞

い
て
育
っ
た
。
３
人
は
そ
れ

ぞ
れ
、
作
曲
家
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
写
真
家
と
し
て
立
派
に
社

会
で
生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
３

人
が
協
力
し
て
日
本
に
感
謝
す

る
１
枚
の
Ｃ
Ｄ
を
２
年
前
に
作

っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
マ
ー
シ

ャ
の
あ
り
が
と
」
だ
。
作
曲
は

ニ
ー
ナ
・
レ
オ
ン
さ
ん
、
ピ
ア

ノ
演
奏
は
ロ
ー
ラ
・
レ
オ
ン
さ

ん
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を

カ
レ
ン
・
レ
オ
ン
さ
ん
が
担
当

し
た
。
今
回
そ
の
セ
カ
ン
ド
バ

ー
シ
ョ
ン
が
完
成
し
た
。
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
ロ
ー
ラ
さ
ん
は
「
こ

の
ソ
ロ
ピ
ア
ノ
作
品
を
、
日
本

に
到
着
す
る
前
の
母
の
歴
史
を

音
楽
で
表
現
す
る
た
め
に
拡
張

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
の

で
す
。
母
の
好
き
な
イ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
民
謡
と
桜
が
融
合
し
、
杉

原
氏
と
日
本
の
人
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
読
者
の
方
々
が
こ
の
Ｃ

Ｄ
に
ご
興
味
を
お
持
ち
の
場

合
は
、musicaltapestries@

gmail.com

ま
で
メ
ー
ル
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
の
値
段
は
１

枚
５
ド
ル
99
セ
ン
ト
。

http://https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://hokkaidouni.com/
https://hokkaidouni.com/
https://hokkaidouni.com/
mailto:musicaltapestries@gmail.com
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薬
膳 

あ
っ
さ
り
雑
煮　

み
ち
庵
風

薬
膳 
若
草
き
ん
と
ん　

み
ち
庵
風

薬
膳 

大
和
お
煮
染
（
に
し
め
）
み
ち
庵
風

　

新
春
と
い
え
ば
、
何
を
差
し

置
い
て
も
お
雑
煮
、
一
体
何
種

類
の
お
雑
煮
が
あ
る
の
か
な
？

ど
ん
な
に
手
を
抜
い
て
も
手
作

り
が
一
番
の
薬
膳
。
お
せ
ち
は

準
備
が
大
変
、
面
倒
、
難
し
い

か
ら
外
注
、
お
雑
煮
は
イ
ン
ス

タ
ン
ト
で
、
な
ん
だ
か
寂
し
い

で
す
ね
。
と
い
う
わ
け
で
、
あ

っ
さ
り
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
準
備
も

料
理
も
簡
単
、
美
味
し
く
て
栄

養
満
点
、
お
蕎
麦
を
入
れ
る
と

年
越
し
そ
ば
、
ご
飯
と
ワ
カ
メ

で
夜
食
と
し
て
一
年
中
楽
し
め

ま
す
。
今
年
は
ス
マ
ー
ト
に
手

作
り
一
年
、
心
も
懐
も
ぽ
か
ぽ

か
。
お
子
様
か
ら
シ
ニ
ア
様
ま

で
幅
広
く
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

【
作
り
方
】　

１.｠｠｠ 

水
菜
は
洗

っ
て
２
cm
幅
に
切
り
約
1
分
茹

で
て
水
切
り
を
し
て
お
く
。

　

古
都
奈
良
、
早
春
を
告
げ
る

伝
統
行
事
若
草
山
の
山
焼
き
、

先
人
の
霊
魂
と
慰
霊
、
世
界
の

人
々
の
平
和
を
祈
る
炎
の
祭

典
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
ご
家
庭

で
も
新
年
の
笑
福
を
若
草
き
ん

と
ん
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

薬
膳
生
菓
子
と
お
抹
茶
で
手
軽

に
薬
膳
茶
会
、
お
好
み
の
お
茶

で
お
手
軽
に
。
本
当
に
簡
単
で

美
味
し
い
、
２
０
２
４
年
の
介

護
士
指
導
員
夏
期
講
習
会
で
若

羽
介
護
・
調
理
師
学
校
校
長
か

ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
介
護
食

レ
シ
ピ
を
先
生
の
ご
許
可
を
い

た
だ
き
薬
膳
風
に
ア
レ
ン
ジ
い

た
し
ま
し
た
。
お
子
様
か
ら
シ

ニ
ア
様
ま
で
幅
広
く
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
作
り
方
】　

１.｠｠｠ 

さ
つ
ま
芋

　

こ
れ
だ
け
は
ち
ょ
っ
と
手
を

加
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

大
根
、
里
芋
、
金
時
人
参
、
こ

ん
に
ゃ
く
に
、
厚
揚
げ
を
昆
布

と
椎
茸
で
。
今
と
な
っ
て
は
最

高
の
ご
馳
走
で
す
。

繊
維
質
た
っ
ぷ
り
で
腸
内
細
菌

を
活
発
に
し
て
、
免
疫
作
用
バ

ッ
チ
リ
の
生
姜
、
ク
コ
の
実
、

煎
り
胡
麻
を
加
え
た
招
福
薬

膳
、
新
年
早
々
病
気
知
ら
ず
。

薬
膳
の
心
で
い
た
だ
く
お
正
月
料
理

　

伝
統
文
化
が
当
た
り
前
だ
っ

た
奈
良
・
京
都
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
に
腰
を
据
え
て
31

年
。
永
遠
の
駆
け
出
し
栄
養
士

と
し
て
薬
膳
と
茶
の
湯
を
合
わ

せ
た
笑
福
薬
膳
の
栄
養
効
果
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
回
ご

紹
介
す
る
お
雑
煮
は
正
月
２
日

に
い
た
だ
く
あ
っ
さ
り
バ
ー
ジ

ョ
ン
、
若
草
き
ん
と
ん
は
本
当

に
簡
単
で
お
抹
茶
と
ば
っ
ち

り
。
そ
し
て
、
メ
イ
ン
の
お
煮

し
め“

大
和
ご
ん
ざ”

は
私
の

恩
師
の
レ
シ
ピ
を
応
用
、
お
野

菜
の
甘
み
が
温
か
く
心
身
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
三
品
、
一

年
を
通
し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
も
ち
ろ
ん
、
材
料
は
あ
り

あ
わ
せ
で
十
分
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
富
岡
美
智
子
、
米
国

登
録
・
Ｎ
Ｙ
公
認
栄
養
士
）

https://michinutrition.com/
Instagram ( Michian_rd)
Michiko Tomioka CNBC

２.｠｠｠ 

そ
の
間
に
切
り
餅
は
オ

ー
ブ
ン
で
好
み
の
焼
き
目
を
つ

け
る
。

３.｠｠｠ 

だ
し
汁
を
沸
騰
さ
せ
、

Ａ
を
順
番
に
入
れ
味
確
認
し
、

１
を
加
え
約
１
分
中
火
に
か

け
、
蓋
を
し
て
火
を
止
め
る
。

４｠｠｠ 

お
椀
に
餅
を
入
れ
、
３

の
水
菜
と
す
ま
し
汁
を
丁
寧
の

盛
り
付
け
る
。

｠

好
み
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
柚
（
オ

レ
ン
ジ
の
皮
、
刻
み
生
姜
、
薬

味
等
を
加
え
て
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。
お
餅
の
代
わ
り
に

お
蕎
麦
を
入
れ
る
と
年
越
し
蕎

麦
に
。

は
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
か
小
型
鍋

に
少
量
の
湯
を
わ
か
し
、
蒸
す

よ
う
に
柔
ら
か
く
ゆ
で
た
あ
と

皮
を
む
く
。
熱
い
状
態
で
ク
コ

の
実
と
塩
を
ほ
ん
の
ひ
と
つ
ま

み
加
え
ス
プ
ー
ン
で
ペ
ー
ス
ト

状
に
す
る
。

２.｠｠｠ 

１
に
刻
ん
だ
柿
（
好
み

の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
）
を
入
練

り
混
ぜ
、
そ
こ
に
粉
末
茶
を
ふ

り
か
け
さ
ら
に
よ
く
練
り
込

む
。
こ
れ
が
若
草
色
。

３.｠｠｠ 

２
を
６
等
分
に
分
け

て
、
ガ
ー
ゼ
も
し
く
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ラ
ッ
プ
で
茶
巾
絞
り
に

す
る
。

　

好
み
で
ト
ッ
ピ
ン
グ（
抹
茶
、

金
平
糖
、
柚
子
、
オ
レ
ン
ジ
の

皮
）
を
加
え
て
。

美
味
し
く
楽
し
く
心
も
懐
も
ぽ

か
ぽ
か
、
有
り
合
わ
せ
の
材
料

で
大
丈
夫
。

【
作
り
方
】
１｠

大
根
と
人
参
は

乱
切
り
に
す
る
。
２｠｠｠ 

里
芋

は
皮
を
む
き
、
半
分
に
切
る
。

３.｠｠｠ 

こ
ん
に
ゃ
く
は
フ
ォ
ー

ク
等
で
穴
を
開
け
熱
湯
で
洗

い
、
２
cm
く
ら
い
の
大
き
さ
に

ち
ぎ
り
、
さ
ら
に
湯
通
し
。

４｠｠｠ 

油
揚
げ
は
熱
湯
に
通

し
、
３
cm
四
方
に
き
る
。

５.｠｠｠ 

水
２
カ
ッ
プ
を
入
れ
た

鍋
に
上
記
の
１
〜
３
、２
cm
四

方
に
切
っ
た
昆
布
、
ク
コ
、
干

し
椎
茸
を
砕
き
な
か
ら
加
え
強

火
に
か
け
る
。

６.｠｠ 

煮
立
っ
た
と
こ
ろ
で
中

火
に
し
、
４
を
入
れ
て
更
に
約

５
分
煮
込
む
。
味
醂
、
ご
ま
を

加
え
弱
火
で
約
１
時
間
。

７.｠｠
醤
油
を
円
を
描
く
よ
う

に
加
え
、
軽
く
混
ぜ
て
火
を
止

め
る
。
蓋
を
し
た
ま
ま
味
を
馴

染
ま
せ
る
。

一夜漬だし＊　500 ml 
（A）
クコの実 .................大さじ１
塩 ..........................小さじ　¼
味醂 小さじ ......................... 1
薄口醤油（普通でも可）
.................................小さじ¼

 水菜 1/2 束＊（三つ葉・貝割れ・
２cup arugula ）
お餅 ..................................4個
＊ 1L の水に５x５cm昆
布・干し椎茸２,3個入れ
冷蔵庫で一夜漬け

さつまいも大 ...............  ½ 個　　
クコの実 .................小さじ１　
柿　細かく刻む  ½ 個（干しデイツ、杏、むき栗等）
**
抹茶 もしくは粉末茶 　小さじ　1/2  
砂糖　 小さじ１　（好みで甘党様の時別追加）
**介護・離乳食は省いてください

大根  .........................約 15cm
里芋 ４～ 5個（じゃがいも、さ
つま芋でもO K）
にんじん .........................大１
こんにゃく .....................一丁
厚揚げ（水切りした木綿とうふ
O K） ........................１パック
昆布 ........................ 10x５cm
干し椎茸 .....................３～４
クコの実 .................大さじ１
刻み生姜 .................大さじ１
炒りごまのすりおろし
.................................大さじ２
味醂 .........................大さじ１
醤油 .........................大さじ１　

【材料】（４人分）　

【材料】（６個）　

【材料】（４人分）　

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
https://michinutrition.com/


 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語
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週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
の
み

な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

つ
い
数
か
月
前
、
同
じ
よ
う

な
挨
拶
を
し
た
よ
う
な
感
覚
が

ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
時
間
が
ど
ん
ど
ん
年
々
早

く
流
れ
、
な
か
な
か
そ
の
速
度

に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
て
る

自
分
を
感
じ
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
1
月
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク

ス
の
ブ
ラ
ッ
ク
タ
ン
の
女
の
子

ぴ
と
出
会
っ
た
ば
か
り
で
、
そ

の
子
を
小
脇
に
抱
え
、
シ
カ
ゴ

経
由
で
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
に

到
着
し
ま
し
た
。
シ
カ
ゴ
の
パ

ス
ポ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ぴ

は
無
事
に
入
国
し
た
も
の
の
肝

心
の
パ
パ
で
あ
る
僕
が
学
生
ビ

ザ
の
1
枚
を
紛
失
し
て
空
港
の

別
室
に
連
れ
て
行
か
れ
取
り
調

べ
を
受
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

乗
り
継
ぎ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

の
便
に
は
乗
れ
ず
に
、
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
に
着
い
た
の
は
夜
中
で

し
た
。

　

誰
も
い
な
い
空
港
の
外
で
我

慢
に
我
慢
を
し
て
た
お
し
っ
こ

を
し
て
ぴ
は
ど
こ
吹
く
風
で

「
パ
パ
、
新
し
い
生
活
が
始
ま

る
ね
」
と
ぺ
ろ
っ
と
僕
の
頬
を

舐
め
ま
し
た
。

　

一
緒
に
タ
ク
シ
ー
の
窓
か
ら

眺
め
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
。

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
に
あ
る
こ
と
さ
え
も
当

時
の
僕
た
ち
は
知
り
ま
せ
ん

か
ら
、「
さ
す
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
！
」
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
灯
り
に
自
分
の
夢
を
重
ね
て

つ
ぶ
や
い
た
も
の
で
す
。

　

僕
の
Ｎ
Ｙ
生
活
は
バ
タ
バ
タ

で
始
ま
り
ま
し
た
。
２
０
０
７

年
の
夏
、
憧
れ
だ
っ
た
ジ
ャ
ズ

の
音
大
「
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
大

学
」を
受
験
し
合
格
し
ま
し
て
、

「
一
刻
も
早
く
ト
ッ
フ
ル
の
合

格
点
を
取
る
よ
う
に
」
と
学
校

の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
方
に
言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
慌

て
て
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
築

地
に
あ
る
ビ
ル
の
高
層
階
で
雨

の
夜
に
受
験
し
て
そ
の
あ
ま
り

の
リ
ス
ニ
ン
グ
の
ス
ピ
ー
ド
の

速
さ
と
量
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ

肩
を
落
と
し
家
路
に
つ
き
ま
し

た
。

　

お
そ
ら
く
合
格
点
に
は
達
さ

な
か
っ
た
は
ず
の
僕
が
学
校
に

受
か
っ
た
の
は
学
校
の
恩
赦
と

僕
の
「
な
ん
と
し
て
で
も
ジ
ャ

ズ
を
学
び
た
い
」
情
熱
が
通
じ

た
の
か
な
と
勝
手
な
解
釈
を
し

て
、
勢
い
余
っ
て
事
務
所
を
辞

め
て
レ
コ
ー
ド
会
社
を
辞
め

て
、
ぴ
と
2
人
で
年
明
け
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
大
江
千
里
47
歳
。
ぴ

1
歳
。
今
思
う
と
全
然
若
い
の

で
す
が
、
そ
の
頃
の
僕
は
「
も

う
人
生
も
47
に
な
る
と
後
半
期

だ
。
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
ず

ら
れ
ず
悔
し
涙
で
夏
休
み
を
迎

え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
僕
に
も
次
の
学
期
に

は
後
輩
が
で
き
ま
し
た
。「
も

し
何
か
質
問
が
あ
っ
た
ら
遠
慮

な
く
聞
い
て
ね
」
と
良
か
れ
と

声
が
け
す
る
僕
に
対
し
て
「
い

え
、
私
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
な

ん
で
」
と
答
え
る
後
輩
が
い

て
、
そ
の
意
味
が
し
ば
ら
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
要

す
る
に
「
あ
な
た
と
違
っ
て
編

入
し
て
き
て
い
る
の
で
レ
ベ
ル

が
あ
な
た
よ
り
も
上
だ
」
と
い

う
意
味
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
こ

ん
な
ふ
う
に
後
か
ら
入
っ
て
き

た
後
輩
が
ど
ん
ど
ん
先
に
卒
業

し
、
僕
が
卒
業
を
迎
え
た
の
は

２
０
１
２
年
の
5
月
で
し
た
。

4
年
半
、
か
か
り
ま
し
た
。

　

入
学
し
た
時
は
47
人
い
た
生

徒
も
同
期
で
卒
業
し
た
の
は
僕

1
人
で
す
。
そ
ん
な
僕
が
Ｏ
Ｐ

Ｔ
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
残
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
卒
業
し
て

1
年
の
時
間
の
猶
予
を
も
ら
え

る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
な
り

の
ア
メ
リ
カ
で
挑
戦
を
し
よ
う

と
無
謀
に
も
ビ
ザ
を
申
請
し
曲

を
作
り
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス

し
ま
し
た
。

　

1
枚
目
の
ジ
ャ
ズ
ア
ル
バ
ム

は
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
。「
男
子
、

成
熟
す
る
に
時
間
を
要
す
」
今

思
う
に
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
僕
の

人
生
の
指
針
が
詰
ま
っ
て
ま

す
。

　

あ
れ
か
ら
超
特
急
で
時
が
流

れ
２
０
２
５
年
、
僕
の
Ｎ
Ｙ
生

活
は
17
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

あ
れ
ほ
ど
苦
手
だ
っ
た
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
を
今
や
嬉
々
と
し
て
頬

張
り
、
感
謝
祭
に
タ
ー
キ
ー
を

食
べ
「
住
め
ば
都
」
で
前
の
人

生
を
思
い
出
せ
な
い
ほ
ど
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
で
の
生
活
に
夢
中

な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

去
年
3
月
10
日
に
ぴ
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
前
の
暮
れ

に
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
買
っ
て
２
週
間
弱
、
部
屋
に

飾
っ
た
の
で
す
が
、
ぴ
は
そ
の

と
き
目
も
見
え
な
い
の
に
「
パ

パ
、
綺
麗
だ
ね
」
と
い
つ
も
の

鼻
を
近
づ
け
て
樅
木
の
香
り
を

ク
ン
ク
ン
嗅
い
で
い
ま
し
た
。

今
思
え
ば
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
大

陸
を
車
で
横
断
し
、
一
緒
に
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
へ
引
っ
越
し
、
僕
が
8
枚
の

ジ
ャ
ズ
ア
ル
バ
ム
を
作
る
傍
ら

で
彼
女
は
ず
っ
と
「
ぺ
ろ
」
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
二
人

三
脚
が
ア
メ
リ
カ
生
活
の
「
当

た
り
前
」
だ
っ
た
の
で
、
昨
年

は
1
人
の
生
活
に
慣
れ
る
の
が

大
変
で
し
た
。

　

新
し
い
年
は
ま
た
人
生
の
新

た
な
挑
戦
に
な
り
ま
す
。
暮
れ

に
日
本
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ
ャ

ズ
を
森
山
良
子
さ
ん
が
リ
リ
ー

ス
し
ま
し
た
。
そ
の
ア
ル
バ
ム

を
一
緒
に
作
ら
せ
て
も
ら
い

学
び
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

も
あ
る
「
存
在
し
な
い
映
画
の

サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
」
と
い
う

ア
イ
デ
ア
に
向
か
い
ジ
ャ
ズ
を

作
り
始
め
ま
す
。
こ
れ
に
は
何

年
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と

は
な
い
、
そ
の
精
神
で
自
分
の

人
生
を
物
語
る
よ
う
な
、
そ
し

て
誰
か
の
人
生
を
そ
っ
と
並
走

で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
音
楽

が
作
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　

世
界
は
動
い
て
い
ま
す
。
音

楽
は
時
代
の
変
化
の
中
で
も
変

わ
ら
ぬ
心
の
拠
り
所
で
す
。
新

し
い
年
も
ま
た
皆
さ
ん
に
と
っ

て
健
や
か
で
笑
顔
が
溢
れ
る
確

か
な
日
々
が
訪
れ
ま
す
よ
う

に
。
ま
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
演

奏
を
す
る
と
き
に
は
皆
さ
ん
に

お
会
い
し
た
い
で
す
。
今
年
も

心
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　

大
江
千
里

大江 千里
Senri Oe

 (Jazz pianist, Jazz composer)

人
生
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

　
　
　

ジ
ャ
ズ
の
調
べ
に
乗
せ
て

し
て
終
わ
る
わ
け
に
は
行
か
な

い
」
な
ん
て
焦
っ
て
ま
し
た
。

時
差
ボ
ケ
で
フ
ラ
フ
ラ
で
迎
え

た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

日
、
ク
ラ
ス
分
け
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
Ｆ
の

ブ
ル
ー
ス
の
ソ
ロ
で
脱
線
し
、

曲
が
終
わ
る
と
一
緒
に
演
奏
し

た
仲
間
が
僕
か
ら
一
人
一
人
離

れ
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
冬
学
期
に
入
学
し

て
か
ら
ほ
ぼ
1
年
間
、
廊
下
で

挨
拶
し
て
も
20
歳
前
後
の
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
か
ら
は
挨
拶
も
さ
れ

ず
、
ウ
ォ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
4
階

の
部
屋
に
帰
る
と
ひ
た
す
ら
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
ク
タ
ク
タ
に
な

る
と
、
ぴ
が
ぺ
ろ
っ
と
頬
を
舐

め
て
く
れ
て
2
人
で
抱
き
合
っ

て
眠
っ
た
も
の
で
す
。

　

前
の
人
が
置
い
て
い
っ
て
く

れ
た
折
り
た
た
み
式
の
ベ
ッ
ド

で
背
中
を
痛
め
、
無
理
な
練
習

で
左
手
を
負
傷
し
、
最
初
の
学

期
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
試
験
が
受
け

　

日
本
語
を
「
聞
く
」「
話
す
」

「
読
む
」
こ
と
へ
の
人
気
が
ア

メ
リ
カ
で
高
ま
っ
て
い
る
が
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
自
分

独
自
の
味
の
あ
る
日
本
語
を
書

い
て
み
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
で

「
今
週
の
ひ
と
こ
と
・
こ
こ
ろ

言
葉
」
を
連
載
中
の
熊
本
県
を

拠
点
に
世
界
各
地
で
書
画
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
披
露
し
て
い
る

書
画
家
、
楽
気
（
ラ
ッ
キ
ー
）

こ
と
茨
木
清
貴
さ
ん
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
書
画
教
室
を
実
施
し

て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
受

講
生
を
募
集
し
て
い
る
。
筆
ペ

ン
と
水
彩
色
鉛
筆
を
使
用
し
て

描
く
、
楽
気
流
の
書
画
は
書
く

人
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

味
が
出
る
の
で
、
大
切
な
方
へ

の
季
節
の
挨
拶
や
お
礼
状
な
ど

に
添
え
る
と
心
が
こ
も
っ
た
感

じ
が
先
方
に
伝
わ
る
。

　

ま
た
、
同
氏
は
、
戦
国
時
代

劇
や
美
術
館
で
の
展
示
な
ど
で

見
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
、

戦
国
武
将
が
書
状
な
ど
に
本
人

で
あ
る
証
拠
と
し
て
記
載
す
る

署
名
「
花
押
（
か
お
う
）」
の

制
作
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
た
。
こ

ち
ら
は
、
依
頼
者
か
ら
名
前
の

意
味
や
由
来
、
そ
の
人
の
趣
味

や
嗜
好
な
ど
を
細
か
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
情
報
を
集
め
た
上

で
、
２
種
類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
花

押
を
作
っ
て
く
れ
、
客
が
ど
ち

ら
か
一
つ
を
選
ぶ
形
。
仕
上
が

っ
た
花
押
は
世
界
に
二
つ
な
い

完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の

で
、
今
後
も
一
生
自
分
の
サ
イ

ン
と
し
て
使
え
る
よ
う
書
き
方

の
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
も
付
け
て

く
れ
る
。
即
興
的
に
簡
単
に
作

る
も
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り

考
え
て
時
間
を
か
け
て
制
作
す

る
た
め
料
金
は
安
く
な
い
が
、

大
ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ

Ｕ
Ｎ
」
な
ど
で
戦
国
武
将
に
つ

い
て
興
味
が
高
ま
っ
て
い
る
ア

メ
リ
カ
人
に
は
嬉
し
い
企
画
か

も
知
れ
な
い
。

　

楽
気
オ
ン
ラ
イ
ン
書
画
教
室

な
ら
び
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
花
押
制

作
に
関
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
代
理
店
業

務
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル info@

nyseikatsu.com 

（
担
当
：
久

松
）
ま
で
。

自分だけの日本語作品を書いてみよう

楽気 オンライン書画教室と
オリジナルの「花押」作成

mailto: info@nyseikatsu.com
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11
月
23
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
補
習
授
業
校
（
小
田
切
利

幸
校
長
）
で
、
毎
年
恒
例
の
古

本
市
・
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

年
に
１
度
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

で
、
父
母
の
会
、
バ
ス
担
当
者
、

出
店
希
望
者
等
に
よ
り
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
。
当
日
は
朝
早

く
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
客
が
あ

り
会
場
は
大
盛
況
。
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
古
本
市
を
中
心
と

し
た
会
場
と
、
ラ
ッ
フ
ル
、
野

菜
、
冷
凍
魚
、
フ
レ
ン
チ
ス
イ

ー
ツ
、
パ
ン
や
お
弁
当
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
商
品
が
販
売
さ
れ

た
。

　

普
段
店
頭
に
並
ぶ
よ
り
も
お

買
い
得
だ
っ
た
り
、
新
鮮
な
野

菜
や
魚
が
手
に
入
る
と
あ
っ

て
、
早
々
に
売
り
切
れ
て
し
ま

う
商
品
が
あ
る
な
ど
、
会
場
は

熱
気
に
溢
れ
、
バ
ザ
ー
・
古
本

市
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。

古本市とバザー開催
ＮＪ補習授業校で大盛況

　
「
和
の
保
育
」
を
テ
ー
マ
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
園
し
て

い
る
ニ
ュ
ー
ヨ 

ー
ク
州
公
認

の
日
系
デ
イ
ケ
ア
・
ス
タ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
で
は
、
園
の
冬

行
事
の
一
環
と
し
て
、
遠
足

でTwinkle Playspace

や

Catch Air
と
い
う
室
内
遊
び

場
を
訪
れ
た
。
同
園
で
は
冬
場

で
寒
く
な
り
外
で
体
を
動
か
せ

な
い
た
め
、
室
内
遊
び
場
へ
の

遠
足
を
通
し
て
体
を
思
い
っ
き

り
動
か
す
機
会
を
作
っ
て
い

る
。
園
の
専
用
バ
ス
を
利
用

し
、
遠
足
や
園
外
保
育
な
ど
の

特
別
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
豊
富

に
取
り
入
れ
て
お
り
、
今
回
の

冬
の
遠
足
で
子
供
た
ち
は
た
く

さ
ん
遊
ん
で
と
て
も
満
足
し
て

い
た
。

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド

遠
足
で
室
内
遊
技
場
へ

　

11
月
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

補
習
授
業
校
（
小
田
切
利
幸
校

長
）
の
野
球
場
に
お
い
て
、中
・

高
等
部
生
徒
に
よ
る
ミ
ニ
運
動

会
が
開
催
さ
れ
た
。
中
・
高
等

部
生
は
、
春
に
行
わ
れ
た
大
運

動
会
で
は
幼
児
部
初
等
部
の
大

運
動
会
運
営
者
と
し
て
大
活
躍

で
あ
っ
た
が
、
演
技
者
と
し
て

は
不
完
全
燃
焼
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
し
か
し
こ
の
日
は
自
分
た

ち
が
主
役
。「
玉
入
れ
」「
二
人

三
脚
」「
綱
引
き
」
の
３
種
目

を
仲
間
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
二
人
三
脚
で
は
、

リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
て
軽
快
に
走

る
ペ
ア
が
い
る
一
方
で
、
相
手

の
ペ
ー
ス
を
考
え
ず
に
強
引
に

前
に
進
も
う
と
す
る
ペ
ア
も
見

ら
れ
、
思
わ
ず
笑
い
が
こ
み
上

げ
る
競
走
に
な
っ
て
い
た
。
綱

引
き
は
人
数
が
少
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
紅
組
が
圧
倒
的
な

強
さ
で
２
回
と
も
勝
ち
、
ま
た

こ
ち
ら
も
予
測
不
能
の
結
果
に

大
興
奮
。
秋
の
気
持
ち
の
良
い

天
気
の
中
、
生
徒
み
ん
な
で
交

流
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で

ミ
ニ
運
動
会
を
開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
５
年

生
が
，
社
会
科
「
情
報
産
業
と

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
で
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
働
き
や
、
ニ
ュ

ー
ス
番
組
、
ま
た
そ
れ
を
作
る

放
送
局
の
働
き
に
つ
い
て
学
習

を
深
め
た
。
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は

様
々
な
人
が
関
わ
っ
て
制
作
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん

だ
後
、
12
月
３
日
（
火
）
に
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
フ
ジ
・
サ

ン
ケ
イ
・
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

イ
ン
ク
へ
社
会
科
移
動
教
室
に

行
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
メ
デ

ィ
ア
ク
イ
ズ
と
題
し
ア
メ
リ
カ

の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
放
送
局
の
工
夫
を

ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
だ
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
５
年
生

テ
レ
ビ
局
の
Ｆ
Ｃ
Ｉ
見
学

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
岡
本
徹
学
園
長
）
は
12
月
7

日
と
8
日
、
全
部
門
（
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
全
日
制
、
き
り
ん

の
へ
や　

こ
ど
も
園
、
サ
タ
デ

ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
、
サ
タ
デ

ー
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
、
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
、
サ

ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
、
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
、
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
全
日

制
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
）
の

２
０
２
５
年
度
に
向
け
た
学
園

説
明
会
を
実
施
し
た
。
各
部
門

で
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
校
舎

ツ
ア
ー
や
、
次
年
度
の
審
査
試

験
か
ら
入
園
入
学
、
日
本
語
で

の
学
習
、
保
育
に
つ
い
て
の
質

疑
応
答
等
、
に
ぎ
や
か
な
１
日

と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
全
日
制

は
、
25
年
度
よ
り
名
称
を
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
」
と
改
称
す
る
こ
と
に
つ
い

て
も
説
明
が
さ
れ
た
。
日
本
語

を
軸
・
基
礎
と
す
る
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
、
保
育
と

学
習
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切

に
す
る
と
と
も
に
、
英
語
力
も

こ
れ
ま
で
同
様
に
培
う
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
教
育
を
展
開
し
て
い

く
。
入
園
入
学
者
の
国
籍
は
問

わ
な
い
の
で
、
世
界
に
羽
ば
た

く
国
際
人
育
成
の
で
き
る
き
め

細
や
か
な
教
育
に
ぜ
ひ
触
れ
て

ほ
し
い
。

　

各
部
門
と
も
に
12
月
1
日

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
登
録

か
ら
出
願
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
年
度
途
中
編
入
と

な
る
学
年
に
つ
い
て
は
出
願
期

間
に
関
わ
ら
ず
い
つ
で
も
申

し
込
み
可
能
。
問
い
合
わ
せ

は
各
事
務
局
ま
た
は
Ｎ
Ｊ
キ

ャ
ン
パ
ス
代
表
連
絡
先
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://japaneseschool.
org/topics/jcs-all-
application-2025/

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
説
明
会

見
学
ツ
ア
ー
な
ど
も
開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
４
年

生
が
、
12
月
18
日
に
ア
ー
ト
科

移
動
教
室
で
イ
エ
ー
ル
大
学
ア

ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
れ
た
。

　

前
半
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ

デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
に
案
内
し
て
も

ら
い
な
が
ら
館
内
の
絵
画
や
彫

刻
を
鑑
賞
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
作
品
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な

く
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ
ュ
ケ

ー
タ
ー
と
の
対
話
か
ら
作
品
の

歴
史
や
背
景
を
学
び
、
模
写
や

意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
意
欲

的
に
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　

特
に
注
目
を
集
め
た
の
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
名
作
『The 

Hours

（
時
間
）』。
こ
の
作
品

は
、
1
日
の
24
時
間
を
象
徴
的

に
表
現
し
た
も
の
で
、
当
時
の

美
術
史
に
お
い
て
「
人
間
の
生

活
に
焦
点
を
当
て
た
初
の
作

品
」
と
さ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

は
解
説
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
自

分
た
ち
が
気
に
入
っ
た
部
分
を

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
模
写
し

た
。
そ
の
後
、
ペ
ア
で
描
い
た

模
写
を
見
せ
合
い
、
感
想
や
気

付
き
を
共
有
し
た
。
子
供
た
ち

は
「
1
日
の
時
間
が
い
ろ
い
ろ

な
形
で
表
さ
れ
て
い
る
の
が
面

白
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

今
回
の
見
学
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
は
美
術
の
世
界
に
触

れ
、
よ
り
一
層
異
文
化
や
時
代

背
景
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

名
画
に
触
れ
、
学
び
深
め
る

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
４
年
生

イ
エ
ー
ル
大
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
訪
問

https://jp.lyceumkennedy.org/
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
http://www.jwsnj.org/
https://japaneseschool.org/topics/jcs-all-application-2025/
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12
月
14
日
、
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行

っ
た
。
友
達
と
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
練
習
を
し
て
き
た
子
ど

も
達
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
ク

リ
ス
マ
ス
会
の
歌
が
ふ
と
口
を

つ
い
て
出
て
大
合
唱
に
な
っ
た

り
、
ダ
ン
ス
の
場
所
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
時
に
は
お
互
い
に

教
え
合
っ
た
り
と
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
き
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
自
分
の
家

族
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
楽
し

み
に
な
っ
て
き
た
様
子
だ
っ

た
。
当
日
は
た
く
さ
ん
の
家
族

が
来
園
し
、
昨
年
度
の
卒
園
生

た
ち
も
歌
を
披
露
、
大
き
く
な

っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。
ど

の
ク
ラ
ス
も
園
生
活
で
の
大
き

な
成
長
が
感
じ
ら
れ
た
。
客
席

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、

子
ど
も
達
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

こどものくに幼稚園
第 37回クリスマス会

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）は
12
月
14
日
、

小
学
部
全
員
が
一
堂
に
会
し
、

発
表
者
の
保
護
者
も
招
い
て
作

文
発
表
会
を
実
施
し
た
。
小
学

部
は
毎
年
こ
の
時
期
に
各
学
年

代
表
者
に
よ
る
作
文
発
表
会
が

行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
の
代
表

者
は
13
人
。
テ
ー
マ
は
学
年
ご

と
に
異
な
り
、
今
年
は
「
あ
っ

た
ら
い
い
な
こ
ん
な
も
の
」、

「
10
年
後
の
自
分
へ
」「
私
の
尊

敬
す
る
人
」
な
ど
、
ど
れ
も
趣

深
い
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

皆
生
き
生
き
、
堂
々
と
発
表

す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
困

っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け
た

い
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
、
10
年
後
理
想
と
す
る

大
人
に
な
る
た
め
に
こ
ん
な
こ

と
を
頑
張
り
た
い
、
自
分
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
大
切
な
友
人
や

家
族
の
紹
介
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
は
そ
の
発
表
に
対
し
て

う
な
ず
い
た
り
、
発
表
者
の
目

を
見
た
り
し
な
が
ら
興
味
深

く
聞
い
て
い
た
。
保
護
者
は
、

作
文
力
や
発
表
力
の
高
さ
や
、

日
々
の
書
く
積
み
重
ね
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る

様
子
に
感
心
し
き
り
だ
っ
た
。

　

第
３
学
期
に
は
１
年
間
の
集

大
成
と
な
る
文
集
作
り
が
待
っ

て
い
る
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

良
い
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
文

集
づ
く
り
に
励
む
予
定
だ
。
同

学
園
で
は
す
べ
て
の
小
学
部
以

上
で
、
作
文
は
大
切
な
も
の
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
書
い

た
言
葉
が
他
へ
伝
わ
る
か
ど
う

か
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

各
ク
ラ
ス
で
指
導
し
た
。

作
文
発
表
会
を
開
催

育
英
サ
タ
デ
ー
校

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次
校
長
）
で
は
、
12 

月
15
日
に
、
幼
稚
園
部
の
学
芸

会
、
補
習
校
部
小
学
部
・
プ
リ

ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
小
学
生
の
学

習
発
表
会
を
開
催
し
た
。

　

第
１
部
の
学
芸
会
で
は
、
幼

稚
園
部
の
年
中
組
が
「
南
中
ソ

ー
ラ
ン
」「
い
ち
ご
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
」
の
ダ
ン
ス
を
、
年
長

組
が
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」

の
劇
を
披
露
。
第
２
部
の
学
習

発
表
会
で
は
、補
習
校
部
小
４
・

５
・
６
年
生
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

コ
ー
ス
小
中
高
学
年
の
児
童
が

発
表
し
た
。
第
３
部
の
補
習
校

部
小
１
・
２
・
３
年
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
コ
ー
ス
低
学
年
の
発
表
で

は
、
各
ク
ラ
ス
の
授
業
で
学
習

し
た
教
材
を
、
背
景
が
見
え
て

く
る
ほ
ど
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

音
読
や
息
の
合
っ
た
群
読
が
行

わ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

学
芸
会
と
学
習
発
表
会

　
「
ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
」
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
向
井
太
さ
ん

が
11
月
22
日
、
東
北
大
学
に
ゲ

ス
ト
講
師
と
し
て
招
か
れ
、「
米

国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
非
営
利
組
織
）
に
よ
る
日
本

式
保
育
園
運
営
の
実
態
」
と
題

し
講
演
し
た
。
受
講
生
の
多
く

は
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

南
米
地
区
か
ら
の
留
学
生
が
多

く
、講
義
は
英
語
で
行
わ
れ
た
。

向
井
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
保
育
園
を

開
設
し
た
経
緯
を
学
生
た
ち
に

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。
学

生
た
ち
か
ら
は
「
実
践
的
な
経

験
や
貴
重
な
教
訓
は
本
当
に
勉

強
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
た
。

ス
タ
チ
ャ
の
向
井
さ
ん

東
北
大
で
講
演

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
（
旧
リ
セ
・

ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
、
新
元

良
一
校
長
）
は
12
月
13
日
か
ら

数
日
に
わ
た
り
、
プ
リ
ス
ク
ー

ル
児
童
か
ら
高
校
生
ま
で
に
よ

る
「
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ョ
ー
」
を

開
催
し
た
。
新
し
い
校
名
と
校

章
を
背
景
に
、
17
日
は
日
本
人

プ
リ
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
達
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ス
テ

ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
最

初
に
ス
テ
ー
ジ
へ
上
が
っ
た
ナ

ー
サ
リ
ー
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
は
、
水
玉
模
様
の
つ
い
た
色

と
り
ど
り
の
ス
カ
ー
フ
を
ま
と

っ
て
観
客
を
前
に
少
々
緊
張
気

味
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
」

と
、
き
の
こ
の
ダ
ン
ス
を
踊
っ

た
。
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
は
「
て
ぶ
く

ろ
」
の
お
話
し
を
ナ
レ
ー
タ
ー

に
合
わ
せ
て
、
き
つ
ね
、
ス
カ

ン
ク
、
は
り
ね
ず
み
な
ど
の
お

面
を
ぶ
ら
下
げ
て
役
に
な
り
き

っ
て
演
じ
た
。
と
り
を
飾
っ
た

の
はPreK

と
Ｋ
ク
ラ
ス
。
カ

マ
キ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、形
の
歌
、

虫
の
声
を
小
道
具
や
楽
器
を
駆

使
し
、
最
後
は
ダ
ン
ス
「
マ
ツ

ケ
ン
サ
ン
バ
」
を
踊
っ
た
。
両

手
に
持
っ
た
金
色
の
ス
テ
ィ
ッ

ク
が
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
軽
快
に
舞
い
、
舞
台
を
華

や
か
に
飾
っ
て
い
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

冬
の
学
芸
会

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校（
櫻
井 

幹
也
校
長
）で
は
、

12
月
20
日
（
金
）
に
終
業
式
が

行
わ
れ
た
。
2
学
期
は
多
く
の

行
事
が
実
施
さ
れ
、
特
に
90
日

間
と
1
年
で
最
も
長
い
学
期
で

あ
っ
た
。
櫻
井
校
長
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ
る
中
、

英
語
と
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
宿

泊
学
習
、
メ
イ
プ
ル
祭
、
児
童

生
徒
総
会
、
パ
ン
プ
キ
ン
ピ
ッ

キ
ン
グ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
新
体

力
テ
ス
ト
な
ど
の
行
事
を
振
り

返
り
、
ク
イ
ズ
形
式
で
説
明
を

行
っ
た
。

　

児
童
生
徒
た
ち
は
関
心
を
持

っ
て
聴
き
、
自
分
た
ち
の
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
に
つ
い

て
英
語
で
理
解
す
る
よ
い
機
会

と
な
っ
た
。
ま
た
、
各
学
年
の

代
表
者
が
「
2
学
期
頑
張
っ
た

こ
と
」
に
つ
い
て
、
と
て
も
立

派
な
態
度
で
発
表
し
た
。
メ
イ

プ
ル
祭
が
大
成
功
し
た
こ
と
、

授
業
で
の
頑
張
り
、
そ
し
て
先

生
、
保
護
者
、
友
達
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
、
児
童

生
徒
た
ち
も
真
剣
に
話
を
聞

き
、
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。

ＮＪ日本人学校

２学期の終業式

http://www.masako-inkyo.com/
https://alto-edu.com/
https://www.jhls.org/
http://ze-edu.com
http://www.seido.com
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幼
稚
園
児
か
ら
小
中
高
校
生
、
大
学
生
、
成
人
、
日
本
人
以
外
の
方
も
含
め
、

今
期
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
２
３
年

12
月
か
ら
２
０
２
４
年
11
月
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
72
作
品
を
対
象
に
城
本
健
司
・

広
島
筆
産
業
社
長
と
書
家
の
院
京
雅
香
さ
ん
に
よ
る
選
考
会
が
行
わ
れ
、
優
秀
作

品
４
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
広
島
筆
産
業
か
ら
「
熊
野
筆
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
学
校
・
学
年
は
作
品
制
作
時
の
も
の
で
す
。

審
査
員
選
評

城
本
健
司

広
島
筆
産
業
社
長

　
「
書
の
散
歩
道
」
に
出
品
さ

れ
た
全
て
の
皆
さ
ん
の
出
品

に
向
け
て
の
ご
努
力
を
讃
え

ま
す
。
そ
し
て
、
年
間
優
秀
賞

に
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
指
導
に
当
た
ら
れ
た
先
生

方
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
ご

家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
お
喜
び
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
全
米
と
欧
州
か
ら

3
０
０
点
近
い
作
品
を
ご
応

募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
を
は
じ
め
て
10
年

以
上
が
経
ち
ま
し
た
が
、
年
々

作
品
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

き
て
お
り
、
多
数
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
、
特
別
賞
一
点
の
４

点
の
み
を
選
出
す
る
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
基
準
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、
ま
ず
、
ト
メ
、
ハ
ネ
、

ハ
ラ
イ
と
い
っ
た
書
道
の
基
本

動
作
が
し
っ
か
り
と
習
得
で
き

て
い
る
こ
と
、
次
に
、
自
然
な

筆
の
動
き
、
字
の
勢
い
、
用
紙

全
体
と
の
関
係
に
注
意
し
な
が

ら
文
字
の
大
き
さ
・
配
列
な
ど

を
考
え
て
い
る
か
等
を
み
て
、

更
に
は
、
自
分
の
名
前
ま
で

き
ち
ん
と
正
し
く
丁
寧
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
を
加
味
し
ま
し

た
。

　

最
優
秀
特
選
賞
の
清
野
す
み

れ
さ
ん
の
「
卒
業
」
は
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
運
筆
の

正
確
さ
と
流
麗
さ
が
優
れ
て
い

ま
す
。
練
習
量
の
豊
富
さ
が
伺

え
ま
す
。

　

優
秀
賞
の
プ
ラ
イ
ヤ
ー
敬
太

さ
ん
の
「
金
」
は
、
基
本
が
し

っ
か
り
と
し
て
お
り
、
力
強
く

か
つ
滑
ら
か
に
書
か
れ
た
作
品

で
す
。

　

同
じ
く
優
秀
賞
の
高
田
え
り

な
さ
ん
の
「
夏
ま
つ
り
」
は
、

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
難
し
い
構

成
の
作
品
で
す
が
、
特
に
仮
名

の
運
筆
が
滑
ら
か
で
、
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
で
す
。

　

ま
た
、
広
島
筆
産
業
特
別

賞
の
キ
ャ
ロ
ル
与
緒
子
さ
ん

の
「
無
常
迅
速
」
は
、
起
筆
か

ら
収
筆
ま
で
基
本
通
り
の
運
筆

で
作
品
全
体
の
構
成
の
バ
ラ
ン

ス
も
よ
く
、
一
連
の
書
き
ぶ
り

に
自
然
な
趣
き
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

最
近
は
文
字
を
手
書
き
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
心
を
込
め
て
文
字
や

書
を
書
く
こ
と
は
、
よ
り
豊
か

に
他
者
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
に
毛
筆
で
手
書
き
さ

れ
た
文
字
や
言
葉
は
、
そ
の
多

彩
な
表
現
性
と
美
に
よ
り
、
更

に
豊
か
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
毛
筆
で
書
か
れ
た
文
字

や
言
葉
の
価
値
や
魅
力
を
味
わ

い
な
が
ら
、
自
分
自
身
と
向
き

合
い
、
自
分
自
身
を
豊
か
に
伝

え
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

院
京
雅
香

書
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　

書
の
散
歩
道
年
間
大
賞
に
選

ば
れ
た
皆
様
、 

本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
は
低

学
年
の
皆
さ
ん
の
優
秀
な
作
品

が
多
数
あ
り
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

選
出
の
基
準
と
さ
せ
て
い
だ

だ
き
ま
し
た
点
は
、  

余
白
を
含

め
た
作
品
全
体
の
構
成
、  

筆
の

正
確
な
動
き
と
自
然
な
流
れ
、 

名
前
が
丁
寧
に
読
み
や
す
く
書

か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

最
優
秀
特
選
賞
「
卒
業
」  

カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
中
１　

清
野
す

み
れ　

日
々
の
練
習
か
ら
習
得

さ
れ
た
高
い
技
術
が
見
て
取
れ

る
美
し
い
作
品
で
す
。
紙
面
と

の
調
和
も
よ
く
、  

名
前
も
綺
麗

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
賞
①
「
金
」 

オ
レ
ゴ
ン
州 

小
４　

プ
ラ
イ
ヤ
ー
敬
太　

一
筆
一
筆
し
っ
か
り
と
丁
寧
に

書
か
れ
た
元
気
の
あ
る
作
品

で
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

優
秀
賞
②
「
夏
ま
つ
り
」 

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
小
４　

高
田
え
り

な　

漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
大
き

さ
、
名
前
も
上
手
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。

広
島
筆
産
業
特
別
賞
「
無
常
迅

速
」
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州 　
キ
ャ

ロ
ル
与
緒
子　

筆
勢
と
自
然
な

流
れ
が
う
ま
く
融
合
さ
れ
た
美

し
い
行
書
で
す
。
余
白
の
美
し

さ
も
あ
り
好
感
の
持
て
る
作
品

で
す
。

　

忙
し
い
日
々
の
中
、 
筆
を
持

ち
練
習
を
重
ね
る
こ
と
で
、 
技

術
の
習
得
だ
け
で
な
く
心
の
平

静
を
感
じ
、 

集
中
力
を
身
に
つ

け
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
も
沢
山

の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
え

ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

協賛：広島筆産業株式会社
最優秀特選賞には「古城園」ブランドの羊毛と馬毛を使った太筆で楷書・行書
に適した「地　兼毫墨禅」とイタチ毛、馬毛、鹿毛を使い、かな書道に適した
細筆「凰仙花」、いずれも中級から上級者向けの筆を桐の箱に入れて贈呈。優
秀賞のお二人には羊毛、馬毛、狸毛を使った「剛毫地　墨戯神髄」を、広島筆
産業特別賞には馬の毛を中心に作った筆でやや硬めですが毛先はなめらかな
「剛毫中　天馬」を、それぞれ桐の箱に入れて贈呈致します。

優秀賞
NY小山書道教室小４
髙田 えりな

優秀賞
オレゴン州リッチモンド小１

プレイヤー 敬太　

広島筆産業特別賞
ニューヨーク州一般
キャロル 与緒子

最
優
秀
特
選
賞

　
　
　
　

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
プ
リ
ー
サ
ン
ト
ン
中
学
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
野　

す
み
れ

２
０
２
４
年
度
優
秀
作
品
発
表

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

https://www.artbrush-hiroshima.com/
http://ymcatfv.org/
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最
優
秀
賞

総　

評

優
秀
賞

手
書
き
の
価
値
の
大
切
さ 

米
国
ゼ
ブ
ラ
（
株
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

中
村
崇
洋

手
書
き
文
字
は
自
己
表
現

書
家　

小
山
朋
慈

　

今
年
度
も
硬
筆
書
写
コ
ン
ク

ー
ル
に
協
賛
す
る
機
会
を
頂

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１
８
０
０
点
近
く
に
も
及
ぶ
応

募
作
品
は
ど
れ
も
個
性
豊
か
で

今
年
度
も
大
変
優
秀
な
作
品
が

多
く
、
選
考
は
困
難
を
極
め
ま

し
た
が
、厳
正
な
審
査
を
行
い
、

最
優
秀
賞
を
含
め
6
名
の
皆
様

の
選
考
の
場
に
立
ち
会
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ゼ
ブ
ラ
社
と
し
ま
し

　

本
年
も
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
を

通
し
手
書
き
文
字
の
魅
力
に
溢

れ
た
６
点
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
に
輝
い
た
皆
様
に
心

よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

【
年
間
最
優
秀
賞
】

荻
原
詩
織
さ
ん

（
小
学
５
・
６
年
の
部
）

名
前
を
含
み
基
本
点
画
の
力
強

く
正
確
な
書
き
表
し
、
全
体
構

て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
当
た
り
前
と

な
っ
た
昨
今
の
状
況
の
中
で
、

改
め
て
手
書
き
の
価
値
の
大
切

さ
を
気
付
か
さ
れ
、
原
点
に
立

ち
返
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な

り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

情
報
技
術
が
普
及
し
て
い
る

こ
の
時
代
に
、「
手
書
き
」
に

か
け
る
皆
様
の
思
い
は
新
し
い

価
値
を
創
造
し
、
我
々
筆
記
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

本
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
未
来

を
担
う
皆
様
の
情
操
教
育
に
貢

献
す
る
た
め
の
一
助
を
担
え
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

成
と
安
定
感
、
筆
圧
に
優
れ
最

優
秀
賞
に
相
応
し
い
力
作
で

す
。

【
優
秀
賞
】

二
宮
智
花
さ
ん

（
幼
児
の
部
）

文
字
か
ら
穏
や
か
さ
が
伝
わ
り

丁
寧
さ
に
溢
れ
た
作
品
で
す
。

馬
場
瑤
子
さ
ん

（
小
学
１
・
２
年
の
部
）

柔
ら
か
い
平
仮
名
の
書
き
表
し

が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
士
ま
り
さ
さ
ん

（
小
学
３
・
４
年
の
部
）

十
分
な
筆
圧
に
よ
り
、
作
品
全

体
に
強
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

岩
﨑
咲
奈
さ
ん

（
中
学
の
部
）

文
字
全
体
に
強
弱
が
表
現
さ
れ

ま
と
め
方
に
優
れ
て
い
ま
す
。

清
野
有
子
さ
ん

（
高
校
・
一
般
の
部
）

や
や
硬
い
転
折
の
中
に
曲
線
を

交
え
調
和
の
と
れ
た
作
品
で

す
。

＊　

＊　

＊　

＊

 　
手
書
き
文
字
の
魅
力
は
温

も
り
で
す
。
自
分
の
心
に
向
き

合
い
書
か
れ
た
字
は
個
性
や
限

り
な
い
自
己
表
現
が
可
能
で

す
。

　

文
字
だ
け
で
感
情
や
心
情
表

現
が
で
き
る
の
も
手
書
き
の
魅

力
で
、
紙
の
上
に
残
る
唯
一
の

心
模
様
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

文
字
文
化
伝
承
に
携
わ
る
者

と
し
て
今
後
も
魅
力
と
必
要
性

を
伝
承
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
く

だ
さ
っ
た
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」

の
皆
様
、
書
家
の
小
山
先
生
、

学
校
の
先
生
方
々
、
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
に
重
ね
て
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
受
賞
者
の
皆

様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
協
賛
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
主
催

の
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
紙
上
硬

筆
書
写
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

２
０
２
4
年
度
年
間
大
賞
を
選

ぶ
選
考
会
が
12
月
6
日
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
エ
ジ
ソ
ン
に

あ
る
ゼ
ブ
ラ
社
オ
フ
ィ
ス
で
行

わ
れ
た
。
審
査
委
員
で
あ
る
米

国
ゼ
ブ
ラ
社
の
中
村
崇
洋
さ

ん
、
書
家
の
小
山
朋
慈
さ
ん
、

そ
し
て
本
誌
編
集
部
の
三
者
に

よ
り
、
２
０
2
３
年
度
第
52
回

冬
期
か
ら
２
０
２
４
年
度
第
55

回
秋
期
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
課

題
に
応
募
し
選
考
を
経
て
紙
面

に
掲
載
と
な
っ
た
１
０
４
点
の

作
品
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、　

年
間
最
優
秀
賞
に

小
学
５
・
６
年
の
部
、
Ｎ
Ｙ
小

山
書
道
教
室
の
荻
原
詩
織
さ
ん

の
作
品
、
そ
し
て
、
優
秀
賞
に

は
レ
ベ
ル
別
に
５
人
の
作
品
が

選
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
1
年
間
の
応
募
作
品

点
数
が
団
体
で
最
も
多
か
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
が
団

体
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
同
校

は
、
ク
ラ
ス
単
位
や
学
校
・
教

室
全
体
で
取
り
組
み
、
毎
回
定

期
的
に
応
募
し
た
結
果
、
み
ご

と
受
賞
を
獲
得
し
た
。

　

受
賞
者
に
は
賞
状
と
、
賞
品

と
し
て
最
優
秀
賞
に
は
ゼ
ブ
ラ

社
特
製
高
級
シ
ャ
ー
プ
＆
ボ

ー
ル
ペ
ン
「
シ
ャ
ー
ボX CL5

（
1
本
） + 

デ
ル
ガ
ー
ド
タ
イ

プ LX

（
2 

本
）」、
優
秀
賞
に

は
「
シ
ャ
ー
ボX ST3

（
1
本
）

+ 

デ
ル
ガ
ー
ド (

１
本)

」、
団

体
賞
に
は
応
募
作
品
点
数
分
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
「
サ
ラ
サ
ジ
ェ
ル

ボ
ー
ル
ペ
ンdry X20 0.7

」

が
贈
呈
さ
れ
る
。

＊　
　

＊　
　

＊　

　

２
０
２
４
年
度
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
季
節
ご
と
に
年
4
回
発

表
に
な
る
課
題
に
対
し
て
、
選

考
作
品
の
紙
面
発
表
が
1
回
の

み
に
変
更
に
な
っ
た
の
に
も
関

わ
ら
ず
、
１
８
０
０
点
近
く
の

多
数
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
の

み
な
ら
ず
遠
方
の
州
か
ら
の
応

募
も
多
数
あ
り
、
全
米
か
ら
広

く
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
校
や
ク
ラ
ス

単
位
で
取
り
組
ん
だ
り
、
宿
題

と
し
て
持
ち
帰
り
各
家
庭
で
兄

弟
・
姉
妹
や
親
子
で
作
品
を
取

り
組
ん
で
応
募
す
る
ケ
ー
ス
も

数
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
後
も
米

国
ゼ
ブ
ラ
社
の
協
力
に
よ
り
引

き
続
き
開
催
し
て
行
き
ま
す

の
で
、
米
国
で
の
日
本
語
学

習
の
一
環
と
し
て
ご
活
用
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

２
０
２
５
年
度
も
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 団体優秀賞
ニューヨーク育英学園

団
体
優
秀
賞
の
賞
品  

サ
ラ
サ
ジ
ェ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ンdry X20 0.7

優秀賞の賞品 
シャーボ X ST3（1本）+ デルガード (1本 )

最優秀賞の賞品
シャーボ X CL5（1本）

 + デルガードタイプ LX（2 本）

 

最
優
秀
賞
の
荻
原
詩
織
さ
ん

小
学
５
・
６
年
の
部　

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

高
校
・
一
般
の
部

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
プ
レ
ザ
ン
ト
ン

小
学
３
・
４
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

中
学
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
・
Ｗ
校

小
学
１
・
２
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

2024年度 
年間優秀作品の発表

幼
児
の
部

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

 

最
優
秀
賞
に

荻
原
詩
織
さ
ん

https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
住
宅
街
、
パ
ー
ク
ス
ロ
ー
プ
の
中
心
に
あ
る
、

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
付
き
の
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
に
住
ん
で
み

た
い
と
思
う
人
は
多
い
。

　

写
真
は
、
広
々
と
し
た
ス
タ
ジ
オ
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
。
静
か
な

木
々
が
点
在
す
る
公
園
を
望
む
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ル
コ
ニ
ー
、
陽

光
が
た
っ
ぷ
り
と
差
し
込
む
大
型
窓
、
明
る
い
色
調
の
メ
ー
プ
ル

材
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
全
体
に
施
さ
れ
た
こ
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

は
、
明
る
く
開
放
的
で
、
す
ぐ
に
で
も
く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
な
っ

て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
で
き
そ
う
だ
。

　

モ
ダ
ン
で
ス
マ
ー
ト
な

デ
ザ
イ
ン
の
キ
ッ
チ
ン
に

は
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

ス
テ
ン
レ
ス
製
家
電
製

品
、
御
影
石
の
カ
ウ
ン
タ

ー
ト
ッ
プ
、
十
分
な
収
納

ス
ペ
ー
ス
が
完
備
さ
れ
て

い
る
。
バ
ス
ル
ー
ム
に
は

レ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
が
完
備

さ
れ
、
全
体
に
磁
器
タ
イ

ル
が
施
さ
れ
、
ま
る
で
ス

パ
に
い
る
よ
う
な
気
分
を

味
わ
え
る
。
洗
濯
機
と
乾

燥
機
も
ユ
ニ
ッ
ト
内
に
あ

り
、
空
調
設
備
が
快
適
さ

を
最
大
限
に
確
保
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
ビ
ル
に

は
24
時
間
対
応
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
ド
ア
マ
ン
、W

i-Fi
完
備
の

居
住
者
用
ラ
ウ
ン
ジ
、
ヨ
ガ
ル
ー
ム
付
き
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
、
キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
ル
ー
ム
が
あ
る
。
パ
ー
ク
ス
ロ
ー
プ
の
魅

力
を
十
分
に
体
験
で
き
る
住
ま
い
だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店
街
も

徒
歩
圏
内
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
通
勤
も
便
利
だ
。
販
売
価
格
は

52
万
５
０
０
０
ド
ル
。
月
額
の
管
理
費
共
益
費
は
３
９
８
ド
ル
。　
　

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ル　

Ted.M
atsumoto@corcoran.com 

松
本
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

ブルックリン・パークスロープ暮らしを愉しむ

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
目
の
前
に

望
む
、
Ｎ
Ｊ
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い

の
エ
リ
ア
に
今
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
特
に
ジ
ャ
ー
ジ
ー

シ
テ
ィ
ー
は
近
年
の
再
開
発
で

高
層
ア
パ
ー
ト
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
24
時
間
体
制
の
ド
ア
マ

ン
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
プ

ー
ル
、
パ
ー
キ
ン
グ
完
備
の
物

件
が
多
く
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ

は
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｈ
ト
レ
イ
ン
や
フ
ェ

リ
ー
で
ア
ク
セ
ス
可
能
。
1
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
は
３
０
０
０
ド
ル

以
上
、
2
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
は

４
５
０
０
ド
ル
以
上
が
相
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い

の
街
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
、
エ
ッ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ウ
エ
ス
ト
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
比
較
的
低

層
の
物
件
も
あ
り
ま
す
が
、
ハ

ド
ソ
ン
川
の
眺
望
と
日
当
た
り

の
良
い
物
件
と
な
る
と
、
家
賃

は
高
層
ア
パ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
じ

価
格
帯
で
す
。

　

契
約
期
間
は
12
か
月
が
基
本

で
す
が
、
市
場
の
状
況
に
応
じ

て
6
か
月
や
15
か
月
な
ど
柔
軟

に
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
中
途
解
約
は
１
〜
２

か
月
前
ま
で
の
事
前
通
知
が
必

要
な
ビ
ル
が
多
く
、
解
約
料
と

し
て
１
〜
２
か
月
分
の
家
賃
を

請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
次
の
入
居
者
が
見

つ
か
れ
ば
解
約
料
は
不
要
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

賃
貸
市
場
の
競
争
が
激
し
く

な
る
中
、
物
件
に
よ
っ
て
は
フ

リ
ー
レ
ン
ト
の
提
供
や
入
居
時

の
特
典
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
更
新
時
に
は
家
賃
が
大
幅

に
上
が
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

長
期
居
住
を
考
え
る
場
合
は
更

新
時
に
条
件
を
よ
く
確
認
す
る

こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ
フ
ィ
ス　
　
　
　

／
中
路
紘
平
）

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
望
む
居
住
環
境
に
注
目　

Ｎ
Ｊ
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト

　

就
寝
１
時
間
ほ
ど
前
に
ダ
イ

ヤ
ル
を
（
高
）
に
入
れ
て
お
く

と
、
寝
る
時
に
は
ベ
ッ
ド
の
中

は
ほ
か
ほ
か
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
・

パ
ラ
ダ
イ
ス
状
態
の
温
か
さ
。

　

ぐ
っ
す
り
と
深
い
睡
眠
を
約

束
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
寝

具
も
湿
気
ら
ず
に
常
に
ふ
か
ふ

か
な
状
態
を
保
て
る
。
寒
冷
地

冬
の
必
需
品
。

　

価
格
は
59
ド
ル
。
百
貨
店

寝
具
売
り
場
も
し
く
は
ア
マ

ゾ
ン
で
販
売
。Sunbeam 

Royal Ultra Fleece Heated 
Electric Blanket 

電気毛布で
凍てつく夜も
ほっかほか♪

https://www.redacinc.com/
mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
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私
が
以
前
勤
め
て
い
た
同
志

社
国
際
中
学
・
高
等
学
校
は
、

２
０
１
４
年
文
部
科
学
省
の
事

業
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
教
科
を
越
え
て
教
員

が
集
ま
り
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
し
た
の
で
す
が
、
高

校
１
年
生
は
全
員
必
修
と
い
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

当
時
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ

たSDG‘s

で
す
。
そ
れ
ま
で
学

年
全
体
で
集
ま
り
、
自
分
た
ち

の
海
外
で
の
生
活
体
験
な
ど
話

を
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
、
１
学
年
全
員
を
集
め
た
ゴ

ミ
処
理
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

は
か
な
り
熱
を
帯
び
た
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
各
国
各
地
方
の

ゴ
ミ
事
情
、
そ
れ
は
国
内
の
自

治
体
に
よ
る
差
に
ま
で
及
び
、

そ
の
内
容
は
専
門
の
研
究
者
が

い
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
サ
ン
プ

ル
は
手
に
入
ら
な
い
と
喜
ん
だ

と
も
思
え
る
も
の
で
し
た
。
教

員
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て
い

た
私
は
、
多
く
の
帰
国
生
が
経

験
し
た
海
外
で
の
生
活
の
多
様

さ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
驚

き
や
共
感
を
表
す
そ
の
感
受
性

の
豊
か
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
の
開
校
３
年
目
に

教
員
と
な
っ
た
当
時
の
私
を
待

っ
て
い
た
の
は
、
他
の
学
校
で

は
決
し
て
味
わ
え
な
い
驚
き
の

日
々
で
し
た
。
当
時
の
帰
国
生

は
国
内
で
は
ま
だ
珍
し
い
存
在

で
、
英
語
の
発
音
が
流
暢
す
ぎ

た
り
、
語
学
の
レ
ベ
ル
が
高
す

ぎ
た
り
、
ま
た
こ
の
国
で
の
一

般
常
識
を
知
ら
な
い
者
も
い
る

な
ど
、
世
間
か
ら
疎
ま
れ
る
存

在
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
帰
国

生
が
３
分
の
２
い
る
学
校
で

す
。
こ
ち
ら
の
常
識
で
物
事
が

判
断
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
の

考
え
る
「
当
た
り
前
」
が
通
用

し
な
い
の
で
す
。
当
初
体
育
祭

準
備
の
入
場
行
進
で
整
列
で
き

な
い
生
徒
た
ち
に
困
惑
し
て
い

た
教
員
た
ち
は
、
年
を
経
る
に

従
っ
て
変
化
を
し
て
い
き
ま
し

た
。
自
分
が
培
っ
た
常
識
は
、

単
に
自
分
の
常
識
に
す
ぎ
ず
、

世
界
に
は
多
様
な
も
の
の
見
方

考
え
方
が
存
在
を
し
て
い
る
、

そ
れ
を
理
解
し
た
う
え
で
生
徒

は
、
間
髪
入
れ
ず
「
社
会
的
な

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
視
点
を
獲
得

で
き
る
こ
と
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
海
外
に
在
住
し
て
い

る
と
き
、
こ
の
国
の
誰
も
が
そ

の
社
会
で
少
数
者
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
な
り
ま
す
。
国
内
だ
け

に
留
ま
っ
て
い
る
と
少
数
者
の

視
点
、
社
会
的
弱
者
の
視
点
か

ら
社
会
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
帰
国
生

は
そ
の
弱
者
の
視
点
を
成
長
期

に
身
に
つ
け
た
貴
重
な
存
在
だ

と
言
え
ま
す
。「
喜
ぶ
人
と
と

も
に
喜
び
、
泣
く
人
と
と
も
に

泣
き
な
さ
い
」
こ
れ
は
キ
リ
ス

ト
教
の
新
約
聖
書
の
言
葉
で

す
。
そ
れ
は
紛
争
の
な
い
社
会

を
作
る
た
め
の
基
本
的
な
姿
勢

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
心
の
基

本
を
今
、
目
の
前
の
お
子
さ
ん

は
育
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

全
国
で
学
ぶ
小
中
学
生
の
数

に
比
べ
れ
ば
、
海
外
に
在
住
し

て
い
る
生
徒
は
ま
だ
ま
だ
少
数

で
貴
重
な
存
在
で
す
。
な
か
な

か
現
地
の
言
葉
が
習
得
で
き
な

い
、
思
う
よ
う
に
学
習
が
進
ま

な
い
な
ど
、
海
外
に
お
住
い
の

保
護
者
の
方
々
に
は
特
有
の
多

様
な
お
悩
み
が
あ
る
こ
と
を
よ

く
伺
い
ま
す
。
し
か
し
お
子
さ

ん
は
そ
こ
で
生
活
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
確
実
に
将
来
確
立

さ
れ
る
人
格
の
、
最
も
中
心
と

な
る
重
要
な
部
分
を
作
り
上
げ

て
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
大
人

は
長
い
目
で
そ
の
成
長
過
程
を

見
守
り
、
し
っ
か
り
と
寄
り
添

っ
て
日
々
の
生
活
を
応
援
し
て

あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

帰
国
生
が
常
識
と
し
て
考
え

る
多
様
性
と
そ
れ
に
対
す
る
承

認
は
、
や
が
て
こ
の
世
界
を
変

え
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

帰国生は世界を変える
海外子女教育振興財団 

戸田光宣 教育アドバイザー

に
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

今
で
こ
そ
多
様
性
と
い
う
の
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
40
年
ほ
ど
前
の
話
で

す
。
当
時
の
私
た
ち
教
職
員
は

自
分
の
価
値
観
を
相
対
化
し
、

異
文
化
を
理
解
す
る
た
め
の
自

身
の
評
価
軸
を
根
本
的
に
作
り

直
し
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
教
員
は
帰
国
生
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま

し
た
。
教
え
る
側
で
あ
る
は
ず

の
人
間
が
、
同
時
に
学
ぶ
も
の

と
し
て
存
在
す
る
、
教
え
ら
れ

る
側
で
あ
る
は
ず
の
人
間
が
同

時
に
自
分
の
考
え
を
発
信
し
て

い
く
と
い
う
、
本
当
に
刺
激
に

満
ち
た
場
所
で
し
た
。

　

帰
国
生
で
あ
る
こ
と
の
強
み

は
何
か
。
自
分
自
身
が
帰
国
生

で
も
あ
り
そ
の
あ
と
同
僚
と
し

て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
教
師
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● 公益財団法人 
海外子女教育振興財団（JOES）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！ 

今
年
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
は
巳
年
。
な
ん
て
タ
イ

ム
リ
ー
な
ん
で
し
ょ
う
！
み
な

さ
ん
、
新
年
の
抱
負
を
立
て
ま

し
た
か
？
今
年
の
地
球
の
テ
ー

マ
は
、も
ち
ろ
ん「
脱
皮
」で
す
。

　

蛇
は
昔
か
ら
神
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
。
ま
た
、
ウ
ロ
ボ
ロ

ス
と
言
っ
て
始
ま
り
と
終
わ

り
、
陰
と
陽
、
善
と
悪
な
ど
相

反
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
実
は
一

つ
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
の
完

全
性
、
無
限
の
可
能
性
な
ど
の

意
味
を
も
表
す
の
で
す
。
ま

た
、
自
ら
の
尾
を
飲
み
込
む
姿

は
「
自
ら
変
化
す
る
」
と
い
う

事
を
表
し
て
い
ま
す
。
成
長
し

た
蝶
に
な
る
直
前
の
サ
ナ
ギ
状

態
の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 
サ

ナ
ギ
の
中
で
、
芋
虫
が
ド
ロ
ド

ロ
の
液
状
に
な
る
の
だ
そ
う
で

す
。
つ
ま
り
、
成
長
し
た
蝶
に

な
る
前
に
、
そ
れ
ま
で
に
築
き

上
げ
て
し
ま
っ
た
自
ら
を
一

旦
、
崩
壊
さ
せ
る
ん
で
す
。
ヒ

ン
ズ
ー
教
の
創
造
の
神
の
シ
バ

神
の
も
う
一
つ
の
顔
は
、
破
壊

の
女
神
カ
リ
で
す
。
過
去
に
築

い
た
自
ら
を
滅
ぼ
し
、
新
た
な

創
造
を
起
こ
す
。
つ
ま
り
、
自

然
界
の
一
部
で
あ
る
全
て
の
存

在
は
、
全
身
全
霊
か
け
て
、
自

ら
内
側
か
ら
変
化
し
続
け
る
と

い
う
事
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
人
間
社
会
に

目
を
向
け
ま
す
と
、
私
た
ち
人

間
は
自
然
界
の
一
部
で
あ
っ
た

頃
か
ら
、
随
分
と
遠
く
へ
来
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
体
の
成
長

に
心
の
成
長
が
伴
わ
な
い
ア
ダ

ル
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
物
質
的
な
形

と
し
て
現
れ
た
、
経
済
的
に
独

立
出
来
な
い
大
人
、
病
気
が
治

ら
な
い
人
、
人
生
に
不
満
足
な

人
な
ど
が
社
会
に
溢
れ
、
地
球

全
域
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
蔓
延
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
根
本
原
因
は
ズ
バ
リ
、
悪

質
な
食
べ
物
で
す
。
過
剰
精
製

加
工
さ
れ
た
不
自
然
な
食
べ

物
で
出
来
て
い
る
私
た
ち
は
、

巳
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
乗
っ
て

脱
皮
し
ま
し
ょ
う
！

「
自
ら
変
化
」、
つ
ま
り
脱
皮
を

起
こ
せ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
脱
皮
と
い
う
の
は
、
本
来

の
自
分
へ
と
成
長
す
る
、
成
長

し
た
自
分
を
成
立
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
頭
で
考
え

た
理
想
の
自
分
を
洋
服
を
着
る

よ
う
に
着
せ
替
え
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
脱
皮
が
起
こ
る

時
は
「
目
か
ら
鱗
」
な
ら
ぬ
、

全
細
胞
が
鱗
が
は
げ
落
ち
る
よ

う
に
、
成
長
し
た
自
分
の
言
動

を
サ
ポ
ー
ト
可
能
な
状
態
に
変

化
す
る
の
で
す
。
脱
皮
に
は
物

凄
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま

す
。
自
己
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
脳

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
機
能
が
働

き
、
あ
な
た
を
脱
皮
さ
せ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
人
間
に
と
っ
て
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
言
う
ま
で
も
な

く
、食
べ
物
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
体
は
自
分
で
食
べ
物

を
消
化
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
健
全
な
腸
内
細
菌
叢
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
健
全
な
消

化
機
能
な
の
で
す
。
脱
皮
で
き

な
い
現
代
人
た
ち
の
根
本
原
因

は
、こ
の
腸
内
細
菌
叢
の
マ
ル
・

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
健
康

に
な
り
た
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
さ
せ
た
い
、
幸
せ
な
人

間
に
成
り
た
い
、
脱
皮
の
ゴ
ー

ル
は
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。
で

も
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

条
件
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
、

元
気
で
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
消
化
機
能
の

修
復
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、人
間
の
消
化
機
能
は
、

食
べ
物
の
消
化
の
み
な
ら
ず
、

人
生
の
消
化
を
も
司
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

脱
皮
へ
の
第
一
歩
は
、
健
全

な
自
分
を
築
く
事
。
健
全
な
自

分
の
始
ま
り
は
健
全
な
消
化
力

で
す
。
新
年
巳
年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
最
大
限
に
有
効
利
用
す
る

な
ら
ば
、
先
ず
は
腹
を
据
え
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

 おだいじに
カイロプラクティックの

基礎知識 

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
、
石

谷
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を
受
け
継

ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
ド
ク
タ

ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
で
す
。
同
僚
の

ド
ク
タ
ー
・ 

サ
ン
と
一
緒
に
今

後
も
変
わ
ら
ず
皆
様
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
な
治
療
に
誠
実

に
専
念
し
て
い
く
こ
と
を
お
約

束
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
様
々
な

治
療
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
例
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
例
え
ば
、
繊
維
筋
痛

症
に
お
け
る
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
の
治
療
で
は
、
ま
ず
背

骨
の
位
置
を
正
常
な
位
置
に
戻

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
肉
や
筋
膜

な
ど
の
血
行
を
促
進
さ
せ
た

り
、
う
っ
血
し
て
い
る
部
分
な

ど
を
的
確
な
指
圧
方
法
に
よ
り

解
消
し
て
い
き
ま
す
。
痛
み
の

回
復
だ
け
で
は
な
く
、
睡
眠
の

質
の
向
上
、
疲
労
感
の
改
善
も

同
時
に
見
ら
れ
喜
ば
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
慢
性
化
さ

れ
る
繊
維
筋
痛
症
の
改
善
方
法

と
し
て
、
初
期
は
集
中
的
に
治

療
し
て
、
痛
み
や
改
善
が
見
ら

れ
た
後
は
月
に
1
回
ほ
ど
の
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
治
療
を
続
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
患
者
の
生
活
改
善
や

少
し
違
和
感
が
あ
る
と
き
な
ど

早
め
に
医
師
が
気
づ
い
て
治
療

す
る
こ
と
が
で
き
、
重
症
化
を

さ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
は
神
経

系
と
筋
骨
系
の
知
識
を
備
え
た

専
門
医
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
治

療
の
主
な
目
的
は
、
そ
の
患
者

の
神
経
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か

に
向
上
さ
せ
て
整
え
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
繊
維
筋
痛

症
は
、
そ
の
人
の
神
経
系
を
非

常
に
過
敏
に
さ
せ
、
様
々
な
体

の
機
能
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

そ
の
神
経
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
症
状
は

軽
減
し
て
い
き
ま
す
。

Ｄ
ｒ
．
 ロ
ジ
ャ
ー
・
ミ
チ
ェ
ル

Ｄ
Ｃ
︵
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

／
機
能
性
医
学
医
・
ノ
ー
ス

イ
ー
ス
ト
健
康
科
学
大
学
卒 

Ishitanihealth.com

︶

自
信
を
も
っ
て
健
康
だ
と

言
え
ま
す
か
？
（
１
） 　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
語
学
セ
ン
タ
ー
は
1

月
22
日
か
ら
、
日
本
人
向
け
に

構
成
さ
れ
た
「
英
会
話
教
室
」

を
開
講
す
る
。Ｎ
Ｙ
大
学
講
師
、

日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
ベ
ン
先

生
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
。

説
明
や
質
疑
応
答
は
両
国
語
で

行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ

ー
チ
か
ら
英
語
の
上
達
を
め
ざ

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
本
コ

ー
ス
は
ア
メ
リ
カ
国
内
だ
け
で

な
く
、
日
本
や
他
の
国
・
地
域

か
ら
も
参
加
が
可
能
。
1
月
16

日
に
は
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

　

実
施
ク
ラ
ス
は
次
の
通
り
。

中
級
（
下
）
1
月
23
日
〜
3
月

27
日
午
後
2
時
〜
3
時
50
分
、

中
級
（
中
）
1
月
23
日
〜
3
月

27
日
午
後
8
時
〜
9
時
50
分
、

中
級
（
上
）
／
上
級
1
月
22
日

〜
3
月
26
日
午
後
7
時
〜
8
時

50
分
。

　

受
講
費
（
10
回
）
は
Ｊ
Ｓ

会
員
２
８
０
ド
ル
、
一
般

３
２
０
ド
ル
（
１
月
７
日
ま

で
に
登
録
す
る
と
10
ド
ル
引

き
）。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルlanguage@

japansociety.org

ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/language-
center/esl/

を
参
照
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
英
語
教
室

1
月
22
日
か
ら

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://japansociety.org/language-center/esl/
https://japansociety.org/language-center/esl/
https://japansociety.org/language-center/esl/
https://japansociety.org/language-center/esl/
https://japansociety.org/language-center/esl/
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日
本
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
鈴
木
尚
和
（
す
ず
き
・
ひ

さ
か
ず
）
が
12
月
23
日
か
ら

１
月
20
日
（
月
）
ま
で
、
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
サ
フ
ィ
ラ
＆
ベ
ン
チ
ュ
ラ
ー
」

（
西
43
丁
目
４
番
地
４
１
６
号

室
）
で
開
催
中
の
グ
ル
ー
プ

展
「Holiday Show Creative 

W
inter Art: A Sustainable Celebration

」
に
参
加
し
て

い
る
。
同
展
で
はSDGs

を
追

求
し
、
環
境
に
優
し
い
実
践
を

強
調
。
同
時
に
冬
の
美
し
さ
を

祝
う
革
新
的
な
作
品
群
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
造
形

作
家
＆
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
ス
パ
ッ

ジ
オ
ワ
ー
ク
ス
代
表
。「
自
然

と
摂
理
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
日

本
各
地
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
オ

ブ
ジ
ェ
を
設
置
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
土
日
休
廊
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

saphiraventura.com

を
参
照

す
る
。

鈴
木
尚
和

グ
ル
ー
プ
展
参
加

環
境
に
優
し
い
ア
ー
ト
追
求

　

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ミ
チ
・

フ
ジ
さ
ん
に
よ
る
６
組
限
定
の

グ
ル
ー
プ
親
子
ク
ラ
ス
（
ト
ラ

イ
ア
ル
）
が
、１
月
14
日
（
火
）

と
28
日
（
火
）
の
両
日
と
も
に

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

ま
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ユ
ニ

オ
ン
ス
ク
エ
ア
周
辺
の
会
場

（
マ
マ
サ
ロ
ン
）
で
開
催
さ
れ

る
。
バ
イ
オ
リ
ン
を
通
し
て
親

子
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
を
楽
し
む
。

　

ミ
チ
さ
ん
は
、
愛
知
県
芸
術

大
学
音
楽
学
部
器
楽
科
卒
業
、

ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
大
学
で
ジ
ャ

ズ
の
学
位
を
取
得
、
Ｎ
Ｙ
育
英

学
園
で
10
年
バ
イ
オ
リ
ン
講
師

を
務
め
た
。
参
加
費
20
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

Ｅ
メ
ー
ルnymamasalon@

gmail.com

ま
で
。

　

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ

マ
、
映
画
な
ど
が
楽
し
め
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー

ビ
ス
「Jme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）」

で
は
、
大
み
そ
か
恒
例
の
紅
白

歌
合
戦
を
ラ
イ
ブ
放
送
す
る
。

ま
た
、
ラ
イ
ブ
配
信
を
見
逃
し

て
も
、
12
月
31
日
か
ら
1
月
3

日
ま
で
「
紅
白
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

を
臨
時
で
設
け
、
紅
白
歌
合
戦

を
決
ま
っ
た
時
間
に
複
数
回
、

再
配
信
す
る
。

　

1
月
5
日
ま
で
の
限
定
で
、

Jme

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ク
ー
ポ
ン
コ
ー
ド
「JME24
」

を
使
っ
て
新
規
加
入
す
る
と
、

最
初
の
１
か
月
が
通
常
月
額
料

金
25
ド
ル
か
ら
半
額
12
ド
ル
50

セ
ン
ト
と
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
実
施
中
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.watch.jme.tv

を
参
照
。

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ミ
チ
・
フ
ジ

親
子
ク
ラ
ス
開
催

１
月
14
日
、
６
組
限
定

　

Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
と
東
京
の
芸

術
家
集
団
「
ア
ー
ト
ラ
ボ
」
共

同
主
催
に
よ
る
日
本
人
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
展
「
花

展
」
が
、
１
月
６
日
（
月
）
か

ら
27
日
（
金
）
ま
で
開
催
さ
れ

る
。
会
場
は
、
幕
末
期
、
日
米

修
好
通
商
条
約
の
締
結
に
貢
献

し
た
初
代
駐
日
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
公
使
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ

ス
が
建
学
し
た
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
校
に

あ
る
ハ
リ
ス
ゆ
か
り
の
資
料

室
付
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（Cohen 

Library Archives Gallery

：

160 Convent Avenue

）。

　
「
花
は
、
人
生
や
平
和
へ
の

願
い
の
象
徴
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
絵
画
、
書
道
、

写
真
な
ど
15
人
の
作
家
の
作
品

が
展
示
さ
れ
る
。
開
廊
時
間
は

月
〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午

後
5
時（
最
終
日
は
午
後
1
時
）

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
５
０
・
７
６
０
９
。

　

メ
イ
ヤ
ー
ズ
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
主
催
の
音
楽
イ
ベ
ン

ト
「
メ
イ
ヤ
ー
ズ
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
」
が
１
月
11
日
（
土
）
午
後

２
時
か
ら
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ル
ー
ベ
ン

ス
タ
イ
ン
・
ア
ト
リ
ウ
ム
（
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
１
８
８
７
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
本
年
度

グ
ラ
ミ
ー
賞
有
力
候
補
の
デ
ィ

ヴ
ィ
ニ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
ス
ほ
か

４
バ
ン
ド
が
出
演
。
中
で
も
注

目
は
ラ
ッ
パ
ー
の
フ
リ
ュ
ッ

チ
（Fyütch

）。
１
９
８
８
年

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
生
ま
れ
の
彼

は
、
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
で
人
気
を

呼
ん
だ
の
ち
Ｎ
Ｙ
に
拠
点
を
移

し
、
２
０
１
７
年
以
降
は
社
会

や
人
生
に
大
事
な
問
題
を
ラ
ッ

プ
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
音
楽
を
通

し
て
子
供
達
に
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
十
代
の
娘
オ
ウ

ラ
Ｖ
と
共
演
す
る
ほ
か
、
日

本
人
ベ
ー
シ
ス
ト
広
瀬
隆
史

が
ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
。
入
場

無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

https://www.bandsintown.
com/e/106226374?app_
id=ggl_feed&amp;came_
from=289&amp;utm_m

1月３日まで再配信

Jmeで見る
今年の紅白

心に開いた花描く
東京のアートラボ

ＮＹ市立大学ギャラリーで

家族向けライブ
リンカーンセンターで 1月 11 日
日本人音楽家参加

https://www.bozubrooklyn.com/
https://shopnyseikatsu.com/
https://saphiraventura.com
https://saphiraventura.com
https://saphiraventura.com
https://www.watch.jme.tv
https://www.watch.jme.tv
https://www.watch.jme.tv
https://www.watch.jme.tv
https://www.watch.jme.tv
https://www.bandsintown.com/e/106226374?app_id=ggl_feed&amp;came_from=289&amp;utm_m
mailto:nymamasalon@gmail.com
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写
真
家
、
サ
ッ
プ
茶
野
さ
ん

が
、
店
内
は
米
国
の
地
方
都
市

に
あ
る
日
本
人
以
外
の
経
営
の

な
ん
ち
ゃ
っ
て
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
沖
縄
の

い
き
つ
け
の
店
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
に
目
を

止
め
た
の
は
１
９
９
５
年
の
５

月
だ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
欄
の
ト

ッ
プ
に
「
死
に
ゆ
く
日
本
株
式

会
社
、
で
も
職
人
は
・
・
・
」

と
い
う
見
出
し
と
、
職
人
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
30
年

前
、
時
は
歴
史
的
な
円
高
と
大

工
場
の
海
外
移
転
、
産
業
の
空

洞
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
時
代

だ
。人
手
不
足
に
技
術
の
流
出
、

３
Ｋ
と
言
わ
れ
る
職
場
に
明
る

い
未
来
を
見
出
す
こ
と
も
で

ず
、
町
工
場
に
は
暗
い
影
が
落

ち
て
い
た
。
日
本
の
失
わ
れ
た

30
年
の
始
ま
り
と
も
い
え
る
そ

の
時
に
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
は

東
京
大
田
区
に
あ
る
町
工
場
の

将
来
を
憂
う
る
記
事
を
掲
載
し

て
い
た
。
だ
が
、
同
時
に
そ
こ

に
驚
く
べ
き
技
術
を
持
っ
た
日

本
人
の
職
人
た
ち
が
い
る
こ
と

を
報
じ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い

な
か
っ
た
。
茶
野
さ
ん
は
、
記

事
の
コ
ピ
ー
を
握
り
し
め
て
店

を
出
た
。
髪
の
毛
よ
り
も
細
い

精
度
の
加
工
技
術
を
持
ち
、
ミ

ク
ロ
ン
の
違
い
が
分
か
る
職
人

と
は
ど
ん
な
人
た
ち
な
の
か
。

彼
ら
を
被
写
体
に
し
た
い
と
大

田
区
の
町
工
場
を
訪
ね
歩
く
日

が
始
ま
る
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

多
く
の
家
族
経
営
の
工
場
の
親

子
の
姿
、
路
地
か
ら
聞
こ
え
て

く
る
プ
レ
ス
の
音
ま
で
モ
ノ
ク

ロ
写
真
で
捉
え
て
い
る
。

　

写
真
家
が
被
写
体
を
選
ぶ
時

に
は
い
つ
く
か
の
条
件
と
偶
然

が
重
な
る
。
事
前
に
い
く
ら
頭

の
な
か
で
プ
ロ
ッ
ト
を
考
え
、

構
図
を
考
え
、
撮
影
し
て
で
き

あ
が
る
イ
メ
ー
ジ
の
青
写
真
を

頭
に
描
い
て
い
て
も
、
い
ざ
現

場
に
い
け
ば
、
全
く
予
想
だ
に

し
か
っ
た
光
景
に
出
く
わ
し
、

そ
こ
で
自
分
が
ど
う
被
写
体
と

向
き
合
う
の
か
が
試
さ
れ
る
。

写
真
は
ス
タ
ジ
オ
で
あ
れ
、
報

道
で
あ
れ
、
こ
ち
ら
が
予
定
し

て
い
た
よ
う
な
画
像
を
撮
れ
る

と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
だ
。
な

に
し
ろ
相
手
が
あ
る
話
だ
し
、

舞
台
設
定
も
出
た
と
こ
勝
負
だ

か
ら
だ
。

　

ま
る
で
新
聞
社
の
取
材
の
よ

う
に
地
道
に
ル
ポ
を
す
る
が
如

く
、
一
軒
一
軒
飛
び
込
み
で
訪

ね
歩
く
。
そ
ん
な
芸
当
を
ど
こ

で
身
に
つ
け
た
の
か
。
写
真
家

サ
ッ
プ
茶
野
は
、
１
９
８
６
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
読
売
で
カ
メ
ラ

マ
ン
茶
野
邦
雄
と
し
て
働
い
て

い
た
。
Ｎ
Ｙ
を
ベ
ー
ス
に
欧
米

で
取
材
撮
影
を
行
っ
て
い
た
。

新
聞
社
の
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
そ
こ
で
身
に
つ
け
た

の
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
ふ
う
に
大
田
区
の
町

工
場
で
撮
影
ル
ポ
を
し
て
い
た

時
か
ら
時
代
は
流
れ
て
あ
れ
か

ら
30
年
の
年
月
が
経
っ
た
。
い

っ
た
い
あ
の
と
き
出
会
っ
た
職

人
さ
ん
た
ち
は
今
ど
う
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
令
和
の
職
人

さ
ん
は
今
ど
ん
な
技
を
見
せ
て

く
れ
る
の
か
。
茶
野
さ
ん
は
30

年
前
に
出
会
っ
た
職
人
さ
ん
た

ち
に
会
お
う
と
思
い
た
ち
、
彼

ら
と
の
再
会
を
求
め
て
再
び
懐

か
し
の
町
工
場
へ
向
か
っ
た
。

　

こ
の
本
は
、
１
９
９
５
年
と

２
０
２
４
年
の
定
点
観
察
撮

影
。
30
年
前
の
工
場
と
今
の
工

場
。
現
場
の
親
父
さ
ん
た
ち
は

他
界
し
た
人
も
い
れ
ば
、
往
年

の
笑
顔
を
彷
彿
さ
せ
る
人
、
30

年
前
は
ま
だ
青
二
歳
だ
っ
た
若

き
二
代
目
の
顔
に
刻
ま
れ
た
経

営
者
と
し
て
の
風
格
と
年
輪
を

茶
野
さ
ん
の
レ
ン
ズ
は
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
に
見
事
に
捕
ら
え
て
い

る
。
ク
リ
ッ
ク
一
つ
で
な
ん
で

も
用
が
足
せ
る
時
代
に
な
り
つ

つ
あ
る
な
か
で
、
職
人
技
と
い

う
も
の
が
人
間
の
専
売
特
許
だ

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
。
写
真
家
サ
ッ
プ
茶
野
さ
ん

も
ま
た
変
わ
ら
ず
の
素
晴
ら
し

き
職
人
だ
。　
　
　

　（
三
浦
）

職人技は人間の専売特許
サップ茶野・著
マグノリア出版・刊

■雫（寺地はるな、NHK出版）2025年、45歳の 4人は
新しい道を歩み始める。彼らの出会いは中学。1996年冬、
中学卒業を控え、卒業制作のレリーフづくりで同じ班に
なった4人がモチーフに選んだのは雫だった。30年を遡
りながら、どんな風に生きてきたのかが描かれるヒューマ
ンドラマ。■頭のいい人の夜に学ぶ習慣（斎藤孝、ポプラ
新書）『声に出して読みたい日本語』をはじめ、身体論に
基づく新しい教育スタイルを提言する斎藤孝先生。夜の２
時間こそ知識が深まる魔法の時間だという。福沢諭吉や湯
川秀樹博士の夜の時間の使い方のエピソードと併せて、齋
藤先生が体感した「夜を知的生産の土壌にするための方
法」を解説。■ホモ・サピエンスの誕生と拡散（篠田謙一、
宝島 SUGOI 文庫）ベストセラー『人類の起源』の著者で
国立科学博物館館長篠田謙一氏の監修のもと、人類のはじ
まりから日本人の成立とその歴史まで、最新知見で明らか
にする。ＤＮＡの分析を中心に、最新科学の成果をわかり
やすく解説。■うるうる白書（TARAKO、河出文庫）声優
TARAKOによるエッセイ『うるうる白書 心のコリをほぐ
そうよ！』の文庫版。初版は1993年12月 。TVアニメ「ち
びまる子ちゃん」の放送開始から3年、当時33歳の著者
が初めて執筆したエッセイ。「ちびまる子ちゃん」のナレー
ションのキートン山田による解説も収録。■そろそろ投資
をはじめたい。（渡部清二、サンマーク出版）新NISAがはじまり、日経平均
がバブル期以来の高値を更新した2024年。物価は上がり、給料は増えない。
投資をはじめるにはぴったりのタイミングを迎えている。そう語るのは人気
投資スクール・複眼経済塾の塾長を務める著者の渡部清二。株式投資の達人
だ。投資未経験者のために必要な考え方だけを極限までしぼって理論化した
一冊。■回復する人間（ハン・ガン、白水社）2024年ノーベル文学賞を受
賞した韓国の作家ハン・ガン。本書は作家が32歳から42歳の10年間に発
表した7篇を収録した短篇集。タイトルの通り「回復する人間」たちを描いた。
大切な人の死や自らの病気など、絶望の淵でうずくまる人間が一筋の光を見
出し、再び静かに歩み出す姿を描く。痛みがあってこそ回復がある。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

親
友
４
人
が
歩
ん
だ
人
生
を
遡
る
物
語
。
夜
の
学
習
の
方
が
効
率
が
い
い
。
日
本
人
は

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
人
気
声
優
の
30
年
前
の
初
エ
ッ
セ
イ
。
投
資
初
心
者
に
な
る
た
め

の
一
冊
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
の
韓
国
作
家
の
短
編
集
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

世
界
中
に
フ
ァ
ン
を
持
つ
、

オ
ラ
ン
ダ
人
絵
本
作
家
デ
ィ
ッ

ク
・
ブ
ル
ー
ナ
（
１
９
２
７
〜

２
０
１
７
年
）の
ミ
ッ
フ
ィ
ー
・

シ
リ
ー
ズ
。
口
が
バ
ッ
テ
ン
に

な
っ
た
ウ
サ
ギ
の
ミ
ッ
フ
ィ
ー

は
日
本
で
も
大
人
気
で
、
絵
本

の
ほ
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
続

け
て
い
る
。

　

日
本
で
最
初
に
翻
訳
し
た
福

音
館
書
店
で
は
、
ミ
ッ
フ
ィ
ー

を
「
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
」
と
し
て

絵
本
を
発
行
。
昭
和
時
代
に
読

ん
だ
世
代
は
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
の

方
が
馴
染
み
が
あ
る
人
が
多
い

だ
ろ
う
。
本
場
オ
ラ
ン
ダ
で
は

Nijntje

（
ナ
イ
ン
チ
ェ
、
小
さ

な
ウ
サ
ギ
と
い
う
意
味
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
１
９
５
５
年

６
月
21
日
に
、
う
さ
こ
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
る
話
を
描
い
た

『nijntje

（
和
訳
：
ち
い
さ
な

う
さ
こ
ち
ゃ
ん
）』
が
発
行
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
ミ
ッ
フ
ィ
ー

の
誕
生
日
は
６
月
21
日
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
は

２
０
２
５
年
で
誕
生
70
周
年
。

今
で
は
ミ
ッ
フ
ィ
ー
・
シ
リ
ー

ズ
絵
本
は
世
界
の
40
言
語
以
上

に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。（
高
田
）

今
年
は
ミ
ッ
フ
ィ
ー
誕
生
70
周
年

 『ちいさな うさこちゃん』
絵と文：ディック・ブルーナ　
福音館書店　1964 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://ishitanihealth.com/
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
香

り
の
コ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
色
の
ク
リ
エ
ー
タ

ー
、
パ
ン
ト
ン
社
の
選
ん
だ

２
０
２
５
年
の
色
は
「
モ
カ
ム

ー
ス
」。
世
界
的
な
時
流
を
捉

え
、
世
界
的
な
ム
ー
ド
を
表
現

し
、
人
々
の
願
望
を
ひ
と
つ
の

色
相
と
い
う
形
で
反
映
し
た

色
で
す
。
モ
カ
ム
ー
ス
と
い
う

言
葉
の
響
き
や
色
か
ら
何
を

思
い
起
こ
し
ま
す
か
？
ど
ん

な
気
分
を
感
じ
ま
す
か
？

　

パ
ン
ト
ン
社
に
よ
る
と
モ

カ
ム
ー
ス
は
、
コ
コ
ア
や
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
の
美
味

し
さ
を
連
想
さ
せ
る
温
か
み

の
あ
る
ソ
フ
ト
な
ブ
ラ
ウ
ン

カ
ラ
ー
、
エ
レ
ガ
ン
ト
で
官
能

的
な
豊
か
さ
の
あ
る
色
、
洗
練

さ
れ
て
い
な
が
ら
親
し
み
や

す
い
落
ち
着
い
た
色
、
と
聞
い

て
い
る
だ
け
で
気
分
の
良
く

な
る
言
葉
が
並
び
ま
す
。
淹
れ

た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
の
豊
か
な

香
り
、
神
へ
の
捧
げ
も
の
だ
っ

た
コ
コ
ア
、
甘
く
幸
せ
な
香
り

バ
ニ
ラ
、
ソ
フ
ト
で
ク
リ
ー
ミ

ー
な
ミ
ル
ク
か
ら
醸
し
出
さ

れ
る
匂
い
は
、
官
能
的
な
感
覚

を
満
た
す
喜
び
の
香
り
で
す
。

そ
し
て
洗
練
さ
れ
た
ソ
フ
ト

で
心
地
良
い
空
間
を
演
出
す

る
モ
カ
ム
ー
ス
の
色
は
私
た

ち
の
日
常
に
心
の
や
す
ら
ぎ
、

ま
た
心
の
贅
沢
さ
や
満
足
感
、

さ
ら
に
は
人
々
の
集
う
場
所

に
あ
た
た
か
さ
や
穏
や
か
さ

を
も
た
ら
し
て
、
こ
れ
か
ら
訪

れ
る
新
し
い
年
を
潤
す
こ
と

で
し
ょ
う
。
２
０
２
５
年
も
皆

様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン

ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を

実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com
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 絵・古舘みどり

　
東
日
本
大
震
災
で
引
き
裂
か

れ
た
父
と
娘
の
絆
を
描
い
た
映

画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂
で
主
役
の

遠
藤
み
ず
き
役
を
演
じ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
宮
城
県
出

身
の
映
画
監
督
、
堀
江
貴
氏
の

作
品
で
、
こ
れ
ま
で
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
芸
術
映
画
祭
、
カ
ン
ヌ
世

界
映
画
祭
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国

際
映
画
祭
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

映
画
祭
な
ど
数
々
の
映
画
賞
に

輝
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ノ
ン
バ

イ
オ
レ
ン
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
主
演
女
優
賞
を
獲
得
し

た
。
日
本
国
内
で
の
劇
場
上
映

も
始
ま
り
、
今
年
の
日
本
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
選
考
対
象
作
品
に
も

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
、

岩
田
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
同
時

期
に
日
本
初
演
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ャ
ス
ト
と
し
て
舞
台
出
演
し
た

﹁
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い

の
子
﹂
と
共
に
、
女
優
と
し
て

の
出
世
作
と
な
っ
た
。

　
実
は
仙
台
市
出
身
の
岩
田
さ

ん
自
身
、
ま
だ
小
学
６
年
生
だ

っ
た
時
に
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
て
家
族
と
避
難
所
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

堀
江
監
督
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
戻
る
当
日
の
朝
、
空
港
へ
向

か
う
前
に
ぎ
り
ぎ
り
で
岩
田
さ

ん
に
会
い
に
来
て
、
出
演
を
依

頼
し
た
時
に
は
二
つ
返
事
で
快

諾
。﹁
脚
本
を
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
た
時
に
、
こ
ち
ら
の
方
か

ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
ほ

ど
で
し
た
﹂
と
話
す
。

　
岩
田
さ
ん
は
13
歳
で
Ａ
Ｋ
Ｂ

48
に
当
時
最
年
少
メ
ン
バ
ー
と

し
て
加
入
後
、
18
歳
で
グ
ル
ー

プ
を
卒
業
、
本
来
の
夢
で
あ
っ

た
俳
優
に
転
身
し
た
。
日
本
大

学
藝
術
学
部
写
真
学
科
を
卒
業

後
、
25
歳
で
Ｎ
Ｙ
へ
の
渡
米
を

決
意
、一
昨
年
末
に
来
米
し
た
。

現
在
、
写
真
家
や
脚
本
家
と
し

て
も
感
性
を
磨
い
て
い
る
。

　﹁
Ｎ
Ｙ
で
の
生
活
は
、
本
当

に
一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
と
い

っ
た
感
じ
で
か
な
り
ド
タ
バ

タ
、
サ
バ
イ
バ
ル
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
分
楽
し
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
毎
日
挑
戦
で
き

る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私

が
行
き
た
か
っ
た
演
劇
の
大
学

が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
あ
っ
た
の

で
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ビ
ザ

が
取
れ
た
の
で
、
だ
っ
た
ら
働

き
な
が
ら
舞
台
を
学
べ
る
Ｎ
Ｙ

に
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た

映
画
祭
の
際
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
お
住
ま
い
の
た
く
さ
ん

の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
れ
が
私
に
と
っ
て

の
人
生
初
Ｎ
Ｙ
だ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
あ
の
訪
米
が
な
け
れ
ば

今
こ
う
し
て
Ｎ
Ｙ
に
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、

﹃
最
後
の
乗
客
﹄
が
、
私
の
人

生
に
与
え
て
く
れ
た
も
の
は
本

当
に
大
き
い
な
と
感
じ
ま
す
﹂

と
笑
顔
で
答
え
た
。

　
将
来
に
つ
い
て
は
﹁
ま
だ
わ

か
り
ま
せ
ん
ね
。
日
本
に
い
た

と
き
は
、
色
々
な
目
標
が
あ
り

ま
し
た
が
、Ｎ
Ｙ
に
来
て
か
ら
、

良
い
意
味
で
形
に
囚
わ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
焦
ら
ず
に
、
自

分
の
人
生
と
向
き
合
っ
て
、﹃
ど

う
い
う
人
間
に
な
り
た
い
か
﹄

を
ま
ず
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
﹂
と
話
す
。
が
、
実
は
一
つ

だ
け
実
現
し
た
い
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。
来
米
前
に
東
京
と
宮

城
で
上
演
し
た
舞
台
﹁
10
年
後

の
君
へ
﹂
の
Ｎ
Ｙ
上
演
だ
。
自

身
が
脚
本
、
演
出
、
主
演
、
制

作
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し
た
朗

読
劇
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
子
供
が
都
会
に
出
て
人
生

に
向
き
合
う
話
だ
。
２
年
前
の

来
米
時
に
﹁
ま
た
、
必
ず
女
優

と
し
て
し
っ
か
り
と
実
力
を
つ

け
て
こ
う
い
っ
た
場
所
に
戻
っ

て
こ
れ
た
ら
な
と
、
も
っ
と
も

っ
と
高
み
を
目
指
し
て
い
け
た

ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
﹂
と

語
っ
た
言
葉
が
い
ま
現
実
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

俳優
フォトグラファー

岩田 華怜さん

自
分
の
世
界
取
り
戻
す
時
間
Ｎ
Ｙ
で

衣装・田中恵介

http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
https://kj-artist.jp/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://jmart-usa.com/en/
http://www.maliliko.com
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